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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　口絵・本文イラスト●ＧｒｅｅＮ







　堆うずたかく積み上がった瓦が礫れきの上で、少年が一人、空を見上げていた。

　どこまでも青く、果てしなく続く空。

　赤い髪をしたその少年は、飽きることなくそれを見つめ続ける。

　やがて、その背中に声が掛かった。

「また空を見ているのか。お前は本当に空が好きだな」

　嗄かれた、老人の声。

　その声に、少年は振り返ることなく空を見上げたまま答える。

「好きだから見てるわけじゃない」

「ほう。じゃあ、何のために見ている？」

「決まってる。いつか……」

　瞬間、少年たちを影が包んだ。

　巨大な何かが空を横切り、太陽を覆い隠したのだ。

　少年たちの遙はるか上空を雲のように舞う、巨大なそれを見上げながら、少年が呟つぶやいた。

「──いつか、帰るために」

　その上を、空を舞う島……〝飛島フラクタル〟が、静かに流れていった。





第一章　赤毛の転入生





　１






　その街は、巨大な、それこそ直径１００㎞を超すような岩の上に築かれていた。

　そこに立ち並ぶ、レンガや石を積み上げて造られた建物たち。さらに盛られた土の上には畑まで並び、そこでは数万人という規模の人々が生活を送っている。

　そして岩肌をなぞるようにして続いていく街のその一番上、岩の頂点部には、要塞のごとき建物がそびえ立っていた。

　無数の石を積み上げ、精巧に組み上げられたそれは、その実、学園の校舎であった。

　巨大な校舎と、その周囲を囲む広大な敷地。そこには運動場や円形の劇場、さらには森まで広がっており、また学生たちが生活する大小様々な寮があちこちに軒を連ねている。

　さらに驚くべきことに学園には巨大な発着場が併設されており、そこには大きな〝飛空船〟がいくつも並んでいた。

　朝日に照らされて白く輝く校舎。

　学園は、名を『キールモール魔術学園』という。

　そんな学園の一室に、少女の声が響く。

「転入生、ですか？」

　そこは豪華な調度品が並べられた広い部屋で、その声は制服姿の少女のものであった。

　歳としの頃は、十代中頃であろうか。

　彼女は、よく整った、だが少し気の強そうな顔をしていた。

　栗くり色いろをした美しい髪を腰まで伸ばしており、体はスラリと細身だが、その胸は体の中央で大きく存在を主張している。

　そして、その腰には驚くべきことに麗美な拵こしらえの剣が佩はかれていた。

　そんな彼女に、豪華な椅子に腰掛けた、同じ年代ぐらいであろう少女が机の上で手を組みながら答える。

「そうだ、シャーロット・アデリアーナ・ルーン・エインスワース。君たち一年生が入学してから、二ヶ月遅れの転入生ということになる。彼を、君のクラスに編入する。その世話を頼みたい」

　言いつつ、肩まで伸ばした白い髪をうっとうしそうに払う。

　彼女もシャーロットと同じ制服を着ているが、その上に更に黒いコートを纏まとっており、両手には黒い手袋をはめている。

　こちらもシャーロットに負けないほど美しい顔立ちをしていたが、しかしその雰囲気はどこか冷たい。

　また、余談ではあるが、その胸はシャーロットと比べると随分と慎つつましげであった。

　今二人がいるこの部屋は、学園の学長室だ。

　そこかしこによくわからない品が並べられており、どことなく雰囲気が怪しい。

　位置的に学園の中央玄関の真上に存在し、大きく開け放たれた窓からは巨大な正門や広大な運動場などが一望できた。

「しかし、お言葉ですがエレミア学園長代理。この学園が転入生を受け入れるなんてことは聞いたことがありません。生徒たちは全員、厳しい試験を突破してどうにかここに入学しています。それを……」

「特殊な案件なのだよ」

　シャーロットが不審そうな顔をして言いつのるが、それをこの学園の学園長代理である彼女、エレミア・キールモールがぴしゃりと遮る。

　そして顔を僅かに歪ゆがませ額に手を当て、ふう、とため息をついた。

「私だって、できれば断りたい。だがそういうわけにもいかないのだ。そして、その転入生はどうにも手がかかりそうでな」

　そして、エレミアは机に頬ほお杖づえをつきながら続けた。

「お目付け役がいる。それを任せられそうな者が、君しかいないのだ。どうか頼む」

「……と言われても、私にも色々と立場というものがあって、なにかと忙し」
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「報酬は出そう」

「やりますっ!!」

　渋面を作り、それをどうにか断ろうとしていたシャーロットは、その単語を聞いた瞬間、くるりと手のひらを返した。

　報酬！　なんと良い響きだろうか。

　シャーロットはその言葉を噛かみしめるように瞳を輝かせ、それをやや呆あきれた表情で見ていたエレミアが続けた。

「基本的には、その生徒の学内の案内と監視を頼む。だが、もしその者が著しく学内の風紀を乱すようなら、報告をくれ。私が〝対処〟する」

「対処？　対処、とはどういう意味です？」

「そのままの意味だよ」

　そう答え、エレミアは口を閉ざす。

　それを不審そうに見ながらも、シャーロットが訪ねた。

「まあ、わかりました。それでその転入生って、いつ来るんですか？」

「さて、詳しい日時はわからんが、おそらく近日中には……」

　エレミアがそこまで言った瞬間、開け放たれた窓の向こうから怒声が飛び込んできた。

「……おい、貴様！　何者だ、怪しい奴やつめ！」

　何事かとシャーロットたちが窓から下を覗のぞき込む。学園の正面玄関の上にある学長室からは、正門とそこから続く道を生徒たちが登校してきている景色が一望できる。

　その流れの真ん中に、腕に〝学園風紀請負〟と書かれた腕章をつけた一団が集まっており、なにやら制服を着た生徒らしき者を取り囲んでいるところだった。

　その一団の真ん中でふんぞり返る、なぜか全身鎧よろいを身に纏まといその上に制服を着込んでいる大男が、周囲に響き渡る大声で一方的にがなりたてる。

「我が校の制服を着ているようだが……貴様、校章をつけておらんな！　我が校の生徒が、校章をつけ忘れるわけがない！　さては貴様、スパイか、スパイなんだな!?　おのれゆるさんぞ、この風紀委員であるウォルサム様がとっ捕まえて地下房に放り込んでくれる！」

　そしてウォルサムと名乗った男がビシリと指差すと、彼らに取り囲まれた人物……十五、六歳ほどの、制服の少年がめんどくさそうな顔で答えた。

「うるせえな、そんなでかい声出さなくても聞こえるっての。校章とやらがないのは、俺が今日入学するからだ。これから貰もらえるんだろうよ、多分」

　その彼……赤い髪をした少年は、制服の上からでもわかるほど鍛えられた肉体をしており、その背筋がピンと伸びた体は野生動物を思わせるしなやかさを持っていた。

　２ｍを超す大男であるウォルサムと比べると小さく見えるが、身長もなかなかに高い。

　ヘイゼル色の凛りんとした目元と、すっきりと整った鼻や顔の輪郭。なかなかの男ぶりであるが、しかしその表情にはどこかやんちゃ坊主という趣があった。

「転入生だとぉ……？　我が校が転入生を受け入れたなどという話は聞いたことがないが、ひとまずはいい。それで、貴様、名は。入る学科はどこだ。飛空船技師か、それとも魔ギ具ア職人か？」

　周囲の生徒たちが何事かと様子を見守る中、被かぶった兜かぶとの中でウォルサムが不審そうな顔をしつつも、続けて質問を投げかけてくる。

　すると赤毛の男子は不敵な笑みとともに、それに答えた。

「俺の名前は、ナハト。ただのナハトだ。それと、どっちも違うぜ。俺が入るのは、空の探索者……〝探訪者ヴアリアント〟を育成するクラスだ」

「…………」

　ナハトと名乗った彼の言葉に、ウォルサムたちはしばし驚いた様子で立ち尽くしていたが、やがて互いの顔を見合わせ、そして次の瞬間。

「……ふっ……くくくっ……ははは！　はーはっはっはっはっは！」

　大爆笑を、始めた。

「探訪者！　探訪者だと!?　貴様がか……これは笑わせてくれる！　ハーハッハッハ！」

「……俺は、爆笑もんのジョークをカマしたつもりはねーんだけどな。何か、面白いこと言ったか？」

「ああ、言った！　言ったとも！　これが笑わずにいられるか！　貴様が……よりにもよって赤毛の貴様が、探訪者にだとぉ!?」

　ナハトが呆あきれ気味に尋ねると、ウォルサムが笑い声のまま声を張り上げた。

「いいか、知らないのなら教えてやる！　探訪者とは、この世で一番危険な仕事だ！　危険な飛島フラクタルに〝探訪アクセス〟する、人類種で最も過酷な役目！　それゆえ、なれるのはこの大陸でもっとも優れた一握りの天才のみ！　すなわち、高い魔力を生まれ持ち、肉体を鍛え抜き、そしてそれを増幅する〝魔具〟を自在に操れる魔戦士マグスのみよ！　しかるに！」

　言いつつ、ウォルサムがナハトをビシッ！と指差し、小馬鹿にした調子で言い放った。

「先天的に魔力を持たぬ赤毛が、探訪者になどなれるわけがなぁかろぉがああ！　この、間抜けがあ！」

「…………」

　ウォルサムの指摘に、ナハトはムスッとした顔で沈黙を返した。それを言い返せないのだと判断したウォルサムは、我が意を得たとばかりに部下共に命じる。

「そんなことも知らんとは、やはり貴様は不法侵入者だな！　地下で徹底的に尋問してくれるわ！　いけ、ひっ捕らえい！」

「はっ、隊長！」

　命じられた部下のうち三名ほどが、その腰や背中に装着していた武器を取り出しながらナハトを取り囲む。ブーメラン、鎖鎌、さらにはトンファー。そして、それを手にする者は、二人が人間、そして一人がトカゲのような顔をした獣人であった。

　それを見ながら、とぼけた表情のナハトが呟つぶやく。

「違うって言ってるやつ相手に多人数で囲んで、その上武器もかよ。これがこの学園流の歓迎か？　なかなか面白そうじゃねえか」

　一方、それを上の窓から見ていたシャーロットが慌てた声を上げた。

「学園長代理、あれって例の転入生なんじゃないんですか!?」

「そのようだな。手紙に書いてあった特徴と一致している」

「そんな余裕かましてる場合ですか！　金づる……もとい、転入生がいきなりピンチじゃないですか！　風紀委員の奴やつら、いつもやりすぎるんだから！　助けに行かないとっ……」

　言いつつ、シャーロットが足を窓の縁にかけて飛び降りようとする。

　だが、それをエレミアが押し留とどめた。

「待たんか。窓から飛び出すなど、校則違反だぞ」

「言ってる場合じゃないでしょう!?」

「いついかなる時でも、校則は絶対だ。それに、だ。……少し、様子を見るべきだ」

　そのエレミアの言葉に、シャーロットが信じられないといった表情を浮かべた。

「なっ……。彼が大おお怪け我がするかもしれないのに、何を言ってっ……！」

「この程度で」

　だが、そのシャーロットの非難を強い一言で遮り、ナハトたちを見下ろしながらエレミアが続ける。

「……この程度で怪我をするのならば、彼は入学などすべきではない。魔力を持たない赤毛が魔戦士マグス相手にどこまでやれるのか、見させてもらおうではないか」

　エレミアたちがそんな事を話している間にも、風紀委員たちはナハトに襲いかかろうとしていた。

　ブンブンと鎖鎌を振り回しながら一人が距離を詰めてくる。ナハトがそちらに気を取られた瞬間、逆側からトカゲ顔の風紀委員がブーメランを振りかぶった。

「シャアッ！」

「おっと」

　気合いの声とともに放たれたそれを、ナハトはステップを踏んで素早く躱かわした……ように思えた。

　しかし。

（っ……違う！）

　何かに気付いたナハトが慌てて頭を逸そらす。

　瞬間、通り過ぎるはずのブーメランが、空中で物理法則を無視して急激に曲がり、直前までナハトの顔があった空間を薙ないだ。

「ケケッ、避よけやがったか！　俺のブーメランを初見で避けたのは、お前が初めてだ！」

　そのまま手元に戻ったブーメランを受け止めながら、ブーメラン風紀委員が下品な笑い声を上げる。

「今の動き、ただのブーメランじゃねえ……。魔ギ具アか！」

「ケケケ、そのとおり！　我が魔具、〝風切り羽のブーメラン〟は、俺の意のままに空中で軌道を変える！」

　ナハトが構え、ブーメランを警戒しながら呟つぶやく。

「ちっ、魔術学園の生徒だって言うんなら、魔術を使いやがれってんだ」

「馬鹿め、この学園が魔術を教えていたのなどはるか昔、今は魔具を使いこなせる者が一番偉いのだ！　だから、お前はお呼びじゃないのさ！」

　下卑た笑みで言いながら、別の風紀委員が鎖鎌に付いた鎖付き分胴を勢いよく投げ放つ。

「貰もらった！」

「うおっ……」

　ナハトはそれを咄とつ嗟さに躱かわしたが、しかしその鎖は空中をヘビのようにのたうち、するりとナハトの腕に絡みついてきた。

「ふはは、馬鹿め、これも魔具よ！　俺の〝蛇じや鱗りん鎌がま〟は、意のままに空中を這はいずり回る！」

　ナハトを捉えたことに気を良くして、鎖をギリギリと引っ張りながらイキる鎖鎌風紀委員。だがナハトは焦あせった様子もなく、やや呆あきれた調子で告げた。

「空中で軌道を変えるブーメランに、軌道を変える鎖。お前ら、やることが被かぶってんじゃねーか。持ち主の魔力を最大まで引き出す兵器って言うより、これじゃ大道芸の道具だな」

「うっ、うるさい！　仕方ないだろう、入学したときに魔術適性を調べられ、それに合った魔具を与えられるのだから！　自分で選んだんじゃないやい！」

「そうだそうだ、魔力の性質で人を馬鹿にするな！　お前に、『君は鎖鎌の鎖を自在に操るのに向いてるねえ』とか言われるやつの気持ちがわかるか！」

　その話題は地雷だったのか、二人が怒り顔で一斉に言い返す。

　そしてそうしている間にもう一人の風紀委員、トンファーを構えた生徒がナハトに飛びかかりながら、格好つけたポーズで叫んだ。

「フッ、その点、僕の魔具は〝電撃を放ち相手を気絶させる〟というスグレモノさ！　どうだ、そいつらのより格かつ好こいいだろう！　おとなしく食らって、お縄につきたまえ！」

　そのままナハトの肩めがけてトンファーが振り下ろされる。

　だがナハトはそれに怯ひるんだ様子もなく、白けた表情で答えた。

「別に、人を気絶させるのにそんな道も具んいらねーだろ」

　そして、その瞬間、ドゴン！という激しい打撃音が周囲に響き、続いてドサリと人が地面に倒れる音が響いた。

　ナハトが殴られた音、ではない。ナハトが恐るべき速さで蹴り上げた足を食らった、トンファー風紀委員のものである。

　顎に一撃を食らった彼は、地面に倒れ込み白目をむいて完全に伸びていた。

「なにっ！」

　腕を組み、余裕の表情で捕り物を見ていたウォルサムが、そこで驚きの声を上げる。

（馬鹿な、何だ今のは？　蹴り上げた動きが何も見えなかったぞ……！）

　相手が赤毛でなければ、魔ギ具アでも使ったのかと疑いたくなるほどだ。

「おのれ、貴様ぁ、よくも自分の魔具の格好良さをいつも自慢してきてすごくウザかったトンファー使いを！　正直ナイスと思っているが、許せん！」

　言葉とは裏腹にニヤついた鎖鎌風紀委員が、さらに鎖をギリギリと引っ張る。

　だがいくら引いてもナハトの腕はピクリともしない。

（なんだ、こいつまるで動かんぞ……!?　まるで大岩にでも引っ掛けたような感触だ！）

　鎖鎌風紀委員がそう内心で焦あせっているのも知らず、トカゲ頭のブーメラン風紀委員が再び自慢のブーメランを放った。

「今度は躱かわせまい、死ねえ！」

「捕まえるのが目的なのに、殺してどうすんだよ」

　それにツッコミをいれつつ、ナハトが捕まっていない方の手をピースサインするように突き出す。

　そして次の瞬間、飛来するブーメランをその二本で挟んでピタリと捕らえてしまった。

「なっ……なにぃ!?」

「お前も、いつまでも人の腕に変なもん絡めてんじゃねえ」

　言いつつ、ナハトが鎖に巻かれた腕を大きく引くと、それに繋つながった鎖鎌風紀委員の体があっさりと宙を舞った。

「うおおおおっ!?」

　彼は悲鳴を上げながらまっすぐにトカゲ頭の風紀委員めがけて飛んでいき、そして二人は激しく頭をぶつけ合い、がくりと地面に倒れ伏した。

　それを見ながら、腕に巻き付いた鎖を外し、ブーメランを放り捨てたナハトが服の埃ほこりを払いつつ言う。

「どんなもんかと思って見てみたが、こんなもんか、この学園の魔戦士マグスってのは？　おもちゃみたいな魔具に興味はねえぞ」

　その馬鹿にしたような態度に、風紀委員たちが色めき立つ。

「なっ……貴様ぁ！　よくも俺達たちの仲間を！　我ら風紀委員への侮辱は、許さん！」

　一斉に各々の魔具を取り出して詰め寄ろうとする風紀委員。

　だが、それを隊長であるウォルサムがその巨腕で制止した。

「待てい、お前ら！」

「たっ、隊長!?」

「……こいつは少々手て強ごわそうだ。故に、俺が相手をする。覚悟しろ、赤毛！　この学園風紀委員の隊長であるウォルサム様が、貴様を直じき々じきに捕らえてくれるわ！」

　言いつつ、ウォルサムがその巨体を揺らして進み出る。

　その彼の背中に、部下たちが声援を送った。

「うおお、隊長の出陣だ！　頑張ってください、ウォール・サム隊長！」

「ウォール・サム！　ウォール・サム！」

「ウォール・サムではない！　ウォルサムだ！　うおおおおっ！」

　それに律儀に言い返しながら、ウォルサムがのしかかるようにナハトに迫る。

　その姿はまさしく壁が迫るがごとくであり、彼のあだ名であるウォール・サムの意味を体現して余りある。

「なんだ、今度はデカブツのお出ましか。いいぜ、何人でも相手になってやる」

　そう呟つぶやきながら、ナハトは伸びてくるウォルサムの手から素早く跳んで逃れた。

　ウォルサムはドスドス音を立てながら更に捕まえようと追い立てるが、ナハトは左右にステップを刻んで、ひらりひらりとそれを躱かわしてしまう。

「ええい、ちょこまか逃げるな！　逃げ切れるとでも思っているのか！」

　言いつつ振り下ろしたウォルサムの拳が地面を直撃し、舗装されたそこが轟ごう音おんとともに砕くだけ散り、爆発でもしたかのように破片が飛び散り、巨大な穴が開いた。

　常人の出せる威力ではない。普通の人間が喰くらえば、間違いなく即死する威力である。

「へえ、大したパワーだ！　それも魔戦士マグスの力ってわけか！」

「左様、我ら魔戦士は魔ギ具アを使うのみにあらず、魔力によってその身体能力も大きく引き上げておる！　故に貴様に勝ち目なし、大おお怪け我がをする前におとなしく捕まれい！　ぬん！」

　言葉と共に、ウォルサムの巨体が宙を舞った。

「うおっ、おいおい……！」

　そのまま両手を広げボディプレスの要領で落ちてくるそれを、ナハトが慌てて飛び退のいて躱す。そのままウォルサムの体は地面を直撃し、人の着地音とは思えない爆音が周囲に響きわたった。

「ふんっ、本当にすばしっこいやつめ。どうしても怪我をしたいらしいな！」

　言いながらのそりと立ち上がるウォルサム。そこに立っていた鋼鉄製のポールが下敷きにされ、空き缶のようにぺちゃんこになって地面に埋没してしまっていた。

「おいおい……普通のやつ相手にそれやったら、怪我じゃすまねえだろ」

「安心せい、腕のいい保健室の先生がいる。命だけはきっと救ってくれるわ！」

　再びウィルサムが大ぶりの一撃を振り回す。

　だが、それに合わせてナハトの体がすっと沈み込み、

「いい加減……しつこいぜ、壁野郎！」

　その拳が、跳ね上がるように突き出された。

「グウッ！」

　金属の塊を巨大な棍こん棒ぼうで打ち据えたような轟ごう音おんが響き渡る。

　ナハトの一撃がウォルサムの鎧よろいを打った音だ。それに合わせて、ウォルサムが呻うめき声を上げる。

　──だが、次の瞬間にはニヤリと微笑ほほえむと、すっと姿勢を直したウォルサムが舐なめきった声で告げた。

「なんだぁ？　今、なにかしたか？」

「なにっ……!?」

　逆にナハトが驚きの声を上げる。

　なにしろ、打たれたウォルサムは小揺るぎもせず、むしろ打ったナハトのほうが腕に痛みを感じているのだ。

（なんだ、こいつ……殴った感触が、ただの鎧じゃねえ！　まるで、でかい鉄の塊をぶっ叩たたいたような……！）

　驚きつつナハトが飛び退のくと、ウォルサムは余裕ある態度で両手を広げ告げた。

「なかなか鋭い一撃だ。貴様、どうやら武術を学んでいるようだな。だが言っただろう、魔ギ具アも使えぬ者が探訪者ヴアリアントになどなれるわけがないと。その理由が、これだ。この鎧こそが我が魔具！　人呼んで〝纏まとい鉄塊〟！　我が魔力を吸い、この魔具は無限に硬くなる！」

　言いつつ、ウォルサムが近くの芝生に埋め込まれていた大きな岩を持ち上げ、ヒョイと上に放り投げる。岩はまっすぐウォルサムの上に落ちてきて……そしてその頭部を直撃した瞬間、激しい音と共に粉々に砕くだけ散ってしまった。

　しかし大岩の直撃を食らったはずのウォルサムは小揺るぎもせず、涼しい顔をしている。

「ほれこのとおり。たとえ砲弾の直撃を食らおうとも、我が鎧は傷一つ付かぬ！　魔具とは、持ち主の魔力を吸い上げ力に変換する兵器！　そして我が纏い鉄塊はその中でも中位である銀等級シルバークラスの魔具！　先程貴様が倒した者共の青銅魔具ブロンズギアとは物が違うわ！」

　魔具はその性能により、青銅、銀、そして黄金と等級が割り振られている。後になるほど強力で、青銅等級でも魔具を持たない兵士百人分以上の力を発揮すると言われていた。

「……なるほどな。見た目通りの鎧じゃねえってことか」

「フン、そういうことだ。未熟な部下共には勝てても、貴様がこの鎧を貫通して俺にダメージを与えることは不可能！　それどころか、打った貴様の拳のほうが潰れて……ん？」

　そこでウォルサムが気づいた。

　ナハトは、素手ではない。その両腕に、手甲をつけていたのである。

「なんだ、貴様武装しておるのか、不届き者！　……しかし、なんとも妙な……？」

　その言葉のとおり、それは奇妙な手甲であった。

　ナハトの手の甲から肘までを、黒色の金属が覆っているのだ。

　そしてそれは、まるで皮膚にぴったりと張り付いているように見えた。

「ああ、これか？　ちょっとした玩具おもちやだよ、気にすんな。……けど、ダメージを与えるのは不可能ときたか。大きく出たな」

　両腕の袖をまくりあげてその手甲を見せつけながら、ナハトが呟つぶやく。

　そして、ぺろりと舌で唇を舐なめ、構えを取りつつ続けた。

「──そう言われると、燃えてくるぜ。いっちょ、やってやるか」

「馬鹿め、無駄だと何な故ぜわからん！　おとなしく捕まらんか！」

　ウォルサムが再び手を突き出して取り押さえようとしてくるが、ナハトは俊敏に動き回りそれを躱かわす。そして機を見てするりと相手の内側に潜り込むと、

「外は頑丈でも、中はどうかな──」

　ゆったりと構え、

「──魔拳三式──」

　その拳を、放った。

「〝鎧よろい貫ぬき〟」

　それは、俊敏なる一撃であった。

　弓を引き絞り矢を放つように、肉体全部が連動して拳を押し出し、ウォルサムの鎧を叩たたく。

　続いて、りん、と微かすかな音だけが響き、そしてウォルサムの鎧を傷一つつけぬまま、その拳が離れた。

「……？　フン、なんだ今のは！　そんな弱い一撃で我が纏まとい鉄塊を……」

　ウォルサムは勝ち誇ろうとしたが、そこまで言ったところでピタリとその動きが止まる。

「……どうやら、中はそうでもなかったようだな」

　そして、ナハトが言葉とともに数歩離れ……次の瞬間、ウォルサムは白目をむき、大木が倒れるような大きな音とともに、地面に倒れ伏した。

「ウォール・サム隊長!?」

　部下たちが慌てて駆け寄るが、ウォルサムはすっかり白目をむいて気絶してしまっていた。

「隊長、しっかり！　……貴様ぁ！　隊長に、なにをした!?」

　部下の一人が睨にらみつけながら問うと、ナハトは両手を頭の後ろに当てながら素知らぬ顔で答えた。

「さあな。腹でも壊したんじゃねえのか？」

「なにを、ふざけおって……！　ええい、隊長に代わり、我らが捕らえてくれる！」

　言いつつ、ウォルサムの部下たち全員が魔ギ具アを構える。

　それを見たナハトが再び構えを取り、ニヤリと笑いながら言った。

「なんだ、まだやるのか？　いいぜ、やろうってんなら何人でも相手してやる。どっからでも……」

「そこまでだ！」

　だがそこでどこからともなく制止する声がかかり、続いて何者かがふわりとその場に着地した。

　銀色の髪をした、気難しそうな顔の少女。

　それは、学長室の窓から飛び降りたエレミアであった。

「やめろ、風紀委員。その者は、おそらく本物の転入生だ。この場は、私が預かる」

「がっ、学園長……!?」

　魔具を構えていた風紀委員たちが、その姿を見て怯ひるんだ声を上げる。

　その彼らに、ウォルサムを指差しながらエレミアが命令を下した。

「学園長ではない。学園長代理だ。彼と一緒に下がっていろ」

　そしてエレミアはナハトの方を向き直ると、呆あきれた調子で言う。

「随分と派手な初登校だな、転入生。どうやら貴様は問題児のようだ」

「よく言うぜ。俺がどう出るか、文字通り高みの見物してやがったくせに」

　その棘とげのある言葉に、ナハトが平然と言い返す。

　エレミアが上の窓から様子をうかがっていたことに気づいていたのである。

　エレミアはしばらく無言でナハトの顔を見つめていたが、やがてすっと手を差し出した。

「貴様が本物か確認する。紹介状を出せ」

　その言葉に応じ、ナハトはズボンのポケットに手を突っ込んで、折りたたまれた手紙を取り出して手渡した。

「ほら、ジジイからの手紙だ。あの野郎が入学日を忘れてたせいで遅くなっちまった」

　エレミアがそれを受け取り、面白くもなさそうに広げ、その内容を確認しだす。

　だが読み進めるうちにその端整な顔は段々と歪ゆがんでいき、やがてわなわなと手紙を持つ手に力が入り、そしてついにはばっと目を背け読むのをやめてしまった。

「……あいも変わらずだな、あの人は……！　……ナハト、とやら。貴様が本当に転入生であることはわかった。いいだろう、本意ではないが我が校への入学を許可する」

「ふうん、話がはええな。俺が赤毛だからって、さっきの奴やつらみたいに門前払いされるかと思ったぜ」

「我が校の理念は、大陸中の才能ある者を集め、人類種のために正しく教育すること……魔力のあるなしは関係ない。貴様に能力があるのなら、歓迎するしかあるまい」

　そしてエレミアが右手を頬ほおに当てながら、ナハトを値踏みするような目で続けた。

「だが……貴様、本当に何をしに来た？　探訪者ヴアリアントになる、本当にただそのためだけに来たのか？」

「ああ、それなんだが……」

　その時、校舎の昇降口からシャーロットが飛び出してきた。

「あっ、ずるい、学園長代理！　私には階段を使うように言ったのに！」

　決着を確認した後、シャーロットは階段を使って転入生の元に行くよう言われたのだ。

　だというのに、そう言ったエレミア本人は窓から飛び降りたらしい。そのことにシャーロットは苦情を言おうとしたが、その目の前で、ナハトが静かに告げた。

「──この学園に、あるんだろ。〝七つの魔剣〟が。そいつを、全部いただきにきた」

「っ……！」

　ナハトの言葉に、シャーロットが息を呑のむ。

　そして、エレミアやシャーロット、野や次じ馬うまの生徒や風紀委員たちが見守る中、ナハトがゆっくりと天を指差しながら、笑みとともに宣言した。

「魔剣を全部手に入れて、俺はこの学園を統一する。そのためなら、誰とでも勝負するぜ……やりたいやつは、いつでもかかってきな」
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「……あんたさ。あれって、本気なわけ？」

　正面玄関前での騒動から、少し後。

　学園の廊下を先導して歩くシャーロットが、ふと後ろを振り返って尋ねた。

　すると、その後ろをぶらぶらと付いてきていたナハトがとぼけた顔で答える。

「あれ？　あれって、なんのことだ」

「ふざけないでよ、決まってるじゃない。あれよ、あれ……魔剣を全部手に入れて学園を統一するとかいう、馬鹿な話よ」

　不満げに口先を尖とがらせたシャーロットが棘とげのある口調で言う。

　ナハトの正面玄関前での宣言の後。

　周囲の生徒たちから向けられる敵意の視線に晒さらされながらも、シャーロットはナハトに転入の手続きをさせるため校舎内へと招き入れた。そして今はそれらを済ませた後に、彼が編入されるクラスへと案内しているところであった。

　好きでしているわけではない。すべてはエレミアからの依頼であり、金のためだ。

（それにしても、とんでもないやつ押し付けられちゃったわ……。学園長代理、こういうやつだってわかってて私に振ったのね、もう！）

　いきなり学園の生徒全員に宣戦布告など、正気の沙汰ではない。しかも、よりにもよって赤毛がである。

　こいつはこの学園のことをなにもわかっていないのだ。

「いい、言っておくけどウォルサムを倒したぐらいで調子に乗らないほうがいいわよ。この学園は、化け物みたいに強いやつがうじゃうじゃいるんだから。あいつなんて、この学園じゃ弱いほうよ」

「ふーん。そりゃ楽しみだ、あの程度の相手ばっかじゃ退屈しちまう」

「あんたねえ……」

「そんなことより」

　そこで、ナハトがシャーロットの言葉を遮った。

「あんたの名前、まだ聞いてないぜ。教えてくれよ」

「ああ……そうだったわね。私はシャーロット・アデリアーナ・ルーン・エインスワース。あんたが学園に馴な染じむまでの世話係ということになるわ。よろしく」

　言って、シャーロットがニッコリと微笑ほほえむ。それに笑みを返しながらナハトが答えた。

「ああ、もう知ってると思うが俺はナハトだ。よろしく頼む、シャーロット。……しかし、なんつーか。あんた、すごい美人だな」

　言いつつ、無遠慮にナハトがシャーロットの制服姿を見つめる。

　ほっそりとしつつも一部では豊かな膨らみを持つシャーロットの体をじろじろと鑑賞していると、シャーロットが腰に手を当てて不満そうな顔で告げた。

「ちょっと、人のことをジロジロ見ないでよ。金とるわよ」

「……見るだけで金とるのかよ」

「当然でしょ。私、美人で有名なんだから。タダで好きなだけ見せたら、女が廃るわ」

「へいへい、じゃあこっそり見るよ。……それより、話は変わるが一つ聞いてもいいか？」

「あら、なにかしら？　私にわかることなら、なんでも……」

「〝魔剣士〟ってのはどこにいる？　さっきも言ったが、俺はそいつらと戦いてえんだ」

「っ……」

　その言葉に、シャーロットがしばし固まる。

　だがすぐにすっと目を細めると、白けた表情で答えた。

「あんた、本気で本気なんだ……。魔剣士のこと、どこまで知ってるわけ？」

「さあてな。ただ、確かに知ってるのは、それが生徒たちの支配者だってことだけだ」

　言って、ナハトが廊下の窓から外に目を向けた。

　石を組んで作られた、要塞のごとき巨大な校舎。その中庭には樹木が生い茂り、鳥たちが羽を休めていた。

「この学園には、七振りの最高級の魔ギ具ア、〝魔剣〟が存在する。それは代々生徒たちの中で際立って優秀な生徒たちに貸し与えられ、受け継がれてきている……。そして、それを与えられた奴やつのことを、魔剣士と呼ぶ」

　ナハトは視線をシャーロットに戻すと、その瞳を見つめながら続けた。

「魔剣士たちは常に対立しあい、互いを飲み込もうと学園を分断させて争い合っている。だから、学園を統一するためにはそいつら全員に勝つしかねえ。そして、この学園のルールでは、勝負して勝てば魔剣の所有権は奪い取れる。……だろ？」

「……なるほどね。ただの馬鹿ってわけじゃないんだ。ちゃんと調べた上で、やってきたってわけ。でも……わかってるの？　学園の統一なんて、馬鹿げてるわ。不可能よ」

　シャーロットが胡う散さん臭くさげにそう言うと、だがニヤリと笑ってナハトが答えた。

「そうでもねえさ。かつて、それをやったやつらがいたはずだ……そう、〝蒼そう穹きゆうの騎士団〟ってやつらが」

「！」

　その言葉に、シャーロットが息を呑のむ。

　蒼穹の騎士団。かつて、この学園に……いや、大陸に伝説を残した戦士たち。

　彼らはこの学園を統一し、大陸を滅亡の危機から救ったという。

「……そういうこと。つまりあんた、自分の手でもう一度伝説を作ろうっていうのね」

「ああ、まあな……ん？」

　答えたナハトの目の前に、シャーロットが手を差し出し催促するように開いてみせた。

「……なんだ、その手は？」

「なにって、金よ。情報料。私が知ってる話をしてもいいけど、タダじゃ駄目よ。だからはい、情報料十万ダリル」

「…………」

　ダリルとは、いくつかの国家とこの学園で使用されている通貨の名称である。

　基本は硬貨であり、千ダリル以上は金貨となる。そして十万ダリルとは一般的な労働者の一ヶ月分の給料に相当する。

「俺の案内役なんだろ？　それぐらい教えてくれてもいいだろ」

「駄目よ。私が引き受けたのは、あんたが学園で生活できるようにする案内役と、お目付け役だけだもの。だからそれ以外は別料金よ。だから、はい」

「……そうか。だが悪い、金はねえ。駄賃はここまでくるのにほとんど使っちまってな。生活費もいるだろうし、だから支払いは出世払いで頼む」

「あらそう。あんたが出世するかはかなり怪しいけど、今回はそういうことにしてあげるわ。この学園では、強ければお金は稼ぎ放題よ。せいぜい頑張って頂戴」

　苦笑いで言うナハトと、満面の笑みで答えるシャーロット。

　そして、すっと表情を消すと、小さな声で、

「──〝魔ま剣けん姫ひめ〟よ」

　そう、呟つぶやいた。

「……なに？」

　意味がわからず、ナハトが声を上げると、シャーロットはそっとナハトに背を向けながら続けた。

「男女に魔剣が与えられていたときは、確かにそれは魔剣士と呼ばれていた。でも今は違う。今、魔剣を所有している七人は、すべて女。さらに言えば……その全員が、いろんな種族の国の、王女よ。それゆえ、彼女たちはこう呼ばれている……」

　そして、ゆっくりと腰に下げた剣に手を添え、告げた。

「魔剣姫、と」

「魔剣姫……」

「そう。そして……私もその一人。人間の国〝イルルカ国〟の王女にして、魔剣の一振り〝無尽剣アワリティア〟を与えられた、魔剣姫が一人」

　言葉と共に、シャーロットが勢いよく振り返りその剣を鞘さやから引き抜き、ナハトに突きつける。

　真まっ直すぐな刀身を持つ両刃のそれは、一見ただの剣であった。

　だが、次の瞬間、それから得体のしれない気配を感じ取り、ナハトが思わず身を引く。

（……なんだ、こいつは……並の魔力じゃねえぞ……！）

　ぞわりと毛が逆立つ。魔力を持たないナハトですら感じ取れるほどの、荒れ狂う魔力。

　どろりと空間すら捻ねじ曲げるような、圧倒的ななにかがそれから立ち上っていた。

　ナハトの野性の勘とでも言うべきものが、色濃く危険を告げている。

　この剣は、危険だ。争うべきではない、と。

「……こいつが、魔剣……！」

　その刃やいばを魅入られたように見つめながら、ナハトが呟く。

「そうよ、ナハト。あなたが欲しがっているのがこれ。持ち主の魔力を喰くらい、強大な力を与える至宝魔具レガリア。そしてあんたが、これを奪うために魔剣姫と戦うつもりだというのなら……」

　その剣の陰から、凍りつくような瞳でシャーロットが告げた。

「──私達たちは、敵同士。あんたは私の敵というわけね」





　２






「はい、そういうわけで、これが転入生のナハトくんです。全員、拍手ー！」

　教室内に、シャーロットの明るい声と拍手の音が響いた。

　その教室には、黒板と教卓、そして左右に大きな窓があり、外側の窓の向こうには学園の広大なグラウンドが広がっている。

　さらに教室内にはいくつもの長机と椅子が備え付けられており、そこに数十名の生徒たちが腰掛けていた。

　キールモール魔術学園、一年Ｆ組。ナハトが編入される、その教室である。

「…………」

　しかし、クラスメイトたちの反応は冷淡なものであった。

　腕を組んだり、頬ほお杖づえをついたりしながらナハトを白い目で見つめる生徒たち。

　そんな彼らの外見は、実に多種多様なものであった。ノーマルな人間から、耳が長くほっそりとして瞳の大きいエルフに、獣との間の子のような獣人。

　他にも特徴的な外見を持つ者が幾人もいる。この大陸、ウォルカニア大陸のあちこちに国家を作り、分かれて生活している異種族たちがこの学園ではこうして同じ生徒として生活しているのである。

　そんな彼らの冷淡な反応にシャーロットの笑顔はひくつき、やがてその拍手の音も小さくなっていった。

「えー……コホン。じゃ、ナハト、自己紹介を」

「ああ」

　言って進み出ながら、ちらりとナハトがシャーロットを見る。

　先程の恐ろしいまでの殺気は鳴りを潜め、年頃の少女として明るく振る舞っている彼女。

　さて、どちらが彼女の本性であろうか。

「ええと……俺の名は、ナハト。ただのナハトだ。よろしく頼む」

　そんな考えを一旦引っ込め、ナハトが簡潔に自己紹介を終える。

「はい、どーも。じゃ、ナハトの席は……」

「ちょっと待てや。シャーロット学級長」

　そのままナハトを席に座らせようとしたシャーロットを、だが生徒の一人が声で制止した。

（ちっ……やっぱりきたか……）

　顔には出さず、胸中でシャーロットが舌打ちする。

　こうなるだろうな、とは思っていた。

「何よヤンカー。もうじきホームルームだし、先生来ちゃうから後にして欲しいんだけど」

「後にできるか。こいつは重大な問題だぜ……クラスに赤毛が入ってくるなんてのはよ！」

　叫びつつ、ヤンカーと呼ばれた男子生徒が立ち上がる。ヤンカーは赤い肌をしており、その頭部からは二本の角がニョッキリと生えていた。

　彼はオーガと呼ばれる種族の生徒である。

　そんな彼に、面白くもなさそうにナハトが答えた。

「なんだよ、この学校はこんなのばっかりだな。赤毛だと駄目なのか？　この学園は、どんなやつでも受け入れてくれるって聞いてるぜ」

「ああ、種族はな。だが、雑ざ魚こは入れねえ！」

　言いつつヤンカーがつかつかと歩み寄ってきて、至近距離でナハトにガンをつける。

「てめえみたいな、魔力もねえ赤毛はお呼びじゃねえ。それに、聞いたぜ。てめえ、学園を統一するとか寝言をほざいたんだってな？　んで、誰とでも勝負するってよ」

「ああ、まあな」

「だったら……今すぐ俺とやりやがれ！」

　ヤンカーがぎしりと肉食動物の笑みを浮かべて叫ぶ。それと共にその筋肉がギリギリと音を立てて、戦闘に備え始めた。オーガは異常なまでに発達した筋肉を持ち、肉弾戦なら最強とまで言われる武闘派種族である。

　だがそんな二人を止めるべく、慌ててシャーロットが割って入った。

「ちょっと待ってよ、もうじき授業なのよ!?　やるなら放課後にでも勝手にやってよ！　ほら皆も止め……」

　だがそんなシャーロットの目の前で、他のクラスメイトたちはいそいそと机や椅子を移動させ、教室の中央に空間を作り始めた。

　それをどんよりとした目で見ながら、シャーロットが呟つぶやく。

「それが、あんたたちの答えってわけね……。よくわかったわよ……」

　この行動は、即すなわちヤンカーの言葉への同意を表すもの。

　そう、クラスメイトたちは誰一人ナハトのことを認めていないのだ。

「いいって、シャーロット。すぐ終わらすから。それにここでは、生徒同士の殴り合いも許可されてんだろ？」

「よくないわよ！　いや、いいんだけど、適当に殴り合っていいわけじゃないの！」

　のほほんと言うナハトにシャーロットが歩み寄り、その襟元に手を伸ばして何かを取り付け始めた。

「……なにしてんだ？　なんだこれ」

「あんたの校章よ。学園長代理から預かってたの。いいナハト、この学校の生徒同士で認められてるのは、喧けん嘩かじゃなくて決闘デユエルなのよ」

「……なんか違うのか、それ？」

「ぜんぜん違うわ！　この学園で言う決闘デユエルってのは、ルールに則のつとって行う勝負のことよ。そのためには、この校章が必要なの」

　言って、校章を取り付け終わったシャーロットが手を離す。

　それは、交差する魔術の杖つえと剣が描かれた校章だった。

「それは、誰でも使える魔ギ具アなの。学園の中枢にある巨大な〝魔力結晶〟から魔力を受け取れて、起動すればつけてる人間の体を〝魔力体〟に変換して一時的に守ってくれる。ただし、過度なダメージを受けると魔力体は耐えきれなくて壊れてしまうわ」

「魔力体……？　なんだそりゃ、ピンとこねえな」

「やりゃわかるわよ。決闘とは、その魔力体を壊し合う勝負のこと。お互い条件を出し、同意できればそれを賭けて勝負して、負けたほうは勝ったほうの条件を必ず実行する。それがこの学園での決闘よ」

「ふうん、まあつまり決闘ってのは何かを賭けてやるもんで、んで殴り合っても怪け我がしねえようになってるってことか……あれ、でもさっき風紀委員とやりあったときはなんにも起きなかったぞ」

「効果があるのは、校章をつけて決闘を宣言した者同士でだけよ。それに、効果があるのは学校内でだけ。外ではなんの役にもたたないから注意しなさいよね」

「なるほど。だから生徒が校章をなくすわけないっつってたのか。……しかし、この学校、ほんとに喧けん嘩かを奨励してんだな」

「推奨してるんじゃなくて、そうしないとあんたみたいな奴やつがあっちこっちで勝手に喧嘩始めるから仕方なくよ。ほんと、気の荒い連中ばっかりなんだから、この学校」

「おい、もういいだろうが！　とっとと始めるぞ、赤毛！」

　呑のん気きに話している二人にヤンカーが吠ほえる。それに余裕の表情のナハトが答えた。

「ああ、いいぜ。んで、何を賭ける？」

「俺が勝ったら、てめえ、今すぐ回れ右して学こ園こを出ていけや」

「わかった。んで、俺の条件だが……」

　あっさりと相手の条件を飲み、そこでナハトはしばし考え込んだ。そしてやがて名案を思いついたとばかりに言う。

「お前の席をくれ。窓際の最後尾、悪くない」

　ヤンカーが立ち上がった場所は覚えていた。外が見える窓際の最後尾。

　位置としては最上だろう。

「……舐なめてんのか、テメエ……！　いいだろう、構えろや！」

　到底、対等とは思えない条件を出してくるナハトにビキビキとキレながら、ヤンカーが教室中央に移動した。

　それに続いてのんびりとナハトが位置につくと、ヤンカーが叫ぶ。

「いくぜ……『決闘デユエル』！」

「……なんだ？　なんでいきなり叫んだ？」

「決闘開始の合図よ。お互いに言えば校章の効果が発動するわ」

　驚いた表情のナハトに、渋い表情のシャーロットが言う。

「なるほど……じゃあ、『決闘』！」

　素直に従いナハトがそう叫んだ途端、その体が光り輝いた。

　瞬間的に自分の体が変わっていくのを感じて、ナハトが戸惑った声を上げる。

「うおっ、なんだこれ。どうなってんだ？」

「言ったでしょ、あんたの体が魔力体に変わったのよ。それはあんたの体の頑丈さとかを正確に反映してるわ。あんたが倒れちゃうほどのダメージを受ければそれも壊れて、勝負ありってわけ」

「へえ、こりゃたしかにすげえ！　この学園の魔ギ具アを作る技術ってのはマジで進んで……」

　ナハトが呑のん気きに話していると、そこでヤンカーの体が猛獣のごとく跳ねた。

「もう始まってんぞ間抜け！　シャアッ！」

　その鋭く尖とがった爪が高速で振るわれ、空気を切り裂きナハトの首を狙う。

　遠慮なくその首をえぐり取ろうとする勢いだ。

　常人ならば、攻撃されたことすら気づかず死ぬであろう一撃。

「おっと」

　だがナハトは、それを僅かに体を逸そらすだけであっさりと避よけてみせた。

「このっ……シャアッ、シャアアアアア！」

　ヤンカーの攻撃は止まらない。左右の爪を旋風のように振り回し、ナハトを追い立てる。

　その一撃は凄すさまじく、爪が通った後に衝撃波が発生するほどだ。

　外れたそれが机の一つを直撃し、柔らかいバターのようにごっそりと削そぎ落とす。

　それも当然、ヤンカーの一撃は、鋼鉄製の剣すら容易たやすく両断してみせるのである。

　しかしそれを向けられたナハトのほうは特に力んだ様子もなく、ダンスでも踊るようにくるくると教室内を移動しながらあっさりと全てを避けていた。

　その様子を見ながら、クラスメイトの一人が驚いた声を上げた。

「すげえ……あいつ、赤毛のくせに強化系のヤンカーの攻撃をあっさり避けてんぞ」

　強化系、とは魔戦士マグスの性質のことである。魔戦士は己の魔力をどう使うかでいくつかのタイプに分かれており、ヤンカーはそのうち、魔力の殆ほとんどを肉体強化に割り振った肉体強化系の魔戦士なのだ。

「そらどうした、がむしゃらに振り回してるだけじゃあたらねえぜ」

「くそっ、テメエ、舐なめんじゃねえ！」

　喋しやべりながら余裕で回避を続けるナハトに苛いら立だって、更に攻撃を仕掛けようとするヤンカー。だが次の瞬間、その顔面に衝撃が走り、体が大きく仰のけ反ぞった。

「ガアッ！」

「舐なめちゃいねえさ」

　ヤンカーの顔面に突き立ったもの、それはナハトの拳であった。

　ヤンカーの荒い一撃を見切り、カウンターを決めたのである。

　殴りつけた自分の拳を見ながらナハトが呟つぶやく。

「なるほど、魔力体ってのはこんな感じか。たしかに、実体とはちょいと感触が違う」

「テメェ……！」

　一方、殴られたヤンカーは、顔を赤く染めて怒りに震えていた。

　馬鹿にしていた赤毛、それも人間に、オーガの魔戦士マグスである自分が一撃を食らうなど夢にも思っていなかったのだ。

「てめえ、死んだぞ……！　起きろ、俺の魔ギ具ア！」

　言葉と共に、その左手に装着されていた小さい円盤のような魔具が起動する。

　赤毛相手に魔具を使うなど恥だと思っていたが、もうどうでもいい。目の前のこいつを殺さなければ、気がすまない……！

　そしてその瞬間、円盤状の魔具からムチのようなものが飛び出し、それは空中を不規則に這はいずりながら、蛇のようにしゅるりとナハトの左手に絡みついた。

「……」

　白けた表情でそれを見つめるナハト。

　それを動揺だと勘違いしたヤンカーが勝ち誇った。

「どうだ、俺の魔具は自在に空中を這い回り、相手を必ず捕獲する！　力勝負になれば、オーガの俺が負けるわけがない！　もう逃げられねえぞ、赤毛がぁ……！」

　言いつつ、ギリギリと魔具を引っ張りナハトを引き寄せようとするヤンカー。ヤンカーは、重さが１ｔある大岩でも持ち上げるほどの怪力の持ち主だ。

　だが、そんなヤンカーが渾こん身しんの力を籠こめてもナハトの体はぴくりともしない。

「なっ、なにぃ……。なんだこれっ……!?」

　ヤンカーが焦あせった声を上げる。

　そしてナハトはため息を吐つき、腕に巻き付いたそれをぐいと引っ張った。

「だから……」

「うおっ!?」

　瞬間、繋つながれたヤンカーの体が宙を舞い引き寄せられる。

　構えたナハトが、うんざりした声と共に、その拳を放った。

「……能力が！　さっきの風紀委員の奴やつらと、被かぶってんだよ!!」

　拳とヤンカーの頬ほおが触れ合った瞬間、強烈な破裂音が響き渡り、ヤンカーの魔力体が粉々に消し飛んだ。そして実体に戻り、瞬間で意識を吹き飛ばされたヤンカーの体がぐるんぐるん回転しながら吹き飛んでいく。

　教室の端まで飛んでもその勢いは収まらず、壁を直撃し、そこを突き破り……そして、そのまま隣の教室に飛び込んだ。

「キャアアア───ッ!?」

　隣のクラスから悲鳴が上がる。

　それはそうだろう。教室の壁をぶち破ってオーガがぶっ飛んできたら、誰でも驚く。

　周囲がざわめく中、自分が開けた壁の穴を通りながらナハトが愚痴をこぼした。

「まったく、魔ギ具アってのはこんなんばっかりなのか？　せっかくの魔力、もっとマシなことに使えよ」

「あんたねえ、ちょっとは加減しなさいよ！　どうすんのよ、この壁の穴！　ああもう、私は知らないからね！　あんた、責任取りなさいよ！」

　シャーロットがナハトを非難しながらそれに続く。

　そしてナハトは隣のクラスの生徒たちが見ているのも気にせず、転がっているヤンカーの胸ぐらを掴つかんで持ち上げると、その様子を確認しだした。

「へえ、ほんとにダメージがねえ。すげえな、この校章」

　ヤンカーは衝撃で完全に気絶しているものの、その体に大きなダメージはない。

　ただしその襟元の校章だけは光を失い、力をなくしてしまっているようだ。

「こんだけ本気で殴っても大丈夫とは、たいしたもんだ。これなら安心して喧けん嘩かできるな」

「あんた、それを確認するためにやったわけ……？　まあいいわ。これでこの決闘デユエルはあんたの勝ちってことよ。ほら、戻るわよ」

　言いつつシャーロットが教室に戻ろうとし、ヤンカーを引きずったナハトがそれに続こうとする。しかし、そこでその背中に制止する声がかかった。

「ちょっと、待ちなさいよ！」

「うん？」

　それは女の声であった。ナハトが振り返ると、そこには金髪をツインテールにした女生徒が不機嫌そうな顔で立っている。

「あんた、いきなり壁を突き破ってきといて挨拶もなしにいくつもり!?　このアリア様相手に、いい度胸じゃない！」

　両腕を組み、尊大な調子で言い放つ彼女は、美少女と言って差し支えない外見をしていた。猫のような大きな瞳、綺き麗れいな鼻、愛らしい唇。種族は人間であろう。

　やや身長は低いものの凹凸のしっかりした体つきをしており、美人系であるシャーロットと比べて、かわいい系の美少女といった趣であった。

「おー、わりい。ビビらせちまったか」

「はあっ!?　びっ、びっ、びびってないわよ、失礼な！」

　そんな彼女をじっくりと観察しながらナハトが詫わびを入れると、アリアと名乗った彼女が怒声を上げた。

　嘘うそである。アリアと名乗った彼女は、突然壁を突き破って飛んできたヤンカーに完全にビビっていた。先程の悲鳴は、彼女のものだ。

「……ていうか、そこ！　なに他ひ人と事ごとみたいに立ち去ろうとしてんのよ！　あんたのクラスの問題でしょ、シャーロット!!」

　そしてアリアは怒りに顔を赤くしたまま、そっと知らぬふりで立ち去ろうとしていたシャーロットの背中に叫んだ。

「……ちっ、バレたか……。面倒くさいやつにつかまったなあ……」

「聞こえてるわよ!?」

　うんざりした顔で呟つぶやきながら振り返るシャーロットに、アリアが叫ぶ。

「なんだよ、シャーロット、知り合いか？」

「ええ、まあね……。彼女は、アリア・リナ・ルーン・マックスウェル。まあ、なんていうか……私の遠縁で、この一年Ｅ組の学級長よ」

　尋ねるナハトと、答えるシャーロット。

　そこに尊大な表情のアリアが言葉を足した。
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「ついでに言えば、商業国家アセニアの王女にして、最強の魔力を持つ魔戦士マグスであり、学園一の美少女で、さらには！　入学早々、魔剣の所持者に選ばれた魔ま剣けん姫ひめの一人よ。この私と話せることをありがたく思いなさいよね、赤毛！」

「……魔剣姫……？」

　その言葉にナハトがピクリと反応する。

　視線を向けると、シャーロットが困ったような表情で頷うなずいた。

「本当よ。彼女は、アセニアの王女。魔剣を所有できるのは、この学校の生徒でいるうちだけ。所有者が卒業したら、新たに学園が選んだ生徒が持ち主になる。私と彼女は、卒業生が残した魔剣の持ち主に選ばれて魔剣姫になったの」

「そのとおり。私こそは、その才によって入学早々〝魔導剣スペルビア〟の持ち主に選ばれた天才。その私に迷惑かけるなんて、あんた、死ぬ覚悟はできているんでしょうね！」

　そう傲慢に告げるアリアの腰には、たしかに剣が吊つるされていた。ただし直刀であるシャーロットの魔剣とは違い、その剣身は非常に細く、刺突剣の形状をしている。

　そして柄の部分には丸く大きな玉がついており、それはどことなく魔術の杖つえを連想させた。

（魔剣の、二本目か。てことは、こいつとも戦う必要があるってことか）

　来る前は、魔剣士とはさぞかし凶悪な面の奴やつらだろうと勝手に思っていたのだが、どうにも予想と違ったようだ。

　まさかこんな可愛かわいい女ばかりとは。まあそれはそれで嬉うれしいが、などと考えつつアリアの全身を無遠慮に見つめていると、アリアが自分の体を隠しながら恥ずかしそうに言った。

「ちょっと、ジロジロ見ないでよ変態！　私で変なこと考えてるんじゃないでしょうね！」

「ああ、まあな。あんた、可愛いな」

　ナハトが平然と答えた瞬間、顔を真っ赤に染めたアリアが吠ほえた。

「はっ、はああああああああ!?　馬鹿じゃないの、王女である私相手に、よくもっ……！」

「はいはい。話が進まないから、ナハト、あんたはちょっと黙ってて」

　こいつ、誰にでもこういうこと言うのか……。

　女好きめ、と呆あきれつつ、シャーロットが口を挟む。

「とにかく、この穴は決闘デユエルによるものだから。悪いとは思うけど、決闘による校舎の損傷はしょうがない事として許されてるはずよ。じきに補修員が来て直してくれるはずだから、許して頂戴」

　だがそれを聞いたアリアは傲慢に鼻を鳴らし、そしてとびきりの皮肉で返した。

「フン。そんな事言って、決闘にかこつけてこの私に嫌がらせするのが目的だったんじゃないかしら？　ええ……没落王国の、シャーロット王女様」

「……は？」

　アリアがそれを口にした途端、シャーロットの表情がびしりと固まる。

「あぁら、ごめんあそばせ、直球過ぎたかしら。なにしろ、イルルカ国はかつて大国であったにもかかわらず、現在は落ちぶれまくってただの貧乏国ですものねえ。痛い所、突いちゃったかしら」

　そんなシャーロットの表情を満足気に観察しながらなおもアリアが続けると、こわばった表情のシャーロットがすっとその前に立ち、ギロリと睨にらみつけた。

「……言ってくれるじゃない。うちを裏切って独立し、勝手に国を名乗った悪徳商人の吹ふき溜だまり。そこでふんぞり返ってる成金の娘は、言うことが違うわね……！」

「あら、お言葉だけど、それはどこぞの王様が国をボロボロにしたせいでしょう？　だから見放されるのよ、悔しかったらうちみたいに豊かな国にしてみせたらどうかしら？」

「なにをぉっ……！」

　にらみ合いながら、互いに激しい言葉をぶつけ合う二人。

　それを遠巻きに見ながら、生徒たちがヒソヒソと会話を交わした。

「始まったよ、一年生魔ま剣けん姫ひめ同士の罵り合い……。あいつら、ほんと仲悪いな」

「シャーロットの国から独立したのがアリアの国で、お互いずっと険悪だからな。あいつら自身も子供の時からライバルらしいぜ。お互いを潰せるならなんでもしそうだよな」

（ふーん。あいつら、そういう関係なのか）

　そういえば遠縁だと言っていたし、互いの名前にルーンという単語が入っている。色々と因縁があるらしいな、などとナハトが他ひ人と事ごとみたいに考えていると、ヒートアップしたシャーロットが腰の剣に手を当てながら叫んだ。

「もう我慢できない！　アリア、今すぐ私と勝負しなさい！　どちらがより魔剣に相応ふさわしいか、この場で決着を付けてやるわ！」

「あら、私は別に構わないわよ。ただ……私は、自分の騎士団を使うけどね。あんたたち！」

「はっ！」

　アリアが声をかけると、Ｅ組の生徒の半数ほどが駆け寄りその周囲を固めた。

　その様子を見て、シャーロットが焦あせった声を上げる。

「きっ、汚いわよ、人数に頼るなんて！　タイマンしなさいよ、タイマン！」

「ハッ、下品なあなたらしい言いぶりね、シャーロット。でもお生あい憎にく様さま、魔剣を持つ者同士が戦う時は、その騎士団も込みで戦うのが常識。騎士団を持ってないあんたが悪いのよ、お馬鹿さん！」

「なにおおおおっ……！　この、親の金を使ってるだけのくせにっ……！」

「親のだろうがなんだろうが、それも私の力よ！　フフン、魔剣に選ばれたくせに、今だに〝船〟も用意できないどっかの弱小魔剣姫についていく奴やつなんていないわよねえ。悔しかったら、あんたもお仲間を呼んでみせなさいな。アハハハハハ！」

　悔しがるシャーロットと、勝ち誇るアリア。

　騎士団とは本来、国に仕える騎士の集まりのことを指すが、この学園では意味が違う。学園で言う騎士団とは生徒同士で作り上げるグループのようなもので、何事も騎士団単位で行動するのが常識だ。

　そこで、その話に疑問を感じたナハトが口を挟んだ。

「……待てよ。シャーロット、お前、この学園を支配する魔ま剣けん姫ひめの一人なんだよな？　なんでそんなお前が騎士団を持ってねえんだ？」

「えっ、それはっ……」

「決まってるじゃない。人望とお金がないからよ！」

　言葉に詰まったシャーロットの代わりに、アリアが心底嬉うれしそうに答えた。

「騎士団を結成するには、相応のお金がかかるの。騎士団部屋を借りたり、部下に給料を払ったり、さらに船を買ったりするには膨大なお金が必要ですもの。どこぞの没落王国は、王女様にまともな支援もしてくれないみたいだけどね！」

「ああ、そういうことか……。だからお前、金が必要とか言ってたんだな」

　ナハトが納得したように言う。どうやら、シャーロットは魔剣姫の中でも一番立場が弱いようだ。

　すると、シャーロットが歯は軋ぎしりしながら吠ほえた。

「ぐううっ、この、黙っていれば好き放題……！　支援が貰もらえないんじゃないわ、私が断ってるの！　それに、わっ、私だって今、仲間を増やしてるところなんだから！　すぐに、あんたなんか……！」

「あら、それは初耳だわ。誰に声をかけても『貧乏騎士団は嫌だ』って断られてると聞いたけど。まあいいわ、で、そのお仲間ってのはどこにいるのかしら？　よければご紹介いただきたいんですけども」

「そっ、それは、その……。……あっ！」

　そこで、シャーロットが何かを思いついたとばかりに表情を明るくし、ナハトの腕をぐいっと引っ張ると高らかに宣言した。

「こいつ、こいつよ！　この転入生が、私の仲間！　こう見えて、すんごく強いんだから。あんたんとこの部下なんて、相手にならないわよ！」

「おい、何の話だよ、俺はお前の仲間になんて……」

「シーッ、今は話を合わせてよ……！　後で昼食を奢おごってあげるから！」

　否定しようとしたナハトを、シャーロットが必死な顔で囁ささやいて止める。どうやらアリアは正面玄関での一件をまだ耳にしていないらしい。なら、その場しのぎだが騙だませる。

　するとアリアは不審げにナハトを見ていたが、フンと鼻を鳴らして答えた。

「赤毛が仲間、ねえ。いいわ、仲間が見つかったというのなら、もうボッチのあんたを潰すことに遠慮する必要はないわね。いいでしょう。今すぐ、私とあんたで一年生の……」

　だが、そこまで言ったところで横合いから声が掛けられる。

「あのう、ちょっとよろしいですか？」

「ちょっと、なにようるさいわね！　今いいところなの、黙って……あ」

　苛いら立だったアリアが声を荒らげるが、その相手が自分のクラスの担任だと気づくと、しまったという顔をする。

　そこに立つ、メガネを掛けた女教師のストリア。彼女はニコニコ笑顔で告げた。

「皆さん、ホームルームの時間はとっくに始まっていますよ。何やら騒ぎがあったようですが、授業中は荒事禁止です。はい、席について」

「……あの、すいません、先生……。実は、うちのクラスの決闘デユエルで壁に大穴が……」

「あら、本当だわ、困ったわねえ～」

　壁の穴を指しながらおずおずとシャーロットが言うと、ストリアはおっとりとした調子で答え、その肩に手をおいて続けた。

「大丈夫よ、先生が補修担当の方をすぐお呼びするから。直るまで、うちのクラスには他の教室を使ってもらうわ。だから気にしないで自分のクラスに戻ってね」

「ありがとうございますストリア先生、助かります！　……ほら、いくわよ、ナハト」

「へいへい」

　そしてシャーロットがナハトを引き連れてクラスに戻ろうとするが、そこでその背中に声が掛けられた。

「忘れるんじゃないわよ、シャーロット。近いうち、あんたとは決着をつけるわ」

「……」

　シャーロットはその言葉にぴくりと反応したが、結局は何も答えずにその場を離れた。





　３






「さあ皆、今日も元気にお勉強しましょうね！　ワフリナ先生の座学、はっじまるよー！」

　そしてナハトたちが教室に戻った直後、彼らのクラスの担任がやってきてホームルームを行い、続いて授業が始まった。

　後ろの壁の穴はひとまず板で隠され、ヤンカーは保健室に連れていかれている。

　教壇に立った、ワフリナという名前のその先生は外見こそほとんど人間だが、頭の上に犬のようなヘタレた耳を持ち、お尻にふかふかのしっぽがついている獣人であった。

　子供のような顔と身長の彼女が、ニコニコ笑顔で続ける。

「じゃあ本題に入る前に、転入生くんがお話についていけるよう少し確認をしましょうか～。ナハトくんは、クラスの皆が目指す〝探訪者ヴアリアント〟が何なのかは、知ってるかな～？」

「おいおい、先生、馬鹿にしてんのかよ。さすがにそれ知らないで入学はしてこねえよ。空を飛んでる島、飛島フラクタルを探索する資格を持ってる人間のことだろ？」

「うん、たしかにそのとおり。でもそれだけじゃないですよ～。じゃあ、皆にも意識を改めてもらうために、先生が一から説明しますね」

　ナハトの答えに、にっこりと笑ったワフリナが言い、教壇においてある踏み台に乗って黒板に絵を描き出した。

「いいですか、私達たちが住むこの大陸、〝ウォルカニア大陸〟は世界に一つだけの大陸です。私達の先人は海をゆく船を造り、大陸の周囲をくまなく探索しましたが、他には小島があるだけでどこにも大陸は見つかりませんでした」

　黒板にはかなり歪いびつな大陸の絵が描かれ、それをコンコンと指しながらワフリナが続ける。

「そして、私達の大陸には多種多様な種族が住んでいます。最大の数を誇る〝人間〟、森林部を支配する〝エルフ〟、エンジニアとしての腕では他の追随を許さない〝ドワーフ〟、さらには先生のような〝獣人〟を始めとする少数種族。それらすべてを含めて、〝人類種〟と言います」

「そしてご先祖様たちは、この大陸の覇権を賭けて長い間争い合っていました。しかし今日では、それぞれが独自の国家を大陸のあちこちに築き、小競り合いはあるものの大きな争いはなく過ごしています。それはどうしてでしょう、シャーロットさん？」

　指名されたシャーロットが立ち上がり、それに答えた。

「はい、先生。飛空船が発明され、古代人の遺跡が眠る飛島への探訪アクセスが可能となったおかげです。そこから齎もたらされる品々で産業革命が起こり、魔物に対して有効な武器、魔ギ具アも開発されました。そのおかげで、人類種同士で奪い合わなくてもそれぞれの国で高度な自給自足が可能になりました」

「そう、そのとおり！　以前は見上げるだけだった飛島に私達は行くことが可能になり、なんとそこで先文明の遺跡が発見されたのです！　そして、そこから……」

　ワフリナがそこまで言ったところで、校舎の向こうから、ゴウ、と大きな音が響いてくる。そして次の瞬間、窓の向こうの空にぬっとそれが現れた。

「おっ……！」

　ナハトが嬉うれしそうな声を上げ席から立ち上がる。

　楕だ円えん形けいの丸い上部に、そこから吊つり下げられた船のような部分。あちこちに巨大な羽が取り付けられ、船体の後部からは赤い光が漏れ出している。

　飛空船。空を探索するために作り上げられた、人類の英知の結晶である。

「すげえ、近くで見るとやっぱでけえな……！」

　その船は、優に百人以上が乗船できるサイズだった。ナハトが目を輝かせてそれを見ていると、ワフリナが続ける。

「ちょうどよかった、どこかの騎士団が任務をこなしにいくところみたいですね。あれが飛空船。上部の楕円の部分に浮力を得るためのガスを蓄え、船体下部に貼り付けられた〝エルメシア鋼〟が大気中に存在する〝魔素〟と反発し、更に後方についたエンジンで炎を吹き出して推進力を得る仕組みです。あれは、飛空船の中でも大型のサイズ、ガレオン級の飛空船ですね」

　ワフリナが説明する間にもその飛空船は後部から炎を吐き出し、学園から空へと飛び立っていった。それを目で追いながら、ナハトが子供のような純粋な目で言う。

「すっげえなあ……！　なあ、先生、今のやつってどれぐらいするんだ？」

「うーん、そうですね。騎士団として所有を申請した場合は学園からの補助がありますが……まあ、十億ダリル以上はしますね」

「十億！　マジかよ、想像よりずっとたけーな！」

　驚いた声を上げたナハトに、少し困った顔のワフリナが続けた。

「そのあたりは、中断してしまった飛島フラクタルのお話とも関係があります。飛空船には最先端の技術と同時に、飛島で見つかる〝魔力結晶〟が使われているんです。魔力結晶は大きさで価値が変わるけど、ガレオン級の飛空船に使えるレベルのものは、それ一つで数億ダリルは軽くしちゃうのです」

「それ一つで小国なら買えちゃうぐらいの金額ですもんね、先生」

　シャーロットが言い、ワフリナが頷うなずいた。

「大きさにもよりますけどね。魔力結晶は大気中の〝魔素〟と反応を起こしてエネルギーを生み出す凄すごいものですから。今日では、どこの国もその力で産業を行っています。先文明も、これの力で発展していたと思われるの」

　そのワフリナの説明を受けて、他の生徒達たちが目を輝かせて口々に声を上げた。

「でも逆に言えば、飛島に行って石を持ち帰れれば一気に大金持ちだぜ。最大級の魔力結晶を持ち帰った人、自分の国まで作ったっていうしな」

「魔力結晶じゃなくても、先文明の魔ギ具アを持ち帰れればすごいお金になるわよ！　あー、私の騎士団、早く連れてってくれないかなあ！」

「ばーか、一年の俺たちが連れてってもらえてもどうせ荷物持ちだっつの。でもいつかは自分の騎士団を持って、自由に探訪アクセスして大金持ちになりたいよなー！」

　授業中だというのにそれぞれ勝手に盛り上がるクラスメイトたち。ワフリナはその様子をにこやかに見つめながら、そこで現実を突きつけた。

「ふふ、皆さん夢があっていいですねー。たしかに飛島には大量の富が眠っています。ただ、忘れないでくださいね、飛島には大量の魔物がいることを」

「うっ……」

　ワフリナのその言葉に、生徒たちが一斉に言葉に詰まる。

　魔物。この大陸中に生息する、すべての人類種の敵。

　あらゆる物を破壊し、奪い尽くし、大気中の魔素を腐らせる決して共存できない宿敵。それらはすべての飛島フラクタルに生息し、そこから大陸にやってきたと言われている。

　人類種の歴史とは魔物との戦いの歴史であり、人々はそれに打ち勝つため魔術を編み出し武術を鍛え、今日まで熾し烈れつな生存競争を続けてきたのだ。

「飛島への探訪アクセスは、常に死と隣り合わせです。実際、毎年大勢の探訪者ヴアリアントが行方不明になっていますからね。しっかり鍛えて、知識も高めて、どんな時でも自分の力で生きれるように座学も頑張りましょー。いいですね？」

「……」

　ワフリナが少し悲しそうな顔で言い、生徒たちは沈黙を返した。

　実際、荒っぽいこの学園の生徒たちは座学嫌いが多い。

　だがそんな空気を気にした様子もなく、ワフリナは授業を再開した。

「じゃあ、そういうことで歴史のお勉強、やっていきましょー。初めて飛島に探訪が行われたのは、今から五十年ほど前のこと。当時、大陸は大戦乱時代で、種族同士の憎しみ合いは頂点に達していました。さらに、魔物の軍勢があちこちで猛威を振るい、人類種は存亡の危機に立っていたと言っていいでしょう。だけどそんな時、この学園の生徒たちが力を合わせ、最初の飛空船を造り上げました。そして、彼らはこう名乗ったのです。そう……〝蒼そう穹きゆうの騎士団〟と」

　その名前が出た時、シャーロットはちらりとナハトに目を向けた。

　ナハトは真面目な顔でそれを聞いている。

「空は誰にも縛られない自由な場所。彼らは国家を超えて協力するため、そのように名乗ったのです。そして飛空船に乗り飛島への探訪を成功させた彼らは、そこで魔力結晶を手に入れ、さらに持ち主に莫ばく大だいな力を与える魔ギ具ア〝七つの魔剣〟を持ち帰りました。彼らはその力を使い、魔物の軍勢を打ち倒し、大陸に平和をもたらしたのです」

「魔剣を始めとする飛島で見つかった魔具は〝至宝魔具レガリア〟と呼ばれ、そのいくつかはそれぞれの種族の国に渡りましたが、七つの魔剣はこの学園が保有することになりました。そして魔力結晶と飛空船の情報は各国に与えられ、国々は争いをやめて飛島への探訪に力を注ぐようになったのです」

「魔力結晶を使えば膨大なエネルギーを得ることができ、世界が変わります。その力で町中は照明で照らされ、畑は農具ではなく機械で耕されるようになりました。また至宝魔具を元にして魔具が造られるようになり、我々は魔物を相手に圧倒的に有利に戦えるようになったのです。そう、すべては飛島から持ち帰られた物と技術の恩恵です」

「ただし、飛島は決して安全な場所ではありません。先程も言いましたが、魔物と呼ばれる、地上にも生息している私達たちの敵。それが飛島には大量に存在しています。それを退けて魔力結晶や魔具を持ち帰れる者は、大陸の発展のためになくてはならない存在。かつて魔術を教えていたこの学園は、今ではその探訪者ヴアリアントを育成する役割を担っているのです」

「そう、皆は世界を新たに切り開く先導者となるためにこの学園に来たのです。自分が、私達たち人類種の未来を照らす希望の光であるということ。それを、どうか忘れないでね──」




「……はあ、まいった。まさか午前中まるごとお勉強とは思わなかったぜ……」

　午前の授業が終わって、昼休みの時間。

　生徒でごった返す学園の食堂で、椅子の背にだらりともたれかかったナハトがぼやいた。

「基本は毎日そうよ。午前中は座学、午後は肉体鍛錬。まあ慣れることね」

　その正面に座ったシャーロットがサンドイッチをぱくつきながら言うと、跳ね起きたナハトが不満そうに言う。

「探訪者ってのは、魔物をぶっ倒して飛島フラクタルからお宝を持ち帰るのが仕事だろ？　あんなに地理やら社会やら数学やら、勉強する必要あるのかよ？」

「あるに決まってるじゃない。学校を卒業したら、どこかの国に所属して騎士団を作り、そこに尽くすことになるのよ？　探訪者ってのは国の誇りなわけ、それがアホじゃ話にならないでしょ」

「アホって……。お前、王女のくせに喋しやべり方は滅め茶ちや苦く茶ちや俗っぽいよな」

「うっさい、王族ぶってりゃ金になる時はそうしてるわよ」

　ガヤガヤとうるさい食堂の中で、二人でああだこうだと言い合う。

　それぞれの国は探訪者を抱え、お互いに取り決めを持って飛島への探訪アクセスを行っている。

　故に探訪者の行動には政治的な側面があり、それは慎重に行われなければならない。

　また、探訪時に危機的状況に陥ったり、飛空船が何らかの理由で航行不能になった時、自分たちの力で局面をどうにかする能力も必要だ。そういう時のためにも、知識は持っておかねばならないのだ。

「そんなことより、あんた早く食べなさいよ。せっかく奢おごってあげてるんだからさ」

　言いつつ、シャーロットがナハトの目の前にある皿を指差す。

　するとナハトはそれをうさんくさそうな顔で見ながら尋ねた。

「……この食い物、なんだよ？　初めて見たぞ」

「えっ、ウソ、驚いた。あんた、カレーを見たことないの？」

　白い米に、黄色いカレー。それはカレーライスと呼ばれる料理で、元は東方の少数民族が好んで食べていたものだ。今は大陸中に伝でん播ぱし、どこでも食べられる。学食での注文方法を知らないナハトのためにシャーロットが選んだものだ。

「カレー知らないって、あんたどこに住んでたのよ。山の奥かどこか？」

「ああ、オルゾナ高地ってとこで育ての親と二人で住んでた。つっても、ずっとそこにいたわけじゃねえぞ。年に何回かは、武者修行だとか言ってじじいに大陸中連れ回されてた」

「……オルゾナ高地ですって？　ウソでしょ、あんた、あんなとこに住んでたの!?」

　こともなげに言ってのけたナハトに、シャーロットが驚きの声を上げる。

　オルゾナ高地とは大陸中央に存在する、〝大陸でもっとも過酷な場所〟と呼ばれる秘境だ。標高が高いため息をするにも苦しく、危険な森が広がり、また大量の魔物が生息することで有名である。そこに行って生きて返ってきた者はほとんどいない。

　そこに住んでいたなど、にわかには信じがたく、シャーロットは続けて問おうとしたが、それより早くカレーに口をつけたナハトが驚きの声を上げた。

「……なん、だこりゃ……。ウソだろ、信じられねえぐらい、うめえ！」

「……あらそう。お口にあったようで良かったわ」

　そのまま目を輝かせてガツガツとカレーに食らいつくナハトを、やや呆あきれた目で見ながらシャーロットが答える。

　出会ってまだたったの数時間だが、本当に変わったやつだと思う。自称だが人が住めないとまで言われた秘境に住み、素手で魔ギ具アを使う相手に勝利する赤毛の男。

　それだけ聞くと言葉もまともに話せない原始人のようなやつを想像してしまうが、見た目は決して悪くない。悪くないどころか、まあ、結構タイプかもしれない。

　カレーに夢中なその姿を見ながら、それを言うことにやや決心が要りつつも、シャーロットが提案を持ちかけた。

「ねえ、ナハト。さっきの話なんだけどさ……本当にするつもりはない？」

「さっきの話？　どの話だよ」

「あんたと私が、組むって話よ。あんた、かなり強いし私達たちが組めばいろんな事ができると思う。正確には、私の騎士団にあんたが入るってことになるけど。どう？」

　その言葉に、ナハトがスプーンを止めて、渋い顔で答えた。

「おい、さっきの話、覚えてねえのかよ？　俺は魔ま剣けん姫ひめを全員倒すために来たんだぞ。その魔剣姫と組んでどうするんだよ」

「それはわかってるけど……あんた、本当にたった一人で私以外の魔剣姫を相手にできると思ってるわけ？　言っておくけど、騎士団を持ってる姫たちとは一騎討ちの決闘デユエルじゃなくて〝戦争ウオーゲーム〟をすることになるわよ」

「戦争？　殺し合い……じゃねえよな。この学園でのルールのことか」

「そういうこと」

　シャーロットがこくりと頷うなずいて続ける。

「戦争ってのは、決闘の規模を騎士団対騎士団にまで広げたルールのことよ。互いの騎士団の全員が魔力体になって、倒し合う。で、負けた方は相手の傘下に入るの。いくらあんたが強くったって、一人じゃ数の暴力に勝てるわけないわ。この食堂にいる全員に一斉に襲われて勝てると思う？」

「む……」

　言われてナハトが周囲に視線を巡らす。すると、生徒たちの結構な数がヒソヒソと小声で話しながらこちらを睨にらみつけているのに気づいた。どうやら、ナハトが正面玄関の前でやったことはすでに知れ渡っているらしい。

「対抗するには、あんたもそれなりの規模の騎士団を持たないと。それに、あんた文無しでしょ。何をするにしても、金が無いんじゃどうにもならないじゃない。だから……」

「金が無いのはお前も同じだろ？　船なし部下なしのシャーロット」

「うっ！」

　先程の会話を覚えていたナハトが突っ込みを入れると、シャーロットがその豊かな胸を押さえて呻うめいた。

「そ、そりゃ今はないわよ、けど人を増やしていけばすぐにお金も貯たまるし、じきに用意もできるわ！　それにね、魔ま剣けん姫ひめにはいろいろ特権があるの。あと……っ」

　必死で勧誘を続けるシャーロット。

　だが、そこでカレーを食べ終えたナハトがはっきりと答えた。

「わりぃな、シャーロット。どっちにしろ無理だ。俺は、人の下にはつかねえ」

「……どうしても？」

　シャーロットが切なそうに言い、ナハトは大きく頷うなずいて肯定した。

「本気だ。むしろ許されるなら、いますぐあんたとやりあいたいね。騎士団を持ってないあんたとなら、決闘デユエルでいいんだろ。どうだ、駄目か？」

「……」

　その言葉にシャーロットはしばらく考えるような顔をしたが、やがて答えた。

「受けてもいいわ。ただし、私に魔剣を賭けろと言うならあんたにもそれ相応のものを賭けてもらうわ」

「それ相応のもの？　例えば、何だ」

「金よ。一千万ダリル。あんたがそれを賭けるなら、勝負してもいいわ」

「一千万！　たけえな！　ていうか、おまえ、また金かよ！」

「当然でしょ。金が一番わかりやすいもの。それに、私はこれで稼いでるの。魔剣の対価としては安いものでしょ」

　ソロの魔剣姫であるシャーロットを与くみしやすしと踏んで、魔剣を狙い決闘を挑んでくる者は多い。その度、シャーロットは相手の強さを見積り戦う条件に金を要求していた。

　弱い相手なら一万でも引き受けるし、強い相手なら百万以上をふっかける。そして、今まですべての決闘で圧勝してきたのだ。

　そのシャーロットが、ナハトには一千万という金額を提示した。それはつまり、ナハトがそれだけ強いと踏んだからだが、同時に戦いを避けたいという気持ちの現われでもあった。

（こいつ、底が読めない感じだし、そもそも学園長代理に監視するように言われてるしなあ……。それに、やっぱりできればどうにかして仲間に引き入れたいわ）

　エレミアにはエレミアの思惑があるようだが、それは正直知ったことではない。シャーロットとしては、せっかく知り合った有望な同級生をどうにか仲間に引き入れたくてしょうがないのだ。

　そしてその言葉に、ナハトが渋々ながらも納得したように頷うなずいた。

「確かにそうかもな。そっか、賭けるものか……まずはそれを用意しないとな。最初の目標はそれでいくか」

「……ねえ、聞いていい？　どうしてあんたは学園の統一なんて目指してやってきたの？　そんなことして、どうするつもり？」

「それは……」

　ナハトがなにかを答えようとしたその時、食堂の向こうが急に騒がしくなった。

　巨大な学園に相応ふさわしい広大な食堂、その向こうからざわめきが近づいてくる。

「どけ、どけい！　風紀委員長のお通りである！　どけ、どけええいい!!」

　何人もの生徒たちがそう声を張り上げながら他の生徒たちを押しのけて道を作り、その中を誰かが歩いてくる。

　そしてその人物は、驚くべきことにナハトの前で止まった。

「……貴様が、転入生か」

　それは制服の上に青い羽織を着た、背の高い女生徒だった。

　凛りんと伸びた背筋に、すっきりとした体型。きりりと引き締まった目元、その瞳は黒く、長い黒髪を後ろでポニーテールにして垂らしている。美少女よりは美女と言ったほうがよい顔立ちで、そしてその腰には長い刀を佩はいていた。

　その背後には、同じ羽織を着た百名を超える生徒たちがずらり並んでおり、腕には一様に〝風紀請負〟の腕章がつけられている。

「フルカタ先輩!?」

　目の前に立つ相手の顔を見て、シャーロットが驚いた声を上げた。

「なんだ、知り合いか？」

「知り合いも何も、私と同じ魔ま剣けん姫ひめの、先輩よ！　先輩、こ、こんにちっ……」

　慌ててシャーロットが立ち上がり挨拶をしようとするが、フルカタと呼ばれた彼女はすっと手を上げてそれを押し留とどめる。

「シャーロット、今日は君に会いに来たのではない。今朝、校門前でうちの者と揉もめた転入生を探しに来たのだ。……どうなのだ、貴様がそうなのか？」

「ああそうだ。なんだ、子分をぶっ飛ばされたお礼参りにでも来たのか？」

　言いつつ、ナハトが椅子から立ち上がる。こいつは面白い展開になってきた、もしかしたらいきなり魔ま剣けん姫ひめとやりあえるかもしれない！

　だが、展開はナハトの予想外の方向に転んだ。

　ナハトの返事を聞くと、フルカタは小さく頷うなずき、自分の背後に声を掛けた。

「お前たち」

　その声に反応し、数名が前に進み出る。そして、その中には。

「おっ。あんた、朝やりあった……えと……なんつったかな」

「……ウォルサムだ。風紀委員の、ウォルサム」

　朝方、ナハトと派手にやりあった鎧よろいの男、ウォルサムがいた。

「なんだ、あんたもう立てるのか？　あれ食らったやつは、大体数日は寝込むんだけどな」

「正直、今でも腹の中がぐわんぐわんしておるわ。だが、今はその話ではない」

　言いつつ、ウォルサムとその周囲、朝にナハトを取り囲んだ生徒たちが一列に並ぶ。

　そして次の瞬間、驚くべきことに、彼らは一斉にその頭を下げてみせた。

「転入生！　朝は、すまなかった！　このとおりだ！」

「おっ……？」

　予想外の謝罪にナハトが戸惑っていると、ウォルサムが頭を深々と下げたまま続ける。

「まさか真の転入生とは思わず、最初から疑ってかかり、不審者と断じて強引に捕らえようとしたこと、まっこと我らの不徳の極み！　皆の手本となるべき風紀委員として、あるまじき行為であった！　どうか、どうか許して欲しい！」

「…………」

　あまりのことにナハトが沈黙していると、フルカタが彼らを厳しい目で見ながら言った。

「それだけか？」

「いっ、いえっ……。それと、その……赤毛、と侮辱したこと、心より詫わびる！　魔力のあるなしで人を判断するなど、愚かなことだった！　すまない、深く反省している！」

「反省してまーす！」

「はあ……」

　ウォルサムたちの手のひら返しについていけず、ナハトが呆あきれたような声を上げ、フルカタのほうを見て尋ねた。

「これ、あんたがやらせてんのか？」

「違う。この者たちから報告を受け、間違いを指摘したところ、自分たちで深く反省をし謝罪すると決めた。私はただ、立場あるものとしてそれに同行しただけだ」

　答えるフルカタの目には、一片の曇りもない。

「そのとおりだ！　私は、なんと愚かなのだ……。相手が赤毛だからと侮り、一方的に暴力を振るい、あまつさえ負けるなど……！　俺は、赤毛は全て自分より弱いと思いこんでいた自分が恥ずかしい！」

「ああ、そういうノリね……」

　ウォルサムの言葉に、ようやく合点がいったとナハトが呆あきれ顔をする。

　つまり、弱いと思っていた赤毛に入学するほどの力があり、また自分より強いとわかって、彼らはその事を反省しているのだ。

　なるほど、この学園では常に力が物を言うらしい。

「いいぜ、別に。俺も殴ったし。お互い様だろ、怒ってねえよ」

「おおっ、本当か、許してくれるのか……！　ありがとう、ありがとう！」

　軽い調子で答えたナハトに、ウォルサムたちが顔を上げ、笑顔を向ける。

　だがウォルサムはすぐに（被かぶっている兜かぶとのせいでわかりにくいが）顔を曇らせ、尋ねた。

「そこで、すまんのだが、一つだけ聞いていいだろうか……。貴様が俺に打ったアレ。あれは、魔術のたぐいではないのか？」

「なんだよ、赤毛には魔力がないって言ったのはあんただろ」

「いや、それはそうなのだが、それは伝聞だしな……。もしかして、自分の常識が間違っていたのではないかと保健室で唸うなりながら考えていたのだ……。だって、そうだろう!?」

「うおっ!?」

　言いつつ、ガバっとウォルサムがその巨大な両手をナハトの肩に添えた。

「我が纏まとい鉄塊は、打撃に対しては無敵！　そう信じて俺は魔力を練り上げてきたのだ！　だというのに、貴様の何気ない一撃で何の役にも立たずダウンさせられるなどっ！　このままでは俺はどうすればよいのかわからんのだ、頼む、教えてくれ！」

「だあっ、うっとおしいから揺すんな！　わかったわかった、教えてやるから！」

　そのままぐいぐいと体を揺すってくるウォルサム。それを振り払いながら、ナハトが自分の制服のポケットからビー玉ほどのサイズの鉄球を取り出した。

「ちっ、できるだけ秘密にしておきたかったんだがな……。見てな」

　言いつつ、鉄球を指で弾はじいて高く上に飛ばす。

　そしてそれが落ちてくる瞬間、その拳が何気なく振るわれ、鉄球を叩たたいた。

　だが鉄球はそのまま何事もなかったかのようにまっすぐ落ちてきて、食堂のテーブルの上を転がり、そして次の瞬間……ぱかりと、真っ二つに割れてしまった。

「えっ、ウソっ！」

　黙って見ていたシャーロットがそこで驚きの声を上げ、鉄球の残骸を拾う。

　割れた鉄球の内部は砂のように崩れ落ちているが、表面にはそれらしい傷すら見えない。

　鉄球は、内側から割れているのだ。

「〝鎧よろい貫ぬき〟って打法だ。殴った表面じゃなく、その内側に打撃を通してダメージを与える技。鎧をそれで貫通して、内部にダメージを与えたってわけだ」

　驚いた表情で見ている周囲に、ナハトが解説を入れる。

「打法……。ただの、技術、か。それで、こんなことができるのか……。では、俺は……」

「魔ギ具アに頼り過ぎだな。完璧な守りだと自負しすぎて、肉体の方の鍛錬が足りてねえ。だから、そこを抜かれたら一発でのされちまうんだ」

「ぬうううっ……。ウォルサム、一生の不覚……！」

　ガクリとウォルサムが膝をつく。

　その様子を見ながら、そこでようやくフルカタが進み出た。

「どうやら、部下たちの用件は済んだようだ。改めて名乗らせてもらう。私は、魔剣〝閃せん刃じん剣けんルクスリア〟に認められた魔ま剣けん姫ひめにして、騎士団〝誠心会〟の団長、かつ風紀委員長のイサミ・フルカタである」

　堂々とした名乗りであった。騎士団〝誠心会〟はこの学園の風紀委員を任されており、その団長であるイサミは同時に風紀委員長を兼任しているのである。

　それを受け、ナハトはその顔をじっと見つめ返しながら答えた。

「俺の名は、ナハト。ただのナハトだ。……先輩、なんだっけか？　なんて呼べばいい。あんたもどっかの王女様なんだろ」

「この学園に在学中は、王女ではなくただの生徒だ。よって、フルカタ先輩でよい」

　そして、フルカタはすっと目を細めると、射抜くような視線で続ける。

「ところで、貴様……貴様のしでかしたことはすでに聞いている。貴様、どうやらあまり素行が宜よろしくないな」

　その言葉に、ナハトがおどけた様子で答えた。

「なんだよ、俺はあんたの子分に売られた喧けん嘩かを買っただけだぜ」

「そのことだけではない。貴様、その後にもいきなりクラスで決闘デユエルを行い、隣のクラスに迷惑を掛けたらしいな。それに、なんだその制服の着方は。まるでなっていないではないか。だらしない」

「あっ、おい、ちょっと……！」

　言いつつ、フルカタがナハトの制服に手を触れあちこち正し始める。

　流石さすがに赤い顔をしたナハトが、身を引いてフルカタの手から逃れた。

「いっ、いいって、ガキじゃねえんだから服ぐらい自分で直すっての！　つーか俺の素行が悪いからなんだよ、風紀委員的に許せねえってのか？　なら、あんたともやりあってもいいんだぜ」

「……そう、なによりそれだ。貴様、魔剣姫を全員倒すとか宣のたまったそうだな。正気か？」

　そしてフルカタが両手を広げ、凛りんとした顔のまま続けた。

「この学園で探訪者ヴアリアントを目指す生徒は実に二千名を超え、それをとりまく技術科の生徒を含めればその数倍にもなる。そしてそのほとんどがいずれかの魔剣姫の傘下に収まっているのだ。いくら貴様が腕に自信があろうと、生徒全員とやりあえるわけはあるまい」

　言いつつ、フルカタがちらりと自分の背後に目をやった。そこには、百名以上の彼女の部下が並んでいる。つまり、フルカタにこの場で挑むということはその全てを同時に相手するということだ。

　だがナハトは一切怯ひるむことなく、にやりとほくそ笑んで答えた。

「どうかな。やってみないとわからねえだろ」

「馬鹿め、わからいでか。貴様のような血気盛んな輩やからは常にいる。だが、そのほとんどはすぐに身の程を思い知らされて消えていくのだ。貴様もそうなる。だが……」

　そこで、フルカタがナハトの全身を睨ねめつけるように観察した。

　服の上からでもわかる、鍛え抜かれた肉体。並みの鍛錬ではそうはなるまい。

　フルカタは、小さく頷うなずくと続けた。

「おまえは、そうやって消えていくには惜しい人材のようだ。だから、私の騎士団で面倒を見てやる。共にこい、礼儀を教えながら徹底的に鍛え上げてやる」

「えっ!?」

　その言葉に、驚いた声を上げたのはナハトではなくシャーロットであった。

　遠慮するように後ろに下がっていた彼女が慌てて進み出て、二人の間に割って入る。

「まっ、待ってください、フルカタ先輩！　彼とは、私が先に交渉してたんです！　後から来て、そんなっ……！」

　必死で抗議してくるシャーロットを見つめた後、フルカタがナハトの方を向いて尋ねた。

「彼女の騎士団に入るのか？」

「いや？　断った」

「ちょっと、ナハト!?」

　その言葉に、シャーロットが驚きの声を上げる。まさか、自分の方は断っておいてフルカタ先輩のほうには入るつもり!?

　そりゃ自分と比べてフルカタ先輩の騎士団は大手だし、飛空船も良いのを持ってるし、なによりフルカタ先輩はとびきりの美人だ。けど、だからってあんまりなんじゃ……！

　そこまで思ったところで、はっと何かに気付いたシャーロットが吠ほえた。

「悪かったわね、勝ってるところがなくて！」

「……お前、なにを言ってるんだ……？」

　呆あきれ顔でナハトが言う。

　そして周囲にも驚きの声が広がっていた。

「おい、まじかよ、あのフルカタ先輩が一年生を勧誘してるぜ！」

「ありえねえ、先輩に声を掛けてもらえるだけでも、とんでもない名誉なのに！　くそー、いいなあいつ、いきなり特別扱いかよ！」

　野や次じ馬うまたちから、妬みと羨望の声が上がる。才色兼備のフルカタに憧れる生徒は多い。

　だがナハトはそんな空気を無視し、改めてフルカタの方を向くと、真面目な顔で答えた。

「悪いな、誘ってくれんのはありがたいが、俺は誰の下にも付くつもりはねえ。それに俺はあんたら全員と戦って、魔剣をいただくつもりなんでね」

「……どうしてもか？」

「ああ、どうしてもだ」

「そうか」

　瞬間。光が、走った。

　否、それはただの光ではない。フルカタの手が刀を鞘さやから解き放ち、そして、まるで映像のコマが飛ぶように、はたまた空間を飛び越えたかのように、ナハトの首筋にぴたりと刃やいばが当てられる、その高速の一刀が煌きらめきだけを残したのだ。

「っ……速い！」

　ナハトの背後で、それに反応して己の剣に手をかけていたシャーロットが呻うめく。

　恐るべき抜刀の速さ。自分に向けられていたら、はたして防げただろうか。

　そしてシャーロットに遅れること数秒、周囲の生徒たちがようやくそれに気付いた。

「うおっ！　フルカタ先輩、抜いてる!?」

「嘘うそ、いつの間に!?　なんにも見えなかった！」

　ざわめきが広がり、だがそれを一顧だにせずフルカタがナハトに囁ささやく。

「……やるな。大口を叩たたくだけはある」

　そのフルカタの胸元に、ナハトの拳が突きつけられていた。

　ナハトはフルカタの超速抜刀に反応し、反撃していたのである。

　だがナハトは、その額に冷や汗を滲にじませて答えた。

「……そりゃどうも。だが、あんたが本気で刀を振っていればどうなったかな」

　フルカタが本気でないとわかっていたから反撃に出ていたものの、もし全力で振り切られていたらどうなっていたか。

　そう思わずにはいられない一撃であった。

（とてつもない達人だってのは、今の一撃で痛いほどわかった。魔ま剣けん姫ひめってのは、全員こんなレベルの使い手なのか？）

　だとしたら、たしかに楽にはいきそうもない。

　そうナハトが考えていると、刀を突きつけたままフルカタが続けた。

「貴様が、相応の実力者であることはわかった。挑む資格もあるやもしれん。だが貴様、魔剣姫から魔剣を奪うことの意味はわかっておるのか」

「さあてね」

「フン、とぼけるな。いいか……この学園において、魔剣とは力の象徴だ。そして、我ら魔剣姫は皆がこの学園の頂点たらんと、常に争い合っている」

「……」

「なぜか？　それは、大陸中の探訪者ヴアリアント見習いが集うこの学園で力を示すということは、大陸に力を示すことと同義だからだ。そのために、一国の王女であろうともただの生徒としてここを訪れている。今は危ういところで均衡を保っているが、もし誰かが他の魔ま剣けん姫ひめを倒し二振りを所有したとなれば、それが崩れてしまう。ましてや、他者に奪われたとなるとどう転ぶかわからん。それゆえ、我らは……ひゃん!?」

「!?」

　粛々と語るフルカタが、次の瞬間、珍妙な悲鳴を上げてばっと飛び退のいた。

「ふっ、フルカタ団長……？　ど、どうなさったのですか!?」

　心配した風紀委員たちが声をかけるが、フルカタは真っ赤な顔で自分の胸を手で隠し、信じられないといった様子でナハトを見ている。

「ちょっと、ナハト、あんたなにをしっ……」

　そこで、シャーロットは、見た。

　先程までフルカタの胸の前で握り込まれていたナハトの拳が開き、にぎにぎと動いているのを。

「……あんた、まさか……」

「いやあ、なんつうか……」

　ナハトが手を動かしながら、平然と言ってのけた。

「話が長かったから、つい、揉もんじまった。いやあ、なかなかの揉み心地だったぜ、先輩」

「──ッ！」

　その瞬間、更に顔を赤く染めたフルカタが駆け出し、食堂を飛び出していった。

「あっ、先輩!?　……ナハト、あんたなんてことを！　自分が何したか、わかってるの!?」

「優しそうな先輩だから、胸ぐらい許してくれるかなって思って」

「許してくれるわけあるか！　この、変態！」

　シャーロットが罵声を浴びせる中、周囲の風紀委員や生徒たちが何が起こったのかにようやく気づく。そして、徐々に彼らの怒りのボルテージは上がっていき、殺意が形となって見えそうなほどにナハトへと向けられた。

「……てめえええ、転入生、フルカタ団長に何してくれとんじゃこらあああああ！」

「ふざっけんなよ！　よくも俺の憧れの人にっ！」

「我が国の王女様に対する侮辱……到底、許せぬ……！」

　食堂中の生徒が、憎しみを滾たぎらせてゆっくりとナハトを取り囲んでいく。

　だがその時、昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴り響き、引きつった顔のシャーロットがナハトの手を引いて慌てて駆け出した。

「あっ、いけない、昼休み終わりだわ！　ほら、基礎教練が始まるわよ、急いで急いで！」

「あっ、待ちやがれこの野郎！」

　背後に生徒たちの罵声を浴びつつ必死に廊下を走りながら、半泣きのシャーロットがぼやいた。

「ああああ、本当にとんでもないやつの世話役を引き受けてしまった……！」
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「よおし、では基礎教練の授業を始めるぞ！　はっはっは、今日からは転入生が増えたんだってな！　歓迎するぞ、ナハトくん！」

　昼休みが終わって、午後。

　運動着に着替えたナハトたちは、グラウンドに整列し基礎教練の授業を受けていた。

　基礎教練の教官があれこれとナハトのために説明を続けている中、クラスメイトたちはじっとナハトを睨にらみつけつつ小声で囁ささやき合う。

「転入生野郎、許せねえよなあ……！　調子に乗りやがって！」

「ああ、潰すしかねえよ。ああいうやつはな！」

「フルカタ先輩と、あいつにつきあわされてるシャーロットの敵だ……やっちまおうぜ」

　彼らも食堂にいて、あの場面を目撃していたのである。憎しみを滾たぎらせ、そして彼らはナハトのほうを盗み見ながら下卑た笑いを浮かべた。




「まずはランニング百周！　はじめ！」

　教官の命令で、Ｆ組の生徒たちが一斉に駆け出す。魔力によって強化された彼らの身体能力は常人の及ぶところではなく、馬よりも速くグラウンドを駆け抜けていく。

　後方スタートだったナハトはクラスメイトの集団を追い抜こうとしたが、その瞬間、四方から肘や足が伸びてきた。

「オラッ、潰れやがれ！」

　それは先程密談を交わしていたクラスメイトたちだった。露骨な攻撃、だがそれらをナハトは跳んだり手で払い除のけたりしてあっさりと抜けてみせた。

「うおっ……くそっ、追って潰せ！」

　慌てて追いすがろうとするクラスメイトたち。だがナハトは集団を抜けるやいなや一気に速度を上げて、彼らの倍以上の速度で駆け始める。

「なにいっ!?」

　驚きの声を上げるクラスメイトの前方でぐんぐん小さくなっていくナハト。そのまま全員を置き去りにして走りながら呟つぶやく。

「走りやすいな、ここ。森や山を走るよりずっと楽だ」

　結局、妨害を仕掛けたクラスメイトたちはナハトによって何周も周回遅れにされてしまった。




「次！　障害物踏破！」

　ランニングが終わると、次はグラウンドの隣に設置された障害物エリアでの鍛錬が始まった。垂直な壁や狭いトンネル、さらには深い穴の上に張られたロープを、自分の筋力やバランス感覚を頼りに乗り越えていく。

「へー、おもしれーな。授業中に遊んでいいのかよ」

「……あんたには、これが遊びに見えるわけ……？」

　とぼけたことを言うナハトに、シャーロットが呆あきれた調子で言う。コースはあちこちに罠わなが仕掛けてあり、引っかかれば怪け我がをしかねない。

　そこでふとナハトが体操着姿のシャーロットに視線を向けた。この学園では、男女によって訓練内容が変わるということはない。よって基礎教練も当然ながら男女混合である。

「……？　なによ」

　その視線に気づいたシャーロットが訝いぶかしげに問うと、ナハトが視線を（主に胸元に）向けたまま答えた。

「いや、お前、何を着ても似合うな。その服も、似合ってるぜ」
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「……馬鹿！」

　少し赤い顔をして、胸元を隠しながら言うシャーロット。それを見ていた、先程妨害に失敗したクラスメイトたちが、憎々しげに睨にらみながら言う。

「くそっ、あいつシャーロットといちゃつきやがって、むかつくぜぇ……！」

「ええい、もう遠慮はなしだ、ここで事故に見せかけて潰してやる！」

「ああ、やってやろうぜ、徹底的に！　授業中の事故に見せかけて！」

　邪念を抱き、ナハトににじり寄るクラスメイトたち。

　そして次の瞬間、一人が丸太を抱えてナハトの上に落ちてきた。

「ああああーっ、落ちちゃったあああ！　転入生、逃げてー！」

　言葉とは裏腹に、笑いながら丸太を叩たたきつけるように振り下ろすクラスメイト。

　だが丸太はあっさりと避よけられ、更にその腹にナハトの足がめり込んだ。

「ぐぼえっ！」

「あぶねーなー。地面に落ちるとこだったぞ、大丈夫か？」

「うっ、うんっ……ありが……げぼえっ！」




「次！　投とう擲てき教練！」

　障害物踏破の次は、二つの陣地に分けられたコートに移動して訓練が続く。

　投擲教練は二つのチームに分かれボールを投げあい、当たれば脱落というルールだ。機敏さと乱戦時の判断力を養うための訓練である。

「また遊びか。こんなもんで本当に訓練になるのか？」

「甘く見ないほうがいいわ、中には砂が詰まってるから当たればかなり痛いわよ。魔力を持つ人間が投げると、砲弾みたいに飛んでくるんだから」

　ボールを指先でくるくる回しながら言うナハトと、運動着についた泥を払いながら言うシャーロット。

　それを見ながら、懲りないクラスメイトたちがまた密談を交わしていた。

「おい、転入生を集中攻撃だ。わかってるな？」

「当然だ、今度こそ仕留めてやる！　覚悟しやがれぇ……！」

　目を血走らせボールを握りしめるクラスメイトたち。この訓練では、玉は一つではなく一人一人が持っている。大勢で一斉に放てば、赤毛なんぞに避けれるわけがない！

「よし、では教練開始！」

「うおおおおお！」

　教官の号令とともに、生徒たちが一斉にボールを放つ。そしてその標的の殆ほとんどは、ナハトであった。敵どころか、同じチームなのにナハトを狙う奴やつらまでいる始末だ。

　更に、そのうち一人は密ひそかにボールに魔力を籠こめて放っていた。魔力に操られた玉は外れると見せかけて弧を描き、ナハトの背中を襲う算段だ。

（威力も倍増させてある、食らってのたうち回りやがれ！）

「おっ、きたきた」

　ほくそ笑むクラスメイト。だが当のナハトは余裕の表情で笑うと、飛んできたボールの一つをぱしりと簡単に受け止める。更にその調子で両手を使い、飛んでくる全てのボールの勢いを殺し、さらには死角から襲ってきた魔力の籠こもったボールまでも、視線も向けず受け止めて、ぽとりと自分の足元に落としてしまった。

「なにいっ!?」

　クラスメイトが驚いた声を上げる中、ほとんどのボールを自分の周囲に集めてしまったナハトが、いくつかでお手玉をしながらにやりと笑った。

「次はこっちの番だ、行くぜぇ！」

　言いつつ、ナハトがボールをぶっ放す。光線のようにまっすぐ直進したボールたちは次々とクラスメイトたちを蹂じゆう躙りんし、あちこちから悲鳴が上がった。

「ギャアアアアアアッ！」

「いやああああああっ!!」

「やめてええええええ！　許してええええ！」

　砲台と化したナハトがもたらす惨状を見ながら、シャーロットが吠ほえる。

「……ちょっとは手加減しろ、あんたは!!」
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「ほんっと、あんたってやつは騒動のもとね。ナハト」

　そして、放課後。学内を案内するため先を歩くシャーロットが呆あきれた調子で言った。

「今日一日だけでどれだけ問題を起こしたか。トラブルが好きすぎるわよ、あんた」

「俺が好きなんじゃなくて、トラブルのほうが俺を好きなんだ」

「馬鹿。言ってなさいよ、もう」

　二人が歩いているのは、校舎の二階廊下。今は校舎内の特別教室を案内しているところだった。廊下は生徒たちが行き来し、実に賑にぎやかである。

　放課後を満喫すべく、学園周辺に広がる街、通称〝城下町〟に向かう生徒や、騎士団での活動に向かう者、それぞれが目標を持ち楽しそうに過ごしている。大陸中から未来ある生徒が集まる学園は、エネルギーに満ち満ちていた。

「……悪くねえな、ここの雰囲気。楽しく過ごせそうだ」

　それを見ながらナハトが呟つぶやく。辺境で育ての親と二人で過ごすことが多かったナハトにとって、この学園は中々に刺激的であった。

　だがその時、生徒の一団がものすごい勢いで廊下を駆けてきて、大声で叫んだ。

「おい、魔ま剣けん姫ひめ様たちがもうじき帰還するらしいぞ！　出迎えだ、急げ急げー！」

　その言葉に、廊下にいた生徒たちは顔を見合わせ、次の瞬間には笑顔を浮かべてその後に続く。

　何事かとナハトが辺りを見回していると、やがて窓の向こうから轟ごう音おんが響いてきた。音の正体を確認すべく窓から顔を出してみると、空に巨大な飛空船が威容を見せつけ、着陸しようとしているところであった。

「うおっ、でけえ……！」

　思わず声が出る。それは、大型船であるガレオンよりさらに巨大な船であった。

　三階建ての校舎とほぼ同じ高さを持つ船体に、備え付けられた百を超える砲門。空の要塞とでも言うべきその船の船体には、だがなぜかマイクを持ってステージ衣装を身に纏まとった女性の萌もえ絵が描かれていた。

　そして集まった生徒たちが見守る中、その船はゆったりと飛空船の発着場に着陸し、船体の側面が開いてタラップが降りる。するとその先に赤い絨じゆう毯たんが敷かれ、その左右に白い団服に身を包んだ生徒たちがずらりと並んだ。

　やがてタラップに人影が現れ、彼女は片手を上げると、元気な声でおもむろに叫ぶ。

「みんなー、たっだいまー！　スピカ、遠征から帰ってきたよお！」

「うおおおおおお！　スピカ様、お帰りなさいいいいいいいい！」

　彼女の呼びかけに、生徒たちから一斉に叫び声が上がる。白い制服の生徒たちに至っては、叫ぶだけではなく両手に持った光る棒まで振り回し、興奮を隠しきれない。

　白い肌に、スラリと伸びた見事なプロポーション。エルフらしい長い耳に、恐ろしいまでに整った顔。美貌揃ぞろいのエルフの中でもとびきりの美女、エルフの王女にして自称アイドル魔剣姫〝スピカ・イーシャウッド〟の帰還であった。

「……なんだありゃ。どうなってんだ？」

　その様子を見ていたナハトが驚いた顔で言うと、困った顔のシャーロットが答えた。

「二年生魔剣姫の、スピカ先輩よ。エルフの王女で、自称アイドル。いつも学内でライブやサイン会をやってて、ものすごい人気なの。白い団服のやつらは、彼女の騎士団〝ブリリアント・クイーン〟の団員で、全員もれなく彼女の熱狂的ファンよ」

　そして船体に描かれていた萌え絵は、スピカを模した彼女たちの騎士団の団章である。ナハトたちが見守る中、スピカは愛想を振りまきつつタラップを降りていき、そんな彼女に白い団服を身に纏った眼鏡の男が付き従った。

「スピカ様、長きにわたる魔物の討伐遠征、お疲れ様でございました。我ら、一日千秋の思いでお帰りをお待ちしておりました」

　眼鏡の男、ブリリアント・クイーンの副騎士団長である〝アイザック〟がそう声をかけると、スピカは周囲への愛想笑いを崩さぬまま他に聞こえぬ声で答える。

「本当だよ、まったく。なんでボクがあんな辺境に。役目だからって、ありえなーい」

「申し訳ありません。ですが、討伐遠征は魔剣を与えられた者の使命。そしてその成功は価値あることです。他の魔ま剣けん姫ひめとも……」

　自分のことをボクと呼んだスピカにアイザックが答えていると、再び空から轟ごう音おんが響き渡った。生徒たちが見上げる中、スピカの巨大な飛空船と比べるとサイズこそ小さいものの、航行速度の早そうなフォルムの飛空船が着陸しようとしていた。

　その船体には、血のような雫しずくを垂らした赤いバラが描かれている。

「うおおっ、今度は吸血姫のミルティ様が帰還だ！　二人して、帰ってくるタイミングはほとんど同じかよ！」

　生徒たちが声を上げ、その目の前で船が着陸すると、今度は赤い団服を身に纏まとった団員たちが出迎えの整列を行う。そして視線が集まる中、船から小柄な影が姿を現した。

「お帰りなさいませ、ミルティ様！」

　一斉に団員たちが声を上げ、彼女を歓迎する。ずらりと頭こうべを垂れる団員たち、それを見下ろしながら、彼女……吸血鬼の姫君、ミルティがゆったりとタラップを降りてゆく。

「フン、学園はあいも変わらずよの。高貴なる妾わらわがつかの間の住処すみかとするには、あまりにしょぼくれておるわ」

　そう言って、長い犬歯を輝かせながらにやりと笑ってみせる。

　その彼女の肌は恐ろしく白く、髪は血の色に近いピンクの色をしていた。そしてその瞳も、血のように紅あかい色をしている。幼女のような外見でありながら、その表情には威厳が感じ取れた。

　魔剣姫が一人、〝ミルティ・アルカード〟。吸血鬼と呼ばれる種族の王女である。

　そしてずらりと並ぶ彼女の騎士団の名は、〝ムーン・グロリアス〟。実力主義を掲げる彼女の元に集った、いずれも腕に覚えのある精鋭たちである。

「むっ……」

　供の者に日傘を差させながら歩いてゆくミルティ。だがそこでスピカの存在に気づき、二人して歩み寄ると、互いにニコリと微笑ほほえんで語り始めた。

「あらー、おかえりなさい、ミルティちゃん☆　西方遠征、どうだったぁ？」

「なんてこともなかったわ。魔物共、数ばかり多いがやることといえば力押しばかり。我が騎士団の敵ではない」

「うふふ、そうね、ミルティちゃんところの騎士団、とーっても強いもんねー。でもー」

　そこでスピカが口元に手を当て、小馬鹿にしたような顔で続けた。

「ボクのほうが、帰還は早かったみたいだけどねー」

「……は？」

　その言葉に、ぴしり、とミルティの額に青筋が立つ。

「なんじゃ、貴様、妾に喧けん嘩かを売っておるのか！　早いとか言ってもほんの少しじゃろがい！　その程度のことを誇りよって、相変わらず浅ましい女よの、この耳長めが！」

「ぷっぷー。少しだろうがなんだろうが、早いことは事実だもんねー。やーい、負けてやんの。所詮、あんたとこの騎士団なんてうちには敵かなわないのよ。とっとと認めたらぁ？」

「こんの、言わせておけば……！」

　魔ま剣けん姫ひめ、スピカとミルティ。エルフと吸血鬼の姫君。

　二人はとても相性が悪く、会うといつもこの調子であった。

「それを言うなら、出発はおのれのほうが早かったじゃろ！　第一……！」

　ミルティがそこまで言ったところで、再び空から轟ごう音おんが響き渡った。

　見上げると、もう一隻、巨大な飛空船が降下してくるところであった。そしてその船体には、なぜかお茶ちや碗わんに盛られたほかほかご飯が描かれている。

　そして船が着陸しタラップが降りると、待ちきれなかったとばかりにそこから人影が飛び出してきた。

「やーん、やっとお仕事終わったー！　たっだいまー皆ー！　お腹なかすいたー！」

　黒い肌に灰色の髪をした彼女はそのままタラップを駆け下り、声を張り上げる。

　すると大勢の生徒たちが満面の笑みで彼女を取り囲んだ。

「おかえりなさい、団長！　お疲れさまでした！」

「団長がいないと寂しかったっすよー！　お帰りを心待ちにしてました！」

　そう口々に叫ぶ彼らは、全員が灰色の団服を身に纏まとっており、そしてそのほとんどが獣人やオーガなど人間以外の種族であった。

「私も寂しかったー！　皆、元気だった？　遠征は大成功だったよ、お土産あるからねー！」

　彼ら全員と触れ合いながら、彼女……ダークエルフの魔剣姫、ラナンシャ・トゥートが花のような笑顔で答える。

　ほわほわの巻毛に、健康的で肉付きのいい体。穏やかな雰囲気に、明るい表情。そしてついでに言うならば、実際、その胸は豊満であった。

　そんな彼女を見ながら、スピカが憎々しげに呟つぶやいた。

「やだ、ダークエルフ女まで。ふん、相変わらず愛想だけは良いんだから。やな感じ！」

　ダークエルフは、エルフから派生したと言われる種族である。白い肌をしたエルフと対照的に黒い肌をしており、森を捨て峡谷や荒野を住まいとしている。

　エルフとダークエルフは歴史上常に争い合っており、エルフの王女であるスピカも心の底からダークエルフを嫌っていた。

　だが、当のダークエルフであるラナンシャは自分を見ているスピカとミルティに気づくと、満面の笑みで子犬のように駆け寄ってくる。

「わー、二人も今日帰還だったんだ！　同じ日に出発して同じ日に帰還するなんて、すごい偶然だねー！　仲良し！」

「だぁーれが仲良しよ、ダークエルフ！　言っとくけど、あんたんとこが一番遅いからね！　それに……」

「わ、ミルティちゃん吸血鬼なのに太陽の下に出て大丈夫なの？　熱くない？」

「聞きなさいよ！」

　マイペースなラナンシャに振り回されたスピカが吠ほえる。

　それを見ながら、ほとほと呆あきれた表情でミルティが答えた。

「じゃから、吸血鬼は太陽を浴びると灰になるとか、人の生き血を啜すするとかは全部迷信だと何回も説明したじゃろうが……。いつになったらお主は覚えるんじゃ……」

「あれ、そうだっけ。えへへ、ごめんね……あ、ご飯の匂い！」

　そこでクンクンと鼻を鳴らしたラナンシャが周囲を見回す。すると、彼女の部下達たちが笑顔で用意した食事を持ってくるところであった。

「団長、お腹なか空いてるだろうと思って用意しときましたよ！　食べてください！」

「わあああー、みんなありがとー！　私、幸せだよおおおおおお！」

　用意された席に座り、ラナンシャが山程用意された食事に凄すさまじい勢いで手を付け始める。その食いっぷりを見ながら、スピカとミルティがつぶやきあった。

「ほんと、あやつだけはいつまでたっても理解できん……」

「同感。胃袋が頭蓋骨の中にまで広がってんじゃないかしら」

　そう言ったところで互いに目があい、慌てて逸そらす。そして同時にフンと鼻を鳴らして、二人は逆方向に歩き出す。

　そしてその後に何百人もの生徒が続いていくその様は、中々に壮観であった。

「すげえな……。魔ま剣けん姫ひめが学園を支配してるってのは、マジだったんだな」

　一部始終を二階から見ていたナハトが呟つぶやく。

　すると横に並んだシャーロットが小さく頷うなずき、答えた。

「うん、生徒のほとんどは彼女たちの配下よ。あの三人……スピカ先輩とミルティ先輩、そしてラナンシャ先輩。それにフルカタ先輩を合わせた四人の二年生魔剣姫たちが、この学園の中心と言っていいわ。彼女たちは一年生で魔剣を手に入れて、それからずっとライバル関係なのよ」

「なるほど……あいつらはどうやって魔剣を手に入れたんだ？　戦争ウオーゲームでか」

「人それぞれよ。例えば、ほら。スピカ先輩の隣の人を見て」

　言われてナハトが目を凝らす。その隣には、眼鏡で大柄の男が付き従っていた。

「スピカ先輩が持ってる魔剣は、元々はあの眼鏡の人、三年生のアイザックが持っていたの。だけど入学してきたスピカをひと目見た途端恋に落ちて、彼女に進んで剣を差し出したそうよ。で、今はファン第一号にして彼女の副官に収まったってわけ」

「そりゃまたすげえ話だな……。ありなのか、そんなの」

「持ち主がそうしたいと言えば、仕方ないわ。他にも、ミルティ先輩は戦争ウオーゲームで奪い取ったし、ラナンシャ先輩は話し合いの末に託されたらしいわ。フルカタ先輩は、先代が同じ国のサムライで風紀委員長の座ごと引き継いだみたい」

「なるほどな。それぞれ、自分の得意分野で手に入れたわけか」

　美貌や闘争、そして融和。魔ま剣けん姫ひめたちはそれぞれのやり方でこの学園の頂点を目指しているのだ。たしかに、どうやらひたすら戦えばいいというわけにはいかないようだ。

「……そういえば、おまえたち一年生は学園側に選ばれて引き継いだとか言ってたな」

　ナハトが尋ねると、シャーロットはやや困った顔で頷うなずく。

「そう。私とアリアの剣は、入学する前に三年生の魔剣士が持っていたの。魔剣を持ったまま魔剣士が卒業すると、次の持ち主は学園を運営する元老院が決める。それで選ばれたのよ」

　高名な魔術師たちで構成された元老院は、学園の様々な事柄への決定権を持つ。

　その元老院が次なる魔剣の持ち主を入学してきた姫君たちに選定したことは、当初忖そん度たくを疑われ騒がれたが、すぐに彼女たちの実力が知れ渡りその声は消えた。

　それでもシャーロットとしては未いまだに面白くない話ではある。

「ふうん。お前がやたらスカウトしてくるのは、それが理由か。早いとこ、騎士団を結成して魔剣を持つだけの実力があるってことを示したいんだな」

「そういうこと。それに、それだけじゃなくて魔剣を持つ者は義務として魔物の討伐遠征とかいろんなことを行わないといけないの。それができないとなると、いつ魔剣を取り上げられるか……」

「なるほどな。ま、すげえ勉強になったぜ、ありがとさん。おかげで俺の目標も見えてきた。だが……」

　そこでナハトが視線を横に向けた。つられてシャーロットがそちらに目を向けると、そこには手に手に魔ギ具アを構えた一団が殺気立った表情でナハトを睨にらんでいる。

「まずは、目の前のことから片付けなくちゃいけないらしい。そうだろ、あんたら」

「ああ、そういうこった転入生。俺たち全員と決闘デユエルをしてもらう。理由はわかってんな？」

「さあてね。幾つか思いつくが、理由はどうでもいい」

　言いつつ、ナハトがにやりと笑って拳を構え、吠ほえた。

「まだまだ今日は遊びたりなかったんだ。やろうぜ、あんたら！」




「……ほら、ここがあんたの部屋。最低限の物はあるけど、足りなければ自分で稼いで買うといいわ」

　そして、夜。

　ナハトはシャーロットに連れられて木造の宿舎に来ていた。

　案内されたその部屋にはベッドと勉強机、あとは衣装棚があるだけでがらんとしている。

「へえ、一人部屋か。部屋なんて空いてないんじゃねえかと思ったが、悪くない部屋だ」

　ベッドに触れて柔らかさを確認しながらナハトが言うと、シャーロットが少し悲しそうな顔で答えた。

「ちょっと前までは持ち主がいたみたい。けど、脱落したようね」

「脱落？　学校をやめたってことか？」

「多分。この学校、一年生の間に三分の一はついていけなくなってやめるらしいから」

　夢を抱いて学園に入学してくる生徒たち。だが、そのほとんどは厳しい授業についていけず学校を去っていく。最初はすべての学科を合わせて千人を軽く超える生徒が入学してくるのだが、その中で三年間を耐え抜き卒業できる生徒は半分以下だ。

「そういうあんたは、続けていけそう？　随分派手な一日だったけど」

「俺か？　座学は辛つらかったけど、それ以外は別にどうってことなかったな。むしろ楽しかったぜ」

「……呆あきれた。あんた、どういう体力してんのよ」

　事も無げに言うナハトに、シャーロットが呆れ顔をする。

　朝っぱらから風紀委員を相手に派手に戦い、基礎教練でぶっちぎりの能力を見せ、さらにクラスメイトたちに集中攻撃を受けていたのにすべて返り討ち。

　さらに放課後には次から次へと挑んでくる挑戦者相手に連続で決闘デユエルをこなし、またたく間に五十名以上を叩たたき伏せてしまった。

　あまりにも常識外。しかも、魔力無しでそれをやっているというのだから信じられない。

「ねえ、あんたどうやってそれほどの力をつけたの。鍛えただけでそうはならないでしょ」

「さあな。まあ、街に住んでた奴やつらとはちょっと生活は違ったかもな。俺の住んでたとこじゃ、飯を探すのも命がけだったし」

「……オルゾナ高地に住んでたって話、今なら信じられるわ。けど武術は誰に習ったのよ」

「育ての親のジジイだ。嫌なジジイでな、おまえに一人で生きていけるだけの力を与えてやるとか言って、下手したら死ぬような修行ばっかりさせやがんだ。あいつにこそ殺されると思ったぜ」

　言いつつ、ベッドに寝そべるナハト。だが言葉とは裏腹に、その顔には笑顔があった。

　そのベッドに自分も腰掛けながら、シャーロットが更に尋ねる。

「ふうん……。その人の推薦で、この学校に入れたってわけ？」

「ああ、そうみたいだな。野郎、あちこちに顔が利くらしい。そういや、あのジジイとどっかの国にいくと、大体偉いさんに歓迎されるか、速攻で命を狙われたな」

「どういう人なのよ、その人……。もしかして、その人に魔剣を集めろって言われたの？」

「いいや。じじいは手段としてそれを教えてくれただけだ。集めるのは、俺の意志」

　そこで、わずかに逡しゆん巡じゆんした後、意を決してシャーロットが尋ねた。

「……聞いていい？　あんたはどうして、魔剣を集めたいの？」

「夢のためだよ」

「夢？　どんな夢？」

「ああ、そりゃ……」

　シャーロットはその言葉の続きを辛抱強く待ったが、いくら待ってもそれはこない。

　不審に思い、ナハトの顔を覗のぞき込んでみると……彼は、すでに眠りに落ちていた。

「もう、なによ。話してる途中なのに」

　ぷくりと膨れつつも、シャーロットはナハトの体に毛布を掛けてやる。

　なんだかんだ言っても、慣れない環境と大騒ぎで疲れたのだろう。その寝顔は、まるで子供のようだった。

「敵である私の前で、無防備すぎでしょ……こうしてりゃ、可愛かわいいもんなのにね」

　言いながらその赤毛をひと撫なでし、部屋の明かりを消しながらシャーロットが呟つぶやいた。

「おやすみ、ナハト」

　パタンと扉が閉まり、部屋にはナハトの穏やかな寝息だけが残った。





第三章　魔[image: ]手甲アバドン




「はい、じゃあ皆さん、今日は実技教練として、この周辺の魔物の討伐を行います！　とーっても危険だから、気を抜いちゃ駄目ですよ！　特にナハトくん、君はすぐ無む茶ちやするから、無理せず先生の側そばを離れないように！」

「へいへい。じゃあ、抱っこしてればいいか？」

「そこまでは言ってませんよ!?　先生を子供扱いしないで！」

　ワフリナの言葉にナハトがとぼけたことを言い、赤い顔をしたワフリナが叫ぶ。

　ナハトが入学してから二週間ほどが過ぎていた。ナハトも新しい生活に慣れた頃、学園を出て野に赴き、実際に魔物を倒す授業……討伐教練が始まった。

　討伐教練は毎年怪け我が人にんも出ているとても危険な授業である。

　何台もの馬車に乗り込み、学園から移動すること数時間。ナハトたちはたどり着いた山間部に降り立ち、担任であるワフリナの話を聞いているところだった。

「いいですか、皆さん。この周辺にはそれほど危険な魔物はいないと思われます。それでも、怪我をしたり、最悪命を奪われる可能性は当然あります！　気を引き締めてください、皆で協力してしっかりと……」

「先生、話がなげーよー。隣のクラス、こっち睨にらんでるぜ」

　生徒が言いワフリナが視線を向けると、そこには合同で討伐に当たるＥクラスの面々が、整列したままワフリナをじっと見つめていた。

　さらに、Ｅクラスの担任であるストリアまでもがニコニコ笑顔でこちらを見ている。

「わっ、わっ、すっ、すいません、ストリア先生……！」

「いえいえ。生徒への注意喚起は大事ですので。気になさらないでください」

　慌てて謝るワフリナ。それを見ながら、Ｅクラスのアリアが小馬鹿にしたように言った。

「ワフリナ先生って本当に頼りにならないわね。ストリア先生を見習って欲しいもんよ」

　それを聞いたシャーロットが、茶ちや化かすように言う。

「あんた、ストリア先生のこと本当に好きねえ」

「うっ、うっさい！　当然でしょ、ストリア先生は私の憧れなんだから！」

　アリアは慌ててそう言い赤い顔をしてそっぽを向いたが、そこでナハトに気づくと微笑を浮かべて声を掛けた。

「あら、赤毛の転入生。あんた、随分と頑張ってるらしいわねえ。なんだか、あのフルカタ先輩にまで喧けん嘩かを売ったとか。命知らずにもほどがあるわよ」

「いや、喧嘩なんか売ってねえぞ。乳を揉もんだだけだ」

「それ、滅め茶ちや苦く茶ちや喧嘩売ってるから！　つーか、揉むな！」

　とぼけたことを言うナハトに、ぐわっとアリアがツッコミを入れる。

　魔ま剣けん姫ひめってのは、ツッコミが得意じゃないといけない決まりでもあるのか？　とナハトが思っていると、そこで両腕を組んだアリアが高飛車な調子で続ける。

「ふん、あんたが人相手にどれぐらい威勢が良かろうと、魔物が相手だとどうかしら。せいぜい、おしっこちびって泣きわめかないように心の準備をしておくことね」

「おう、怖かったらいつでも抱きついてきていいぞ。けどちびるのは勘弁してくれ」

「私のことを言ってんじゃないわよ！」

　二人が漫才のような会話をしている間にも、魔物討伐教練の準備は進んでいた。

　生徒たちが散開し、原っぱの中央で、持ち込まれた道具に火が放たれ煙が広がる。

「……？　ありゃ、何してるんだ？　先生」

　疑問に思ったナハトが質問すると、ワフリナがにやりと笑いドヤ顔で説明を始めた。

「ふっふっふ、ナハトくんは知らないんですね。あれは、魔物をおびき寄せる道具です。魔物はあの煙に引き寄せられて、寄ってくるんですよ」

「へえ、そりゃ便利だな。……なんで寄ってくんだ？」

「あれはね、煙とともに濃い〝魔素〟を散布するんです。そうですね……ナハトくんは、私達たち人類種と魔物の決定的な違いはなにか知ってますか？」

　少し意地悪そうな顔で尋ねるワフリナ。だがナハトはすまし顔でそれに答えた。

「魔素に対する反応、だろ？　あいつらと俺たちじゃ、大気中の魔素への反応が違う」

「あら、ちゃんと憶おぼえているんですね。勉強熱心で、良いことです。そう、彼らと私達たちの最大の違い、それは大気中の魔素に対する反応です」

　言いつつ、ワフリナがてくてくと歩き回りながら続ける。

「私達は大気中に存在する魔素と呼ばれる成分を吸い、体内に取り込み魔力とし、消費してまた魔素を吐き出している、いわば魔素と共存している生物です。しかし、魔物は違う。彼らは魔素を取り込むと体内で変質させ、自分たちに都合のよい、淀よどんだ魔力に変換してしまう。そして変化したそれはもう元の魔素には戻りません。つまり、魔物は世界から魔素を無くしていく生き物なのです」

「私達が正の魔力による生き物だとしたら、彼らはいわば負の魔力の生き物。それゆえ、私達は決して相あい容いれない。魔物がたくさん増えれば、世界から魔素はなくなり私達は生きていけなくなるでしょう。それに、魔物の中には〝有知魔族シンカー〟と呼ばれる知性を持つ種類もいます」

　そこでシャーロットが口を挟んだ。

「有知魔族。私達みたいに集団を形成し、場合によっては国すら作り、さらには魔物を操る私達の最大の敵、ですね」

「ええ、有知魔族に指揮された魔物の軍勢、〝魔物旅団トライブ〟と私達は常に戦ってきました。全ては、お互いの生存のため。ゆえに、ただ彼らが襲ってくるからというだけでなく、私達は彼らと戦わなくてはいけないのです」

　そこまで説明したワフリナが、そこでもくもくと立ち上っている煙を指差した。

「そして下等な魔物は、一定以上の濃度の魔素に特に過剰に反応する。今はその習性を利用して集めようとしているわけです。わかりましたか？」

　ワフリナの解説が終わり、ナハトが関心した様子で頷うなずいた。

「なるほどな、なんとなくわかった。先生、アホっぽい耳してるのに説明頑張ったな」

「アホっぽいってどういうこと!?　先生の耳、すごく可愛かわいいねって評判なんですけど!?　素敵なブチとかついてますし!!」

「……先生、それにナハト。これから魔物が集まってくるんだから、もうちょっと緊張感を持ってちょうだい……」

　ナハトの失礼な言葉にワフリナが吠ほえ、呆あきれた顔でシャーロットが言う。

　やがて煙は周囲に広がりきり、あたりがざわざわと騒がしくなってきた。

　魔物たちが集まってきているのだ。

「さあ、皆、ここからは命がけになるわよ！　授業で怪け我が人にんや死人なんて冗談じゃないからね、連携して確実にいくわよ！」

「おう！」

　シャーロットが号令をかけ、Ｆクラスの生徒達が己の魔ギ具アを手に答える。

　だがその時、アリアがシャーロットに声を掛けてきた。

「シャーロット。わかってると思うけど、これは競争よ。私のクラスと、あんたのクラス。どっちがたくさん魔物を狩れるか勝負よ！」

「……あんたは、またそういうことを……。魔剣もないのに、無理して怪け我がでもしたらどうすんのよ」

　その言葉のとおり、今日二人が手にしているのはただの剣であり魔剣ではない。

　魔剣を授業で使うことは禁止されている。故に、学園に置いてきてあるのだ。

「フン、なぁに、魔剣がないと自信がないのかしら、シャーロットさんは？　なら、後ろでビクビクしてればぁ？　あんたにはお似合いよねぇ」

「……は？」

　アリアの挑発に、シャーロットがビキリと青筋を立てた。

「言ってくれんじゃないの。負けて吠ほえ面かくんじゃないわよ、アリア！」

「あら、やる気になったのかしら？　まあ、あんたとそのクラスメイトごときが本気になったところで、私という天才によって指揮されたうちに勝てるとは思えないけどね！」

　お互いに言葉をぶつけ合い、にらみ合う。

　そしてばっと背を向け合い、互いのクラスメイトに向かって叫んだ。

「あんたたち、Ｅクラスに負けるんじゃないわよ！　死んでも勝つ!!」

「くだらないＦクラスをぶっ潰すわよ、あんたら！」

　その様子を見ていたナハトが、白けた顔でシャーロットに言う。

「安い挑発に乗るなよ。相手の思うがままじゃねえか」

「うっさい！　ナハト、あんたも手を抜いたら承知しないわよ！　期待してるんだから、しっかり働いてよね！」

「へいへい。……来るぜ」

　ナハトの言葉と共に、森の中から多数の黒い影が飛び出してきた。

　犬のような姿をしたものや、巨大なクモのようなものたちが地を駆け、殺到してくる。

　その数、優に百は超えている。

「うわ、結構多い……。年に何回も教練する場所なのに、こんなに来るんだ」

　シャーロットがそう呟つぶやくと、ワフリナが不思議そうな声で答えた。

「いえ、いつもはこんなに多くないんですが……。妙ですね。なにか増えるような理由でもあったんでしょうか？」

　そんな事を言っている間にもＥクラスではアリアが右手を高く上げ、得意の魔術を行使しようとしていた。

「火球よ！」

　叫びとともに、アリアの上空に巨大な火の玉が出現する。

　直径１ｍほどもあるそれはゆらゆらと空を舞い、そして次の瞬間、アリアが指し示した地点にめがけ一直線に飛んでいく。

　魔物が特に密集している地点。そこにそれが着弾した瞬間、炎が膨れ上がり、凶悪な破裂音と共に周囲を焼き払った。

「ギャンッ！」

　魔物が悲鳴を上げ、数匹が体をバラバラに吹き飛ばされて散っていく。

　それを見たＥクラスの生徒たちが喝采を上げた。

「うおお、さすが魔ま剣けん姫ひめアリア！　すげえ魔術だぜ！」

「フン、まあ当然ね。数は私が減らすわ、あんたたちは私を守りなさい！」

　言いつつアリアが再び火球を放つ。轟ごう音おんが響き渡り、また魔物が吹き飛ぶのを見ながらナハトが口笛を鳴らした。

「やるなあ、あいつ。そういや、魔術学園なのに本当に魔術使ってるやつは初めて見たぜ。シャーロット、お前はあれできないのか？」

「できないこともないけど……同じ威力は出せないし、消耗も激しいわ。アリアは魔術を鍛えてきてる純魔系だけど、私は剣術を鍛えてきたし、魔術系統も操作系だから」

　シャーロットが少しだけ悔しそうに答える。

　魔術とは、体内の魔力を破壊や再生の力に置き換える術のことである。それゆえ行使しすぎれば体内の魔力が極端に減少し魔力欠乏症となり、最悪の場合死に至る。

　そして魔術系統とはその者の鍛えてきた性質を表し、そのうち純魔系とは、破壊魔術に重きを置いてそれを行使する鍛錬を積んできている者のことを指す。

　魔術はその大きなデメリットと効果が個人の魔力量に大きく左右されるがゆえに、安定していて効果の大きい魔ギ具アに地位を奪われつつあるが、才あるものが使えば今でも大きな力を持つのである。

「皆さん、気を散らさないで！　ほら、魔物たちと接敵しますよ！　頑張れ頑張れー！」

　後ろで緊張した顔のワフリナが発破をかける。

　その言葉のとおり、黒い犬のような魔物が駆け寄ってきて、シャーロットに飛びかかった。

「ガルムか。最下級の魔物ね」

　ガルム。犬のように四足で駆ける魔物だが、普通の犬と違いその目は一つしかない。

　また頭部には捻ねじくれた角がついており、その口には尖とがった乱らん杭ぐい歯ばが無数に並んでいた。

　最下級とはいえ、一般人が襲われれば命はない危険な相手。だがそれをシャーロットは余裕の表情で迎え撃ち、その剣を閃ひらめかせた。

「ギャッ！」

　ガルムが断末魔の叫びを上げ、その身をいくつにも分かたれて地面に転がる。

　飛びかかったほんの一瞬で、シャーロットの剣が幾度も振るわれガルムの体を斬り裂いたのである。

「うおお、さすがシャーロット、剣術なら学年一！　さすが魔ま剣けん姫ひめ！」

「ふふん、まあね。ほら、次来るわよ、みんな集中！」

　クラスメイトの称賛の声にニヤリと笑いつつも、シャーロットが指示を出す。

　そして自ら陣頭に立ち魔物を迎撃する姿に、ナハトが感嘆の声を上げた。

「こっちも、良い太た刀ち筋してやがる。魔剣姫の名は伊だ達てじゃねえってことか」

　そうつぶやく間にも魔物の一群がアリアの魔術で吹き飛ばされ、シャーロットの剣でバラバラに刻まれる。これはこいつらとやり合う時は相当の覚悟が必要だな、とナハトが考えていると、シャーロットが振り返って怒鳴った。

「ちょっと、何サボってんのよナハト！　働きなさい、あてにしてんだから！」

「へいへい、今やるよ学級長様」

　返事とともにナハトが地を蹴り、シャーロットに飛びかかろうとしていたガルムを殴りつける。そのガルムは頭部を破裂させ、黒い体液を撒まき散らしながら遥はるか彼方かなたまで吹き飛んでいった。

「これでいいか？」

「よろしい。そのまま合わせて！」

　言いつつ、回り込んできていた巨大な蜘く蛛ものような魔物、アラクネをシャーロットが斬り飛ばす。続いて一斉に飛びかかってきたガルム三体をナハトが殴り飛ばし、その背中を狙っていたもう一体をシャーロットが斬り裂く。

「すっげ……。シャーロット学級長と転入生、マジでつええ……！」

　踊るように位置を変えながら戦う二人に、クラスメイトが驚きの声を上げる。

　二人が協力して戦う姿は実に様になっており、それはシャーロット自身も強く感じていた。

（なにこいつ、こっちにピッタリ合わせてくる……。一緒に戦ってて、すごく気持ちいい！）

　いて欲しい位置にすぐに現れ、確実に敵を仕留め、それでいて任せるべきところはこちらに任せてくれる。戦うと言うよりは、一緒にダンスでも踊っているような感覚だ。

　それはナハトも同じようで、顔には小さく笑顔があった。

　ナハトやシャーロット、そしてアリアを中心に生徒たちは順調に魔物の群れを倒していく。だが、時間とともに疲労して危機に瀕ひんする生徒も出始めた。

「うっ、うわあああ！　誰か、助けてくれ！」

　Ｆクラスの一人がガルムに押し倒され、手にした槍やりで必死にその牙を防ぎながら叫ぶ。

「おっと」

　それに気付いたナハトが飛び出し、クラスメイトに覆いかぶさるガルムを蹴り飛ばした。

「ギャウッ！」

　ガルムが悲鳴を上げて吹き飛び、ナハトが倒れていた生徒の手を握って引き上げる。

「大丈夫か？　怪け我がしてねえよな」

「あっ……あり、がとう……。……転入生……」

「おう。疲れたなら一旦下がれよ。つーか、いい加減、転入生じゃなくてナハトって呼べ」

　そのクラスメイトはナハトに嫌がらせをしていた一人であったが、特に気にした様子もなく答え、ナハトはシャーロットの側そばに戻った。

「なっ、なんだよ、あいつ……。良いいやつかよ……」

　呆ぼう然ぜんとそのクラスメイトが呟つぶやくうちにも魔物たちの攻撃は止まらない。それと戦いながら、ナハトが訝いぶかしげな顔でシャーロットに声をかける。

「なあ、シャーロット。おかしくねえか？　魔物の波が、全然収まらねえぞ」

「私も、同じことを考えてたとこよ……！　おかしいわ、もうかなり倒してるのに！」

　そう、最初に姿を確認した百匹程度はすでに倒したはずだ。だが、魔物は次から次へと沸いてきて、きりがない。

　その後ろで、生徒たちの戦いを見守っていたワフリナが慌てた声を上げた。

「すっ、ストリア先生おかしいですよ、魔物が多すぎます！　生徒たちに任せきりじゃっ」

「確かに、困りましたねえ。でも、生徒の自主性を損なうようなことは、ちょっと……」

「言ってる場合ですか!?」

　ワフリナとストリアが言い合っている間にも、魔物はどんどん増える。

　そしてくんくんと鼻をひくつかせたナハトが、少し緊張した声で告げた。

「……シャーロット。ちょっとやべえのが、来るぞ」

「えっ？　やばいって、なにが……」

　シャーロットがそこまで言った瞬間。

　森から、咆ほう哮こうが響き渡った。

「ヴオオオオオオオー!!」

　それも、一つではない。連鎖するようにいくつもの声が上がり、森が振るえ……。

　そして、それらが姿を現した。

「……うそ……。あれって……」

　２ｍを超す巨体。ブヨブヨに膨れた、真っ白な肌。

　目を持たず、巨大な口だけが付いた頭部。

　のしのしと地面を揺らしながら歩いてくる、その魔物の名は。

「……トロルだ！　トロルが出たぞー！」

　生徒の一人が、絶望の叫びを上げる。

　トロル。恐ろしく貪欲で何もかもを食い尽くす、魔物の中でも特に危険な種類として知られている魔物だ。

　トロルの一団に襲われた村は、更地になるまで貪られると言う。

「嘘うそだろ、トロルが湧くなんて聞いてねえぞ！　授業で戦う相手じゃないって！」

「おい、来るぞっ！　構えろっ！」

「ヴオオオン！」

　その膨れ上がった体からは想像できない速さでトロルが地を駆け、浮き足立った生徒たちに襲いかかる。

　そしてその巨大な手が破壊槌づちのような勢いで放たれ、防ごうとした生徒の持つ盾を打つ。たったの一撃で盾は粉々に砕くだけ散り、その生徒の体が宙を舞った。

「ぎゃああああ！」

「危ない！　誰か、拾って！」

　シャーロットが叫び、数人が飛んできたクラスメイトの体を受け止める。

　だがそれでも勢いは収まらず受け止めたクラスメイトたちは地面を後ずさり、食らった本人は腕の骨を粉々に砕かれ白目をむいて気絶していた。

「ヴオオオン！」

「このっ……舐なめんじゃないわよ！」

　トロルが続けて襲いかかってきて、シャーロットが叫びながら迎撃する。

　唸うなりを上げるトロルの巨腕を、閃せん光こうのように振るわれたシャーロットの剣が斬り落とす。

　その一撃で腕の半分を奪われたトロル。だが、痛みを感じた様子もなく平然としており、そして次の瞬間、驚くべきことが起こった。

「ヴオオオッ」

　トロルがひと吠ほえすると共に、斬り裂かれた腕が蠢うごめき再生を始めたのである。

　白い肉がブクブクと伸び、ほんの僅かな時間で新たなる腕がそこに現れた。

「ああ、やっぱこうなるわよね……！」

　それを見ながら、シャーロットが呻うめく。トロル最大の驚異、それはその巨体や筋力ではない。この、異常とも言える再生能力なのである。

「はあっ！」

　怯ひるまずシャーロットが連続で斬撃を放ち、トロルの全身を切り裂く。

　だが体を分かたれ、肉片になってもなおトロルは蠢き再生を開始する。そしてそちらに気を取られているシャーロットに、別のトロルが襲いかかった。

「ヴオッ！」

「あっ、このっ……」

　慌ててシャーロットがそちらに斬りかかろうとするが、そこでナハトが飛び込んできてそのトロルを殴りつけた。

「オラッ！」

　その一撃はトロルの腹部を捕らえ、その体を飛び散らせる。胴体に大穴を開けられたトロル、だがすぐに再生が始まる。それを見ながら、ナハトがボヤいた。

「ちっ、相変わらずめんどくせーなこいつら。油まみれで手が汚れるのもきもちわりい」

　言いつつ、手を振るって汚れを飛ばす。脂肪の塊のようなトロルの体は、悪性の油が多く、下手な一撃ではその体を滑ってしまいそうなほどだ。

「助かったわ、ナハト。けどこのままじゃ……！」

　言うシャーロットの剣もその油にやられ、切れ味が落ちつつあった。

　トロルはまだまだいて、あちこちで生徒たちを襲っている。

　そして、その瞬間、アリアの悲鳴が響いた。

「ちょっ、ちょっとあんたたち、しっかり守りなさいよ！」

　その声に視線を向けると、Ｅクラスは魔物たちに陣形を崩され、アリアの守りが薄くなっているところだった。

　そこにトロルの一匹が乱入し、アリアめがけて真まっ直すぐに突き進んでいく。

「このっ、舐なめるなっ！」

　アリアが怒りの声を上げ、自身の目の前に特大の火球を作り上げ放つ。

　その一撃はトロルを直撃し大きな爆発が起こったが、しかし立ち上る炎と煙の向こうから、ぬっと焼け焦げたトロルが顔を出した。

「ひっ……!?」

　その悍おぞましい顔にアリアが戦慄し、その隙にトロルが両手でその細い体を鷲わし掴づかみにする。

「きゃああああっ!?」

「アリアッ！」

　身動きを封じられ、アリアが絶叫を上げる。シャーロットがその名を呼び、救援に向かおうとするが距離が遠く、さらに再生を終えたトロルが起き上がりその道を塞いだ。

「ああっ、もう、邪魔！　どきなさいよ！」

　シャーロットの剣が振るわれトロルを再び斬り裂くが、完全に出遅れてしまった。

　そうしている間にもアリアを捕らえたトロルが大口を開け、手の中のアリアをそこに運ぶ。

「やっ、やだっ、いやっ……！　誰か、助けてえええ！」

　アリアが、絶望の表情で涙を流しながら身を捩よじるが、恐怖で力がうまく入らない。

　そしてその頭がゴリゴリと噛かみ砕くだかれる、と思われた瞬間。

「あいよ」

　その言葉と共に、トロルの頭部が爆はぜた。

「えっ……きゃっ!?」

　アリアが驚きの声を上げた途端、トロルの手から力が抜ける。ズルリと抜け落ちたアリアの体が地面にぶつかる直前に、その体はふわりと何者かに抱きとめられた。

[image: ]

「あぶねえな。落ち着いていけば、勝てない相手じゃないだろ。しっかりしろ」

「えっ、うそ……」

　自分を抱きとめながらそう言う相手の顔を見て、アリアが呆ぼう然ぜんと声を上げる。

　トロルからアリアを救った相手、それがナハトだったからだ。

「なっ……なんで、あんたが私を助けてくれるのよっ……！」

「なんでって、可愛かわいい顔が噛かみ砕くだかれちゃ可哀かわい相そうだからな。俺は女には優しいんだ」

「っ……！」

　ニヤリと笑ってきざな事を言うナハトに、アリアが顔を赤く染める。

　馬鹿げた物言いだが、命を救われた直後に言われればドキリとするものだ。

　だが、そのロマンチックな気分は続くナハトの言葉で簡単に砕かれた。

「……まさか漏らしてないよな？」

「はああっ!?　もっ、もっ、漏らすわけじゃないでしょっ！　本当にデリカシーがないわね！」

　心底失礼なことを言うナハトに真っ赤な顔でアリアが叫ぶ。

　だがそうしている間にも頭部を再生させたトロルが起き上がり、邪魔になったアリアをナハトが放り投げた。

「ほいよ、パス」

「うきゃあっ!?」

　いきなりのことにアリアが悲鳴を上げるが、その体を駆け寄ってきていたシャーロットが受け止めた。

「ちょっと、大丈夫、アリア!?　怪け我がは!?」

「しゃっ、シャーロット!?　やめてよ、なんであんたにっ……！」

「ちょっと、暴れないで！　もう争ってる状況じゃないでしょ、協力しないと！　ほら、回復するから！」

　言いつつシャーロットが右手に付けた指輪を翳かざすと、そこから光が放たれた。

　それが触れると、トロルに握りしめられ傷ついたアリアの体の痛みが、和らいでいくのを感じる。

　操作系であるシャーロットは、多様な魔ギ具アを使いこなす。今使用したのは最下級の青銅ブロンズ魔ギ具アであったが、それでもシャーロットの手にかかれば十分な回復力を発揮してみせた。

「こ、これで私を助けたなんて思わないでよね……！」

「はいはい、わかってるわよ。貴重な戦力であるあんたに、休んでもらってちゃ困るからやってるだけよ」

　などと二人が言い合っている間にも、ナハトが二人のもとに行かせまいとトロルの目の前に立ちふさがる。そして、服の裾を捲まくり両手に付いた手甲をさらけだした。

　そのまますっと構え、手甲を突き出しながら呟つぶやく。

「やっぱてめえら相手にゃ、これ使ったほうがはええな。久しぶりにいくぜ」

　言葉と共に黒くろ鉄がねの手甲が輝き出し、驚くべきことにじわりと伸び始めた。やがてそれはナハトの指先までを覆う。

「起きろ……〝魔[image: ]手甲アバドン〟」

　そして、ナハトのその言葉と共に輝きが頂点に達する。

　それは、明らかに魔具が放つ魔力の光であった。

「嘘うそっ……。あいつのあれって、魔具だったの……!?」

　それを見ていたシャーロットが驚きの声を上げる。

　だが、本当に驚くのはこの後だ。

「ヴオオッ！」

　怒り狂ったトロルが手のひらを叩たたきつけてくる。鉄の塊でもぺしゃんこにしてしまうような一撃だが、ナハトはそれをあっさりと避よけると、気合いの声とともに拳を突き出した。

「おおッ！」

　その一撃が、トロルの腹部に突き刺さる。

　先程のように、トロルの体が吹き飛ぶことはなかった。

　だが、その衝撃がトロルの体を伝でん播ぱしてその身を大きく震わせ、やがて動きが止まる。

　そしてトロルは酒にでも酔ったみたいによたよたとふらつき始め、そして次の瞬間……どすん、と轟ごう音おんとともにその場に崩れ落ち、動かなくなった。

「えっ!?」

　シャーロットとアリアが同時に驚きの声を上げる。

　何が起きたのか、にわかには理解できない。

　あれほどの再生能力を持っていたトロルが、ただの一撃でのされるなど！

　そしてそれを見ていた（トロルに目はないが）他の個体が、危険な相手がいると判断したのか一斉に集まり始めた。それを、ナハトが悠然と迎え撃つ。

「オラッ！」

　一匹のボディプレスを避よけ、脇腹に一撃。続くもう一匹の腹部に三連打。続いて他のトロルたちに裏拳、掌打、右ストレート。

　いずれも体が吹き飛んだりはしていない。しかし、トロルたちはナハトの一撃を食らうと何もできぬままよたつき、地面に転がり、そして二度と動かなくなる。

「嘘うそ……なにあれ……。それになんで、赤毛のあいつが魔ギ具アを使ってんのよ!?」

　アリアがそのありえない状況を見ながら驚嘆の声を上げる。

　更に、ナハトの手についた手甲はトロルを倒すごとにどんどん輝きを増していく。その光は、明らかに魔力の光だ。

「魔力がなくても使える魔具は確かにあるけど、それは魔力結晶から力を受け取ってるからでしょ!?　どうしてっ……」

「しっ、アリア。落ち着いて、魔力の流れを見てみて」

　シャーロットに言われ、アリアが目を凝らす。優れた魔戦士マグスたちは、魔力の流れのみを見る技術を持っている。

　トロルの内部には汚れた負の魔力が詰まっており、それを使ってトロルたちは肉体を修復する。つまり彼らを倒すには、通常ならばその魔力がつきるまで切り刻むか焼き尽くさなければならない。

　だが、ナハトの一撃が当たった途端、信じられぬことにそのトロル内部の魔力が手甲に吸い上げられ、またたく間に消失してしまっているではないか。

「……なに、あれ……。嘘でしょ、あれって……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくアリア。それに、シャーロットがゴクリとつばを飲みながら答えた。

「ええ……。〝食って〟るんだわ……。ナハトは、トロルの魔力を……！」

　その間にもナハトはトロルを何体も倒し、残りは数体となったところで後方に下がると、両の手を組んで前に突き出した。

「そろそろ、頃合いだろ。終わりにしようぜ」

　言葉と共に、腕の魔[image: ]手甲アバドンが輝きを増す。

　そこに吸い込まれた魔力が凝縮され、強烈に輝き、そして。

「光を放て……魔[image: ]手甲アバドン！」

　閃せん光こうが、放たれた。

　魔[image: ]手甲から放たれた光は膨れ上がり、まっすぐに進み、トロルたちの体を包んで焼き尽くす。

　トロルたちはそれぞれの体を吹き飛ばされ細かい破片になって飛び散り、それでもなお閃光は収まらず、遥はるか彼方かなたに着弾し──そして轟ごう音おんとともに弾はじけ飛んだ。

　その衝撃に、揺れる大気。閃光に触れて燃えだす草木。

　そして一撃を放ったナハトがゆっくりと両手を下ろすと、燃えるように赤く染まったその手甲から激しく蒸気が吹き出し、その輝きが収まっていった。

「……」

　それを、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできないシャーロット。

　だがやがて落ち着きを取り戻すと、そっとナハトの背中に声を掛けた。

「……今、何をしたの？　ナハト……あんた、本当に何者？」

　その言葉に、ナハトはゆっくりと振り向くと、炎と轟音の中、静かな声で答えた。

「言ったろ？　俺は、ナハト……ただの、ナハトだ」
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「ちょっと、ナハト。あんただけ、まだ課題を提出してないわよ。早くしてよね」

　放課後のＦクラスの教室に、シャーロットの声が響いた。

　あの討伐教練から一週間。学園に無事帰還したナハトたちＦクラスは、日常に戻っていた。

　シャーロットのその言葉に、うとうと居眠りしかけていたナハトが慌てた声を上げる。

「やべえ、忘れてた！　くそー、座学はやっぱ苦手だぜ……。なあ、写させてくんねえか？」

「だーめ。あんた、元から授業は遅れてるんだから自分でやらないと駄目でしょ。あ、でもお金くれるんなら考えてやるわよ」

「俺が金ねえの、お前も知ってんだろ……。ほんとお前は金々だなあ」

　シャーロットの言葉に、ナハトが呆あきれた顔を返す。

　だがそこで、その会話を聞いていたクラスメイトがおずおずと声を掛けた。

「な、なあ、ナハト……。俺のノート、見せてやろうか？」

「おっ？　そりゃ助かるが、いいのかよ？」

「ああ、まあ、その……。この前の教練で、助けてもらったからな。その礼だよ」

　その人間のクラスメイトが、照れくさそうに答える。彼は討伐教練でガルムに噛かみ殺されそうなところをナハトに助けられた生徒だった。

　だがそれを聞いていたエルフの女子が呆あきれた調子で口を挟む。

「ちょっと、学級長の話聞いてなかったの？　自分でやらないと意味がないって言ってたでしょ。ナハト、私が教えてあげるわ。どこがわかんないの？」

「おっ、なんだ、ナハトに座学を教えてやって借りを作らせようって魂胆か？　なら俺も一枚噛ませてくれ」

　それを聞いたクラスメイトたちがわらわらと集まってくる。それを見て、シャーロットが呆れた声を出した。

「なによあんたら、ナハトのこと嫌ってたくせに！　凄すごい手のひら返しじゃない」

「まあそう言うなって、学級長。一緒に死線をくぐり抜けたら仲間だろ」

「そーそー。それに、ナハト強いんだもん。強いやつには敬意を払わないとね」

　都合の良いことを言って、クラスメイトたちがうんうんと頷うなずいてみせる。

　だが、それも無理からぬことではある。彼らは若いとはいえ、みな戦士であり、戦士は弱い者を嫌う。弱い味方は、仲間にまで損害を与えるからだ。

　そして同時に、強い者に憧れ尊敬する、そういう生き物なのである。

　赤毛であるがゆえに一度はナハトを舐なめ嫌ったが、強いのならばその仲間や下につきたがる。あまり褒められた話ではないが、明日には戦って死んでいるかもしれない者にとっては重要なことなのだ。

　そんなクラスメイトたちをやや呆れた顔で見ながら、シャーロットが胸中で呟つぶやいた。

（あれは、結局なんだったのかしら……）

　魔力がないはずのナハトが使ってみせた魔ギ具ア。そしてその、圧倒的な力。

　シャーロットにとっては、完全に未知の力だ。

　だが、いくら聞いてもナハトは誤ご魔ま化かすだけで答えてはくれなかった。

（あの力……うまく使えば、とんでもないことになるわ。どんな強い魔物も魔力を奪って倒せるのなら、人類種は今よりもっと魔物相手に優位に立てる）

　それだけではない。飛島フラクタルへの探訪アクセスも今よりずっと楽になるはずだ。なんとしても、あの能力の秘密を聞き出さねば。そして、あわよくば自分の仲間に引き入れたい。

　そんなことをあの日からずっと考えているシャーロット。

　だがそこで、あることを思いだして呟いた。

「あ、いけない。そろそろいかないと」

　その言葉に、ナハトが顔を向けて尋ねる。

「お？　なんだ、用事か？　シャーロット」

「ええ、まあね。……呼び出し食らってるのよ。学園長代理に」




「二人共、よく来てくれた」

　学長室。そこに置かれた大きく豪華な机に両肘をついたエレミアが、前に並ぶ両名……シャーロットとアリアにそう声を掛けた。

「呼んだのは、他でもない。君たちに大事な話があるからだ。君たちに魔剣を託してから相応の時が経たった。そろそろ君たちにも学園のために働いてもらわねばならない」

　その言葉に、アリアがにやりと微笑ほほえんだ。

「そう、いよいよ時が来たってわけね。いいわよ、学園長代理。やってやろうじゃない」

「自信満々だな。準備は万全というわけか」

「当然よ。そのために苦労して団員を集めて、高い飛空船まで用意したんだもの。これから私の活躍を学園の歴史に刻んであげるわ、楽しみにしておくことね！」

　言って、口元に手を当てて笑い声を上げるアリア。在学中に王女である彼女が目立つ活躍をすれば、それはすなわち国の威信が上がることとなる。独立して十年ほどである彼女の国にとって、箔はく付けは重要なことだ。

　国王である父の期待を一身に背負って学園へとやってきたアリアにとって、それは望むところであった。だが。

「それは良かった。では、今回の任務を伝えよう。すでに幾度も探訪アクセスが行われて、めぼしい物はもうなにもないと思われていた最小クラスの飛島フラクタル。通称〝グリーン・ウィル〟がもうじき学園の側そばを通り過ぎる。その調査を、君たち二名にお願いしたい」

「はっ……!?」

　エレミアのその言葉に、得意満面だったアリアの表情が固まる。そして数秒の沈黙の後、顔を怒りに染めてアリアが吠ほえた。

「ちょっと学園長代理、どういうこと!?　出がらしみたいな島を探訪しろってのは、まあ百歩譲って受け入れるとして、なんで……なんで、シャーロットと一緒なのよ!?」

　そのままビシリ！と、こわばった表情のまま沈黙しているシャーロットを指差す。するとエレミアが冷静な顔のまま告げた。

「君は先日、討伐教練の際に死にかけたそうではないか。それを不安視する声があってね」

「うっ!?」

　思わずアリアが唸うなる。だがすぐに気を取り直して反論した。

「あの時は、ちょっとびっくりして失敗しただけよ！　それに、あのままでも自分でどうにかしたわ！　だから……」

「これは決定事項だ、アリア。君の団の顧問であるストリアからもそのほうがいいと報告が上がっている。受け入れたまえ」

「えっ、ストリア先生が……？　うそ……」

　その言葉に、アリアが声のトーンを落とす。アリアの学級の担任であるストリアは、同時にアリアの騎士団の顧問も務めている。その彼女が自分の実力を疑うような報告をするということは、アリアにとって心底ショックな事であった。

　そしてアリアが沈黙したのを見計らって、エレミアがシャーロットに話を振った。

「君の方はどうだ、シャーロット。やれそうかね」

「えっ!?　えっと……そのっ……！」

　それに、青い顔をしたシャーロットがわたわたと慌てた身振りをする。

　準備ができているか、と言われれば当然ノーだ。

　仲間はいない、船もない、金もそれほど貯たまってない。ないない尽くしだ。だが、断るわけにはいかない。なぜならば。

（断ったりしたら、魔剣を没収されるかもしれない……！）

　学園の依頼に応えて任務を遂行するのは、魔剣を手にしている者の義務だ。

　それを断れば、最悪没収されてしまう。

　魔剣は、シャーロットにとって希望の光だ。それを無為に失うわけにはいかない。

「やっ……やれます！　任せてください！」

　咄とつ嗟さにそう答えるシャーロット。

　だがそれに、引きつった笑いを浮かべたアリアが横よこ槍やりを入れた。

「本当に出来るわけ？　部下も船もないくせに。どうするのよ、あんた一人で空でも飛んでついてくるつもり？」

「うっ、うっさいわね！　どうにかするわよ、ほっといて！」

　そのやり取りをエレミアはじっと見ていたが、やがて小さく頷うなずくと続けた。

「いいだろう、では飛島フラクタルグリーン・ウィルへの探訪アクセスは君たち両名に任せる。……それと、だ。別件で、君たちに警告したいことがある」

「警告……？　随分と改まって、なんです？」

　警告とはまた大仰なとシャーロットが思っていると、エレミアがその顔をじっと見つめながら尋ねた。

「先の討伐教練で、ナハトという生徒が『魔物の魔力を吸い上げて倒した』という報告を受けている。これは、事実か？」

「っ……」

　その言葉に、思わずシャーロットが息を呑のんだ。それを、シャーロットはエレミアに報告していなかったのだ。

　なにしろ、魔力を吸い上げる魔ギ具アの話など聞いたこともない。そんなものをナハトが持っていると知られたら、色々と彼の回りがきな臭くなるかもしれない。

「……事実です。ですが、あいつ自体は結構真面目っていうか良い奴やつで、問題は……」

「事実確認だけで結構。君の意見は必要としていない」

　事実であることは認めた上でシャーロットは庇かばう発言をしようとしたが、それをエレミアが止めた。

「学園の歴史上、そのような魔ギ具アの存在は確認されていない。それを、あのような学園を乱すためだけにやってきたような男が持っている……。これは、由ゆ々ゆしき事態だと言わざるをえない」

「でもっ……！」

「そのような男と関われば、未来ある君たちの今後に関わる。故に」

　そしてエレミアは立ち上がり二人に背を向け、ただ命じた。

「シャーロット、君の監視の任を解く。さらに今後、両名ともあの男との接触は禁ずる。あれはこちらで対処する。二度と関わらないように」

「……対処？　だから、対処ってなんですか」

　シャーロットが睨にらみつけるように訪ねたが、返事はなかった。

　話は終わりだとばかりに背を向けたままエレミアは沈黙している。

（まさか……学園長代理は、ナハトをどうにかするつもり？）

　唇を噛かみ、考え込むシャーロット。そのせいで、隣でアリアが同じような顔をしていることにも気付かずにいた。
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「ふー、やあっと終わったあ。まったく、たまったもんじゃねえぜ……」

　学校内の職員室から出てきたナハトがボヤく。

　クラスメイトたちの助力でどうにか課題は終わったが、出すのが遅い、字が汚くて読めないとワフリナに小言を食らってしまったのである。

　あまりに話が長いので飽きてしまったナハトは、つい目の前にあったワフリナの獣耳で遊んでしまい、怒ったワフリナに正座させられる羽目になってしまった。

「なんだよ、わさわさした時は気持ちよさそうにしてたくせに」

　ぼやきつつ、まあ課題は終わったし、さて放課後は何をするかと廊下を歩いていくと、そこで突如としてホッケーマスクを被かぶり斧おのを構えた生徒が飛びかかってきた。

「転入生、決闘デユエルを申し込む！　でやああああ！」

「校章を起動する前に襲ってくるんじゃ、決闘にならねえだろ」

　言いつつポケットに手を突っ込んだままナハトが蹴りを放ち、それをまともに食らった相手は窓の向こうに吹っ飛んでいった。

「ぎゃあああっー！」

　かなり飛んでいったが、まあ死にはしまい。そう思いナハトが歩を進めると、今度は五人組が手に手に魔ギ具アを持って立ちふさがる。

「我ら風紀委員、貴様を生かしておくわけにはいかん！　死ねえ！」

「これが風紀委員のやることかよ。つーか、一人を取り囲んで襲うのはありなのか？」

　言っている間にも風紀委員たちは問答無用とばかりに挑んでくる。魔術で鋭い風を起こす者、魔具から炎を噴射する者、空中を自在に舞って襲ってくる者。

　多種多様であり、そして、一分ほどで全員が同様に叩たたき伏せられた。

「きゅう……」

「フルカタ先輩に言いつけんぞ、そういうことしてっと」

　伸びている風紀委員たちにそう言葉を残し、ナハトが校舎から中庭に出る。

　すると今度は、弦楽器を構えた青白い顔の生徒が待ち構えていた。

「おお～転入生～♪　おまえは～我が心の花～シャーロットを汚した～♪　許さない許さない許さない～♪」

「なんだ今度は芸人か？　変なやつばっかりいるな、この学校は」

　相手が弦楽器をジャカジャカ鳴らしながら歌うように言い、ナハトが呆あきれた顔をする。

　そして楽器を構えた生徒が目をくわっと見開いて吠ほえた。

「おまえをこ～ろ～す～、ヘイッ!!」

　瞬間、相手が無む茶ちや苦く茶ちやな勢いで楽器をかき鳴らし、そこから大音量の騒音が飛び出した。

　あまりの大きさに、周囲の窓が割れるほどだ。これにはさすがのナハトもたまらず、咄とつ嗟さに両耳を抑えた。

「うわっ、うるさっ！　それも魔具かよ！」

「そおおおおおのおおおとおおおおおおりいいいいいいいい！　お前が死ぬまでええええ俺の音は鳴り止やまないいいいいい！」

　狂ったように弦を弾はじく青白い顔の生徒。

　だが、それに対してナハトが鋭い一言を放った。

「楽器使ってるくせに、やるこたただの騒音かよ！　普通はもっと、音色で相手を操作するとかそういうのじゃねえのか!?」

「っ……！」

　その言葉に、楽器をかき鳴らす手がピタリと止まり、そしてややあって青白い顔の生徒はがくりと地面に崩れ落ちた。

「……言われてみれば、そのとおりだ……！　騒音出すだけなら、楽器じゃなくていい！　なんか使ってて違和感あったんだけど、そうか、それかあ……え、えへへへへ……」

「気付いてなかったのかよ」

　酷ひどく傷ついた顔で地面に突っ伏す青白い顔の生徒と、呆あきれた様子のナハト。

　まあ元気だせよ、と声を掛けて再び中庭を歩いていきながら、ナハトが呟つぶやいた。

「はー、なんか暇だな。なんにもねえな、今日」

「なんで!?　あんた、さっきから滅め茶ちや苦く茶ちやに命を狙われてたじゃん！　色々あったよね、今の僅かな時間で！　なんで退屈だなーみたいな顔できるわけ!?」

　そんなナハトに、横合いから鋭いツッコミが入る。

「あん？」

　何事かとナハトがそちらに視線を向けると、そこにはアリアが立っていた。

「あれ、アリアじゃん。どうした、こんなとこで」

「あっ……」

　ナハトがそう声をかけると、ぽっと顔を赤らめたアリアが視線を逸そらした。

「わっ、私の名前、覚えてたんだ……」

「そりゃそうだろ。俺は可愛かわいい女の名前は忘れないんだ」

「かっ……可愛いとか、そういうこと、軽々しく言わないでよね……」

　もじもじしながら言うアリア。そしてしばらく悩んでいたが、やがて話を切り出した。

「こっ……この前は、その……手伝ってくれて、ありがとう。べ、別にあんたがいなくても平気だったけど、一応お礼は言っておくわ」

「なんだよ、漏らしてたくせに」

「漏らしてないっ！　なんでそういう事ばっかり言うかなあ、あんたは!?」

　ぐわっと怒り顔でアリアが叫んだが、すぐにそれを引っ込めると、じっと上目遣いでナハトを見つめながら続けた。

「ね、ねえ、思うんだけどさ……。あんたと私って、タイプ的に相性が良いと思わない？　前で戦うあんたと、後ろから火力で敵を吹き飛ばす私。ど、どう？」

「んー？　ああ、そうかもな」

　ナハトがどうでもよさげに肯定すると、アリアがここぞとばかりに告げる。

「で、でしょ？　だからさっ、そのっ……。あ……あんた、うちの騎士団に来なさいよ！　と、特別よ、特別！　特別に、あんたを誘ってあげてるんだから感謝しなさいよね！」

　赤い顔をしたアリアが一息に言うと、ナハトはしばらく黙っていたが、やがて、

「悪いな、俺はどっかの騎士団に入る気はねえんだ。他を当たってくれ」

　とそっけなく答えた。

「あっ……」

　その一言に、アリアが表情をなくす。

　もしかしたら、受けてくれるのではないか。シャーロットのことは断っても、自分を選んでくれるかも、と、どこかで期待していたのである。

「ふっ、ふん、あっそう、馬鹿じゃないの、この私が誘ってやってるのに……」

　少し泣きそうな気分でそう言う。

　そのまま走って去りたい気分だったが、ある思いがその足を止めた。

（……駄目、次は機会があるかわからない。このままじゃ学園長代理に、何されるか……！）

　学園長室でのやり取りが終わってすぐ、アリアが恥も外聞もなくナハトを探し回ったのはそれが理由だった。

　エレミアは、多分ナハトを潰すつもりだ。だがナハトがそうなることは、アリア的になんとなく、そう、なんとなくいい気分ではなかった。

（駄目よ、私。ここで決めるの、ここで……！）

　自分の騎士団に入れてやれば、それから守れるかもしれない。こいつはきちんとこちらでしつけますと言えば、とりあえず様子を見ようということになるかもしれない。

　たった一回助けてもらっただけだが、恩は多少なりとも感じていた。それにそもそも、これだけ強い上に魔力を吸収するなんていう規格外の魔ギ具アを持っている有望株をほったらかしにしておくほうがどうかしているのだ。将来的には自国に招き入れ、そう、たとえば自分の配下として末永く飼ってやらないこともない。

　そのためにはなんとしてでも、今のうちにこいつを確保しなくちゃ！　そう決心し、制服の前を少しだけ開けて胸元をさらけ出しながら、そっとナハトの胸にしなだれかかり、アリアが甘い声で囁ささやいた。

「それは残念ね。もし、私の騎士団に入ってくれたら……デート、してあげるのに」

「………」

　そのままできる限りの可愛かわいい顔をして上目遣いで見つめる。

　アリアは自分の可愛さに自信があった。それに、ナハトはどう見ても女好きだ。

　なら、これで落ちないわけがない！

（さあどうよ、この私がここまでしてあげてるのよ、食いついてきなさい……！）

　だがナハトはそんなアリアの顔をじっくりと見つめた後、体勢を変えてアリアを校舎の壁のほうに追いやると、どんと壁に手を付きながら囁いた。

「へえ、デートしてくれんのか。それって、どこまでしていいんだ？」

「えっ……!?」

　突然のことに状況をうまく飲み込めないアリアがわたわたと周囲に目を向ける。

　周囲に人影はなく、そしてナハトの手によって逃げ場所はない。

　どうにもならず、えっ、えっ、と混乱していると、ナハトの指がすいっと顎先に添えられ、びくりとアリアが震えた。

「えっ、ちょっ、ちょっ、なにをっ……」

「もちろん、キスぐらいはしていいんだよな？」

「えっ、あっ、まっ……」

　ナハトの顔が少しずつ近づいてきて、アリアの混乱は頂点に達した。もはや何も考えることもできず、ぎゅっと目を瞑つぶりながらアリアが必死に声を漏らす。

「だっ……だめえ……」

　ナハトの唇がアリアのそれに接近し……。

　そして、その瞬間、二人の頭部をハリセンがひっぱたいた。

「学校で何してんのよ、あんたらは!!」

　怒声が上がる。それはシャーロットのものであった。

　アリアと同じくナハトを探していた彼女は、中庭の隅で二人が何か良からぬことをしているのに気づき、慌てて駆けつけたのである。

「なんだよ、シャーロット。いてえじゃねえか」

「なんだよじゃないわよ！　あんたってやつは、本当に女癖が悪い！」

　平然と言うナハトと、喚わめくシャーロット。

　そしてシャーロットがギロリとアリアを睨にらみつけながら言った。

「やっぱり、こういうことだったんだ……。アリア、あんた、いつも私が仲間に引き入れようとしてた相手をこうやって横取りしてたのね……！」

「うぇっ……」

　アリアは何が起こったのか理解が追いつかず、呆ぼう然ぜんと打たれた頭を撫なでていたが、その言葉に呻うめき声を上げた。

　そう、シャーロットが不自然なほどに仲間を集められなかった理由。

　その一部は、アリアによる妨害工作のせいなのであった。

　シャーロットの動きを手下に探らせ、誰かに声を掛けたりその素振りが見えたら先回りし、金や待遇をちらつかせて奪い取る。

　全ては、シャーロットにライバル心を燃やすがゆえ。ただし、今回だけは状況が違ったが。

「しかも、色仕掛けを使うなんて……。いつもこんなことしてたのね。仮にも一国の姫が、なんてはしたない！　あんた、恥とかないわけ!?」

「ちっ、ちがう、いつもはこんなやり方してないの、今回だけ特別でっ……！」

　シャーロットの言葉に、まだうまく頭が回っていないアリアが言い返そうとする。

　それは事実で、アリアは色仕掛けだけは使ってこなかったのだが、シャーロットはそんなこと信じなかった。

「嘘うそおっしゃい！　その上、自分の唇を差し出そうなんて……乙女の風上にも置けないわ。あんたは最低よ、アリア！」

「ちっ、ちがっ……。うっ……。うわああああああん!!」

　ついに感情が決壊し、アリアが泣きながらその場を走り去る。

　一度にあまりにも多くのことが起きすぎて、その頭は完全にパンクしてしまっていた。

「ほんとにもう、あいつ……。終わったら急に飛び出していったから、まさかと思ったら油断も隙もない……！」

　その背中を見送りながら、シャーロットがぼやく。

　だがそれだけアリアも本気だということだ。

（……どうやら、私も決断しなきゃいけないようね）

　そう心の中で決心を固めると、シャーロットはナハトの目をじっと見つめながら言った。

「ねえ、ナハト。もう一度言うわ。私の騎士団に入って」

　だが、ナハトのそれに対する返事は簡潔だった。

「断る。言ったはずだ、俺は誰の騎士団にも入らねえ」

「ええ、確かに聞いたわ。でもね、同時に私はあんたからもう一つ聞いたの。あんたが」

　シャーロットが魔剣を腰から引き抜き、鞘さやごと前に突き出しながら告げた。

「──あんたが、私達たちを倒して魔剣を手に入れるつもりだって。だから、言うわ。私と、決闘デユエルして。私は……自分のこの魔剣を賭けるわ」

「っ……」

　その言葉の力強さに、ナハトが息を呑のむ。

　見つめるシャーロットの瞳が、強い光を発していた。

「……勝負するには一千万必要だって言ったのはお前だろ。俺はまだそんな持ってねえぞ」

「あんたには、他のものを賭けてもらうわ。魔剣に匹敵するものをね。それは……あんた自身よ、ナハト」

　シャーロットの瞳の輝きと言葉の強さに、ナハトは目を逸そらせない。

「俺自身……？　どういう意味だ」

「そのままの意味よ。あんたの強さ。あんたの手甲。そして、なによりその強きよう靭じんな心。私は、それが魔剣に匹敵すると感じた。だから……賭けてもらうのは、あんた自身。あんたが勝てば、この魔剣を譲るわ。けど、私が勝ったら……」

　真まっ直すぐにその瞳を見つめながら、一大決心でシャーロットが告げた。

「あんたの三年間を、私にちょうだい。この学校にいる間、私と一緒に全力で戦って。ナハト……私は、あんたが欲しい」

　その手の中で、魔剣アワリティアが嬉うれしげに鳴った。

〝強欲〟を司つかさどる魔剣が、シャーロットの強烈な欲望を感じ取って喜びの声を上げているのだ。

　放っておけば、ナハトはいずれ潰されてしまうだろう。だが、魔ま剣けん姫ひめである自分と組めばそれから守ってあげられるかもしれない。それは自分を信頼してお目付け役を命じたエレミアへの裏切り行為かも知れないが、それでもナハトをこのまま見捨てるにはシャーロットは彼と仲良くなりすぎてしまった。

　それに、シャーロットは夢見てしまったのだ。ナハトと共に、学園を駆け上がる夢を。

「…………」

　ナハトはそんなシャーロットをじっと見つめ、そして二人の間に沈黙が訪れる。

　ナハトはしばらく考えたが、やがて見つめ返し、はっきりと答えた。

「いいぜ、やろう。シャーロット」

「……そう言ってくれると思ったわ。ありがとう、ナハト」

「ああ。それで？　いつやる」

「今よ」

「今？　今すぐか」

「ええ、そうよ、今。私達たちに、明日がある保証なんてないもの。そうでしょう？」

　魔剣を腰に差し直しながら、シャーロットが自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

「私達にあるのは、いつでも今だけよ……ナハト」





第五章　魔剣ＶＳ魔拳




「おい、聞いたか！　魔剣姫のシャーロットと転入生が闘やるらしいぜ！」

　学校の廊下を駆けながら生徒の一人が大声で言い、その言葉を聞きつけた生徒たちが顔を見合わせた。

「おい、マジか、魔剣姫に挑むやつなんて久しぶりじゃね？」

「こりゃ見逃せねえぞ、どこでやるんだ!?」

「屋内第三決闘場らしいぞ！　急げ、場所がなくなるぞ！」

　野や次じ馬うま根性を爆発させた生徒たちが決闘場を目掛けて走り出す。

　またそれだけでなく、密ひそかに魔剣を狙う者、そして自分の主あるじに情報を持ち帰るため騎士団に所属する者などが一斉に集まり、そこ……体育館のような造りをした第三決闘場には多数の生徒が詰め寄せた。

「ふーん、決闘デユエル用の施設なんかあんのか。知らなかったぜ」

　その中央でぐいぐいと柔軟体操をしながらナハトが呟く。

　建物は木材でできており、円形の決闘場の広さは直径で１００ｍほど。その周囲を観客席がぐるりと囲み、そこに百人規模の生徒たちが集まろうとしていた。

「用途は決闘だけじゃなくて、スポーツの試合とかもやってるわ。まあそんなに大きいところじゃないけど、一対一でやりあうには十分でしょ」

　その正面に立つシャーロットが、こちらは特になにかをするでもなく両腕を組んだまま答える。

　その顔からは、強い緊張が見て取れた。

（……やばいな。やっぱりいざ魔剣を賭けるとなると、緊張するものね……。我ながら、情けない……）

　震える指先をナハトに気取られないよう、そっと隠す。

　魔剣。財政難の国から、祈るようにして学園に入学してきたシャーロットが手にすることのできた大きな力。魔剣を手にした時の感動は、今でも強く覚えている。

　それを賭けて勝負する。それも、未知数の強敵であるナハトとだ。

　人も集まってきている。シャーロットが集めたのだ。

　全てはこの一戦の勝敗をはっきりさせるため。勝敗が付けば、勝った方の名前は更に広まるだろう。魔ま剣けん姫ひめとして自分の手の内を晒さらすことになるが、構うものか。

　だが魔剣を失えば、どうなるだろう。自分は魔剣姫ではなくなってしまう。そのことを考えそうになり、慌てて振り払う。

（やめろ、弱い考えなんていらない。踏み出したのなら、考えるべきはいつでも成功する瞬間よ。私は、ここで勝ってナハトを手に入れる……！）

　そう、そしてナハトと肩を並べてこの学園の頂点まで昇り詰めるのだ。

　今考えるのは、そのことだけでいい。

「さて、と。んじゃ、そろそろ始めっか。ルールは？」

「相手の魔力体を破壊したほうが勝ち、それだけよ。場所はこの決闘場だけ。と言っても、決闘デユエルが始まれば周囲は魔力の壁に囲まれて決着がつくまで出ることはできないわ」

「なるほどな。わかりやすくていい」

　ナハトが問い、シャーロットが答える。

　そして改めて向かい合うと、すっとナハトがその両拳を構え、シャーロットが魔剣の柄に手を添えた。

「もう一度確認するわ。私が勝てば、あんたは学校に在籍している間、私の相棒として頑張る。あんたが勝てば、この魔剣はあんたのもの。それでいいわね？」

「ああ」

「いいわ。それじゃ……」

　そして、シャーロットが大きく息を吐いて、それを唱えた。

「──決闘」

「決闘」

　瞬間、二人の体が光に包まれ魔力体へと変換される。

　それと同時に半透明の壁が決闘場を包み、観客の生徒たちが沸いた。

「いけっ、シャーロット！　生意気な転入生を斬り刻め！」

「転入生、負けんなよ！　女にだけ魔剣を専有させんな！　魔剣士の名を取り戻せ！」

　口々に勝手なことを吠ほえる観客たち。

　そんな中、先に動いたのはシャーロットであった。

「はあっ!!」

　魔剣が鞘さやから抜き放たれ、空間を断絶しようとでもするかのように高速で振るわれる。

　常人であれば、それが解き放たれたと知覚すると同時に首を切り落とされる一撃であったが、ナハトはそれをわずかに身を引いただけで躱かわしてみせた。

　だがシャーロットの斬撃は一度では止まらない。そのまま連続で放たれ、ナハトを追い立てる。

　頭部、腕、腹、足。あらゆる部位を狙った一撃が、右、左、振り下ろし、斬り上げ、そして突きによって放たれる。

　だがナハトは決闘場の中を軽やかに動き回り、一撃たりともかすらせない。

（さすがに避よけるのがうまいわね……！　でも！）

　シャーロットは、すでにナハトが回避する動きを幾度か見ていた。

　その際の癖のようなものも多少は分かっている。また、ナハトの武器は拳だ。

　リーチでは剣のほうが圧倒的に有利。相手の攻撃間合いに入らず斬撃を放ち続け、防御を崩す。シャーロットの狙いは、その一点。

（……やっぱ良い太た刀ち筋してやがる。余裕なんかねえな、こりゃ）

　一方のナハトも、回避を続けながら胸中で呟つぶやく。

　避けてはいるが、少しずつ状況を悪くされている。大きく避けさせられてこちらだけ体力を削られたり、逃げ道を塞がれたりして、少しずつ決闘場の端へと追いやられていた。

　またこちらが拳を打てないよう、距離を巧みに操られている。

　状況を、シャーロットに完全にコントロールされていた。

　精緻な剣技、そして賢い攻撃の組み立て。それが剣士としてのシャーロットの持ち味なのだろう。

「だが……それだけじゃ勝てねえぜ、シャーロット」

　そして、次の瞬間。シャーロットの振り下ろす一撃を、ナハトの左の手甲が受け止めた。

「……硬い……！」

　金属のぶつかり合う高音が響き渡る。防がれても腕ごと斬り飛ばすつもりで放った斬撃であった。だがナハトの手甲はそれを見事に受け止め、わずかにも切り込ませない。

　また両手による渾こん身しんの一撃を、ナハトは片手の筋力だけで止めてみせたのだ。

　鋼鉄すら両断する魔剣の一撃を防がれ、動きが止まるシャーロット。そこに潜り込むようにしてナハトの右の拳が放たれ、打撃音が響き渡った。

「ぐううっ……！」

　その強烈な衝撃に、シャーロットの体が激しく後ずさる。

　吹き飛びそうになるのを両足を踏ん張って防ぎ、地面を削りながら数メートル先で踏みとどまった。

　まともに喰くらえば終わっていたかもしれない一撃。だがそれを、シャーロットは翻ひるがえした魔剣の柄で受け止めていた。

「わかっちゃいたけど、一撃が重すぎる……！　どうなってんのよ、ほんとに……！」

「やるな、シャーロット。だがここからだぜ……！」

　思わず呻うめき、体勢が崩れたままのシャーロットに、ナハトが弾丸のように飛びかかった。

　床を蹴り飛ばして駆け抜け、そのまま拳の連打を放り込む。シャーロットは慌てて下がったが、一撃が制服の横を薙ないで吹き飛ばし、その脇腹を露出させた。

　そのままナハトの連撃が追いすがり、シャーロットが必死に躱かわし続ける。そしてナハトがやや大振りの一撃を放った瞬間、シャーロットがくるりと大きく跳び上がり距離を取った。

「うおおっ、すげえ！　どっちもやりやがる！」

　観客たちが盛り上がったが、シャーロットはそれどころではない。

（……なんて勢い！　少しでも隙を見せたら、一瞬でやられる……！）

　荒く呼吸を繰り返し、シャーロットが心の中で呟つぶやく。

　今の一瞬だけで、寿命が縮む思いだった。やはり、一朝一夕で鍛えられた技術ではない。

　ナハトは間違いなく、相当の鍛錬を積んでいる。

「けど……こっちだって、手の内を見せたわけじゃないわよ……！」

　呟いて、手にした魔剣に魔力を流し込む。

「行くわよ……魔剣、解放……！」

　瞬間、それに呼応した魔剣アワリティアがぞわりと震え、そして、その剣身がじゃらりと変質した。

「……へえ」

　ナハトが小さく声を上げる。

　その目の前で、アワリティアは直剣の形状から、ムチのように連なった剣身を持つ他節剣、〝ソードウィップ〟へとその姿を変質させたのである。

「はあっ！」

　気合いと共にシャーロットがそれを振るうと、まさしくムチのように魔剣が弧を描いてナハトを狙う。

　多数の節を持つそれは、遠心力により先になるほど速度を増し、先端においては容易たやすく音速を超える。

「うおっ！」

　その予想外の速度の伸びに、咄とつ嗟さに頭部を逸そらして躱かわしたナハトが焦あせりの声を上げる。

　同時に鳴った、パン、という破裂音は剣の先端が音速を超えたがゆえに発するソニックブームだ。

「はええ……！　ただのムチとは別物だ、こりゃ……！」

　躱しきれず薄く斬り裂かれた頬ほおから血を流しながら、ナハトが呻うめく。

　従来のムチでも音速を超えることは可能だが、シャーロットの一撃はそれを遥はるかに上回っていた。剣全体に魔力が籠こめられており、それが加速を増しているからである。

　しかも、本来は大振りする必要があるため一撃の後に隙ができるムチと違い、シャーロットのそれは極端にモーションが小さい。

　故に、一撃が放たれた後も連続でそれが襲いかかってくる。

「そらそらそらっ！」

　声とともにシャーロットの斬撃が無数に放たれる。

　あまりの速度に、同時に幾度も斬撃を放っているかのように錯覚するほどだ。

「ちっ、まるで結界だな、飛び込めねえ……！」

　まるで球形であるかのように放たれるソードウィップの斬撃をナハトがそう評する。しかもただの結界ではない。入り込んだものをずたずたに切り刻む、恐るべき斬撃の結界だ。

　そして驚異はその速度だけではない。ソードウィップへと変ずることで圧倒的に伸びた間合いもだ。

　その有効距離、おそらく10ｍ以上。当然ながら、打撃を打ち込める距離ではない。

　このままでは一方的に切り刻まれ、ナハトが負けることは目に見えている。

「だが……どう見えようが、剣が一本であることは変わりがねえ」

　そう呟つぶやき、ナハトが拳を構える。

　そして魔剣の先端が己の領域に触れる、その瞬間。

「──ここだ！」

　その腕を横に振るい、魔剣を迎撃する。ナハトの手甲と魔剣がぶつかり、そして敗れたのは魔剣であった。

　ガギィン、と金属の砕くだかれる音が響き、魔剣アワリティアの先端部分が砕け散って周囲に散らばった。

「くっ……！」

　魔剣を砕かれ、その衝撃が伝わったシャーロットが呻く。

　その機を逃さず勢いよく前進しながら、ナハトが言う。

「やっぱり、剣の耐久度は落ちてたな……！」

　多節となれば、そのつなぎ目の耐久力は当然ながら落ちる。うまく速度が乗っている時に迎撃してやれば、剣は耐えられなくなり砕くだけ散る。ナハトの読みどおりであった。

　とはいえ、音速を超える一撃に己の一撃を合わせるなど常人のなせることではない。

「……やっぱり、あんたって凄すごいわ、ナハト。流石さすがに、このまま倒させてはくれないか。でも！」

　シャーロットが呟つぶやき、己の魔剣に魔力を流し込んだ。

　すると、砕かれたはずの魔剣の先端が蠢うごめき、そこに新たなる剣身を生み出した。

「はあっ！」

「うおっ！」

　再び放たれた斬撃を、ナハトが姿勢を低くして躱かわす。

　新たに生まれた剣身を見ながら、今度はナハトが呻うめいた。

「無尽剣アワリティア……そういうことかよ！」

　それは、初めて出会った時にシャーロットが告げた魔剣の名であった。

　無尽剣。尽きることのない刃やいば。それが魔剣アワリティアの能力ということか！

「だが……もう、合わせられないわけじゃねえ！」

　続いて襲いかかってくる魔剣に、再びナハトの腕が振るわれた。

　破壊音が響き、剣身が撒まき散らされる。また剣が伸び、振るわれ、砕かれる。

　それが幾度も行われ、その度にじわりと距離を詰め、ついにナハトはシャーロットまで３ｍ以内にまで到達することに成功した。

（距離は、十分……！　ここからなら、一足飛びで打撃を打ち込める！）

　そう、もう一度魔剣を砕けば、それが再び伸びるまでの一瞬に打撃を打ち込める。

　組み立ては十分。その一瞬を目指してナハトが感覚を研ぎ澄ませる。

　だがしかし。己の魔剣を幾度も砕かれたシャーロットが、怯ひるむことなく呟いた。

「──準備は、十分ね。いくわよ、ナハト」

　瞬間、ぞくり、とナハトの背筋を冷たいものが走る。

（……なんだ、この感覚っ……）

　それは、ナハトが今までの人生で幾度か感じたことのあるもの。

　そう、不意打ちを食らう時の感覚だった。

　何かと戦っている時に不意に増援が現れ、後ろから襲われる。もしくは何かに意識がいっている時に攻撃を仕掛けられる。そういう時に感じる、獣の勘。

　だが馬鹿な。今は、一対一の戦いの最中のはずだ。乱入者などいるはずがない。

　シャーロットの動きは止まっている。今なら飛び込める、いくべきではないか。

　だが、そこではっと考えがよぎった。

（……相手は魔剣だ！　常識が通用するか！）

　咄とつ嗟さに視線を背後に向ける。するとそこには、驚くべきことに、砕くだけ散った魔剣の欠片かけらが魔力を纏まとい宙に浮いていた。

「なにっ！」

　ナハトの呻うめきが終わるより早く、その欠片が真まっ直すぐにナハト目掛けて突撃してくる。

　弾丸のようなその一撃をナハトは躱かわそうとしたが、完全には成功せず、その左肩が斬り裂かれ血が舞う。

「ぐっ！」

　魔力体が擬似的な痛みを伝え、咄嗟に肩を手で庇かばうナハト。だが、その周囲を、浮き上がった魔剣の破片たちが取り囲んでいた。

「……ハメられた……！　シャーロット、てめえ、最初から俺に剣を砕かせるのが目的だったのか！」

「いいえ、できればこの手は使いたくなかった。手の内を見せることになるし。ソードウィップで倒せればそれが一番だったわ。けど……」

　言いつつ、シャーロットが腕を上げ、

「──ようこそ、ナハト。魔剣の結界の中へ。あんたはもう、籠の中の鳥よ」

　その手を、振り下ろした。

　瞬間、あらゆる角度から魔剣の破片が襲いかかり、ナハトの体を切り刻む。

「がっ……くそっ！」

　あちこちから出血しながらも、致命傷は避けながらナハトが後ろに下がる。

　しかしそこにシャーロットのソードウィップが襲いかかり、その太ももを斬り裂いた。

「ぐっ！」

（よしっ……！　機動力を奪った！）

　ナハトが苦痛の声を上げ、シャーロットが胸中で喜びの声をあげる。

　ナハトの爆発的な機動力、それこそが最大の脅威だった。だが足を怪け我がしてはそれも十分には活いかせまい。

「くっ……これがお前の魔剣の力ってわけかよ、シャーロット！」

「そういうことよ。無尽剣は、無限に剣身を作り出しその全てを武器とする魔剣。……もっとも、細かい部分は持ち主に合わせて変化するらしいわ。この能力は、私に合わせて作られたものよ」

　太ももを庇い、呻くように言うナハトと、冷たい瞳で答えるシャーロット。

　そうしている間にも魔剣の欠片が襲いかかり、ナハトはそれをその拳で迎撃して吹き飛ばした。だが。

「くっ……！」

　吹き飛んだ欠片はやがてピタリと空中で止まると、再びナハト目掛けて突撃を開始する。

　同時に襲いかかってきた破片を、ナハトは再びいくつも迎撃したが、それらはすべて壊れることもなく宙で止まり、再び攻撃を仕掛けてきた。

「無駄よ、ナハト。宙に浮いているものを殴っても力は逃げてしまうし、その欠片かけら……フロート・セイバーたちには、私の魔力が籠こめられている。私が命じる限り、何度でもあなたを狙うわ！」

　言いつつ、シャーロットがソードウィップを振るい、再び剣撃による結界を生み出した。

　下がるナハトにフロート・セイバーたちが追いすがり、その体を浅く斬り裂いていく。

「こりゃ、まいった。とんでもねえ能力だ、こっちも出し惜しみしてる場合じゃねえな！」

　感嘆の声を上げつつ、ナハトが右手の手甲を差し出す。

　それと同時に手甲が蠢うごめき、ナハトの指までを覆ってゆく。

「起きろ……魔[image: ]手甲アバドン！」

　そして、その言葉と共にその手甲が輝きを灯ともした。

「オラッ！」

　気合いの声とともにナハトが手甲を振るい、フロート・セイバーを叩たたき落とす。すると先程までとは違い、フロート・セイバーは勢いを失い、粉々に砕くだけて地面に散らばった。

「出してきたわね、ナハト……！　やっぱり、私の魔力も奪い取れるのね、それは！」

　それを見ながら、シャーロットが呟つぶやく。

　魔物の魔力を吸い取る手甲。ならば、人類種の魔力も奪えたって不思議ではない。その可能性は想定していた。そして、それを踏まえた上で勝てると判断したのだ。

「いけっ、フロート・セイバー！」

　シャーロットの命令とともに、フロート・セイバーたちがナハト目掛けて殺到する。

　ナハトがそれを迎撃しているうちに、シャーロットはソードウィップを振るい、その剣身をバラけさせ全てを宙に浮かせた。

「それ、自分でバラせんのかよ！」

　呻うめくナハト。そこにさらに数を増したフロート・セイバーたちが襲いかかる。

　それを迎撃しても、シャーロットはすぐに次を生み出しきりがない。

　だが、フロート・セイバー一つ一つに魔力を込めるなど尋常ではない。このまま魔力を吸い上げていけば自滅するのではないか。そう考えたナハトの淡い期待を、シャーロットが打ち砕いた。

「言っておくけど、私の魔力切れを待っても無駄よ、ナハト！　私の魔力量は、常人の数十倍……何時間だってやり続けられるわ！」

　その言葉のとおり、フロート・セイバーは尽きることなく生み出され続ける。

　体内に蓄えられる魔力量には、肺活量のように個人差がある。

　そしてシャーロットのそれは、他者よりも極めて大きい。また、操作系であるシャーロットはフロート・セイバーを操ることも非常に得意としている。

　並外れた魔力量、そして操作系としての力量。

　それらこそが、シャーロットを魔剣アワリティアの持ち主たらしめた理由であった。

「尽きない攻撃……なるほどな、こりゃ厄介だ……！」

　フロート・セイバーたちを叩たたき落とし続けながら、ナハトが呻うめく。

　このまま守っていては、すでに負傷しているこちらの体力が先に尽きてしまう。

「だが……飛び道具なら、こっちにもあるぜ！」

　呟つぶやいて、ナハトが両手をがちりと組み合わせた。

「いけっ……光を放て！　魔[image: ]手甲アバドン！」

　そして、次の瞬間、その先端から閃せん光こうが打ち出される。

「ッ……！」

　シャーロットに、戦慄が走る。

　それは吸収した魔力を破壊の閃光として放つ手甲の力であった。

　それが、フロート・セイバーたちを薙なぎ払いながらまっすぐに突き進んでくる！

「けど……それも、対策済みよ！」

　瞬間、シャーロットが前に突き出したアワリティアの刀身が一気に膨れ上がった。

　刃が円形に広がり、盾のようにシャーロットの前方を塞ぐ。そしてナハトの放った破壊の力がそれを直撃し、焼き、だがその端からさらなる剣身が生まれ……。

　そして、閃光の照射が終わると、そこにはそれを見事に防ぎきったシャーロットの姿があった。

「なにっ……！」

　両腕の手甲から激しく煙を上げながら、ナハトが呻く。

　目の前では、盾状に伸びたアワリティアを解除したシャーロットが荒い息を吐きながら笑顔を浮かべていた。

「はあっ、はあっ……！　どうよ、ナハト！　防いでみせたわよ……！」

　シャーロットにとっても、これほどの量の刀身を一度に生み出すことは容易ではない。

　だが、その剣身の盾は焼け焦げながらもたしかにナハトの一撃を防ぎきったのである。

　そして赤熱を放っているナハトの手甲を見ながら、シャーロットが再びフロート・セイバーを放った。

「それ、何度も撃てないんでしょう!?　見てればわかるわよ……自分にもダメージがあるって！」

　それは事実であった。魔力を閃光として放出するその能力には、大きな欠陥があった。

　撃てば手甲が焼け、持ち主であるナハトの両腕を焼くのである。

「……すげえな、シャーロット。たった一回見せただけで、対処方をすでに仕上げてたのか。お前は、大したやつだよ」

　フロート・セイバーを迎撃しながら、ナハトが呟つぶやく。

　あの日から、対策を練り実践するために鍛錬を積んできていたのだろう。

　おそらくは、ナハトを仲間として迎え入れるために。

「嬉うれしいぜ、そこまで俺を欲しかったのかよ。なら……俺も、全力だ」

　言いつつ、いまだ赤熱したままの手甲を構える。

　もう一度、光線を放つのは無理だ。こちらが持たない。

　だが、魔力を吸い取る力は使える。それに、手甲の力はそれだけではない。

「本当は、あんまり頼りたくないんだけどな。じじい、また魔拳を使うぜ」

　瞬間、相手に対して半身になり、左の拳を突き出した構えをナハトが取る。

　襲いくるフロート・セイバーたちに全神経を集中し、そして。

「魔拳一式──流水侵」

　ゆるりと動き出した両の拳が、襲いくる刃やいば、その全てを一瞬で叩たたき落とした。

「なっ……」

　シャーロットが驚きの声を上げる。

　フロート・セイバーたちは、ナハトの両の拳によって当たり前のように方向を変えられ、通り過ぎる過程で魔力を奪われ無効化されていく。

　荒っぽく殴っていただけの先程までとは、明らかに違う。

「くっ！」

　シャーロットが呻うめき、フロート・セイバーを一斉に放つ。

　だがあらゆる角度から放たれたそれを、ナハトはゆったりとした動作で流し打ち払う。

　まるで当たり前のように、最小限の動作、流れるような動きで雨のように降り注ぐフロート・セイバーたちを払っていく。そしてそのまま、じわり、とナハトが距離を詰め始める。

（どういうこと……まるで、別人みたいな動きじゃない！）

　焦あせりを覚えながらも、シャーロットがアワリティアを振るうが、それもまた方向をそらされ、力を流されてしまう。

　シャーロットの猛攻の中を、緩やかに侵攻するナハトの心は穏やかさを保っていた。

　そして、その脳裏に、魔拳の師との会話がよぎる。

『おい、小僧。どうしようもないほどの数の攻撃を凌しのぐのに、必要なことは何だと思う』

『何って……考えることか？　どうやればその状況を覆せるか』

『違う。ぜんぜん違う。考えてるようじゃ、間に合うもんか。いいか、〝考える〟ってのはな、おそろしく遅いんだ。なにしろ、脳みその奥まで行って情報を分析するからな。そんなことしてちゃ、とても間に合わん。だから、そんな時の最善は……〝考えないこと〟だ。体が当たり前のように動き、生き残るための最善の行動を取り続けること。そうして初めて、九死に一生を得られる』

『いや、簡単に言うけど考えなきゃ捌さばけねえだろ。手が勝手に動くわけじゃねえんだし』

『そうだ。だから正確には、周囲の物事に対する〝反射〟。そこまでで思考を止やめて行動を起こす、それが最善となる。これができれば、大体の攻撃は捌ける。そう、流れに逆らわず、ただあるべき所に歩み、あるべき所に力を加える。岩の隙間を通り抜ける水のように、柔軟に、穏やかに。それゆえ、その名は……』

　流水侵。

　魔拳の、その一である。

　ナハトの使う魔拳とは、魔術のごとき一撃を放つ拳では、ない。

　それは、持たざる者が持てる者に挑むためのもの。無能力者が魔術に対抗するための拳。

　その二者が闘うとして、始まりの状況が五分であることは、まずない。

　魔力を持つ者は、必ず優位性を持つ。

　それゆえ、持たざる者は、まず五分を目指さねばならぬ。

　相手の攻撃を掻かい潜くぐり、生き延び、己が仕掛けられる状況を作り上げる。

　それこそが魔拳の目指す先であり、それゆえにその始まりは相手の攻撃を凌しのぎ進むためのものでなければならない。

　その名の通り、ナハトは己を打ち砕くだかんと降り注ぐ攻撃の中を、流水が流れ込むがごとく進んでいた。

「くっ……！」

　徐々に追い込まれたシャーロットが、ナハトの死角からフロート・セイバーを放つ。

　だがそれすら、一いち瞥べつされることなく振るわれたナハトの拳によって、あっさりと無力化されてしまう。

（どうして背後からの攻撃がわかるの、どうして……！）

　シャーロットが胸中で恐怖にも近い声を上げる。

　ナハトにとっては、視線をそちらに向ける必要などまるでない。なぜならば、全ては目の前のシャーロットが操っているからだ。

　攻撃に移る時、人はどうしても〝殺気〟というものを放つ。僅かな瞳の動きや気負い、筋肉のこわばり。それらがどうやってもそれを匂わせてしまうのである。

　ならば、それさえ追えば相手の狙いは自おのずと知れる。

　そして、互いの距離が５ｍ以下になった、その瞬間。

　ついに、己の攻撃範囲へと侵入を果たしたナハトが吠ほえた。

「今だ……いくぜ、シャーロット！」

　雄お叫たけびとともに、ナハトが右手を構える。瞬間、右の手甲から後方に向けて轟ごう音おんとともに爆風が放たれた。ナハトが〝ブースト〟と呼んでいる能力である。

　そしてそれは、大きな推進力を生んでナハトの体を打ち出した。

「うおおおっ！」

「なっ……」

　光線だけではなかった。ナハトの魔[image: ]手甲アバドンにはこのような機能もついていたのか！

　シャーロットの心に、戦慄が走る。距離を一瞬で詰めてくるナハト、それに対してシャーロットは、咄とつ嗟さに先程、光線を防いだ剣身による盾を生み出した。

　剣身がぐるりと広がり、シャーロットの体を覆い隠す。

　だが、ナハトは怯ひるむことなくそのまま突き進み、そして。

「オオオオッ！」

　盾の表面に、渾こん身しんの力で拳を叩たたきつけた。

　瞬間、剣身の盾はその強烈な一撃に耐えきれず砕くだけ散り、散弾のようにその内側に飛び散った。それは盾の内側にいるシャーロットの体に突き刺さり、大きなダメージを与える……はずだった。

「……いねえ！」

　気づいたナハトが、思わず呻うめく。

　盾の向こう側に、シャーロットの姿はなかった。では、どこへ消えたのか。

　答えは、上空だ。盾が持たないと感づいたシャーロットは、咄嗟にその身を上空へと躍らせていたのである。

　結果的に盾は囮おとりとなり、また飛び上がるその動きを隠した。ナハトは大振りの一撃を放った直後で、かつ不意を突かれ、対応できないはずだ！

「……取った！」

　アワリティアをノーマルの剣状態に戻し、ナハトの頭部目掛けて振り下ろしながらシャーロットが吠ほえる。

　今から迎撃など間に合わない。完全なるタイミング。シャーロットは勝利を確信した。

　だが……しかし。

「うおおおおお！」

　ナハトが吠え、その左手が強烈な輝きを放った。

　右手による先程の一撃のように、左手が爆風によって打ち出される。

　上空の、シャーロット目掛けて。

　瞬間、魔剣と魔拳が交差し、そして。

　轟ごう音おんが、響き渡った。

「……がはっ……」

　決闘場に静寂が訪れ、何者かの苦痛の声が漏れる。

　そして……そこには魔剣を砕かれ、その腹部にナハトの拳を食らい、魔力体までをも砕かれたシャーロットの姿があった。

「わりいな、シャーロット……俺の、勝ちだ」

　ナハトが勝利を宣言し、そして、ややあって固まっていた生徒たちが一斉に湧き上がった。

「すげええ、転入生の勝ちだ！　魔剣の所有権が、移ったぞお！」

　わっという歓声が決闘場を包み込む。

　やがてぐらりとシャーロットの体が崩れて落ちてくるのを、ナハトが抱きとめた。

「大丈夫か？　わりいな、お前があまりに強いから、こっちも全力でやるしかなかった」

　心配そうに覗のぞき込むナハトに、腕の中のシャーロットが困った顔で答える。

「やめてよ、優しくしないで。惨めになるでしょ……」

　そして弱々しく微笑ほほえむと、気丈に告げた。

「負けたわ。勝てると思ったんだけど……やっぱり強いね、ナハト」

「シャーロットこそ。いい勝負だった……またいつか、やろうぜ」

　お互いを称たたえ合い、笑顔を向け合う。

　そんな二人に、生徒たちが惜しみない拍手を送った。




「──ナハト。約束の、魔剣よ」

　決闘デユエルが終わり、決闘場に備え付けられた個室。

　そこで、うつむき加減のシャーロットが鞘さやに収まった魔剣を差し出した。

　ナハトは小さくうなずいてそれを受け取り、手の中のそれをしげしげと見つめ、そしてわずかにその刃を鞘から引き出して見せながら呟つぶやいた。

「こうしてみると、ただの剣だな。やっぱ魔力のない俺が持ってもどうしようもねえか」

「まあね。でも、手に入れたという事実は大きいわ。これから、あんたに寄ってくる人も増えると思う。……大事にしてよね」

「ああ、もちろんだ」

　言いつつ、何気なくナハトが左手の手甲を上げる。

　すると、次の瞬間、その手甲の拳の部分がばかりと開き、そこに牙の並んだ口が出現した。

　そして、差し出されるままに、その口がばくりと魔剣アワリティアに噛かみ付くと……ゴギリ、と金属の割れる音が響き渡った。

「えっ？」

　目の前で起こっている事が理解できず、シャーロットが間の抜けた声を上げる。

　そうしている間にも手甲の口はバリバリと魔剣を噛み砕くだいていく。

「あっ、あっ、あっ……」

　ようやく理解の追いついてきたシャーロットが青い顔をしながら呟いたが、ついにその口は魔剣を柄まで噛かみ砕くだき、丸まる呑のみにしてしまった。

「……ちょっとおおお！　あんた、なにしてんのよおおお!?」

　そして全てが終わった後に、シャーロットが絶叫を上げながら手甲に飛びついた。

「馬鹿じゃないの!?　あんた、これ、私物じゃないのよ!?　学園のものを借りてるだけなの！　返さなきゃいけないのよ、わかる!?　しかも、これ、至宝魔具レガリアよ!?　とんっでもなく高価なの！　それを、こんなっ……。あんた、どうするつもりよぉ！」

　そう、魔剣はあくまで学園のもの。そして至宝魔具とは飛島フラクタルで見つかった古代人の遺産だ。並みの魔ギ具アとは、価値が違う。

　それを故意に壊したとなれば、どうなることか。

　もし弁償するにしても個人が返せる金額ではなかろう。となれば、激しく糾弾された後、新しい研究の実験動物とかに使われてしまうかもしれない。

　もしそうなった場合、渡した自分も同じ目に合わされてしまうのだろうか。

　嫌だ、悪名高き学園研究室に連れ込まれるのだけは……！

「落ち着けって、シャーロット。壊したわけじゃねえから。ほら、見てみな」

　そんなシャーロットをなだめるようにナハトがいい、また左の手甲を突き出す。

　するとその先端が再び開き、そこからずるりと剣の柄が顔を出した。

「えっ……！」

　またもや驚きの声を上げたシャーロットの目の前で、手甲からずるずると剣が吐き出され、やがてナハトの右手に収まった。

「ちょっと登録しただけだ。こいつ──魔[image: ]手甲アバドンは、至宝魔具を食って、その能力を取り込む力があるんだ。見てな」

　言いつつナハトが左の手甲を部屋の壁に向ける。するとその先端から、先程シャーロットの使ったフロート・セイバーによく似た刃やいばが勢いよく飛び出し、壁に突き立った。

「嘘うそ……。本当に、私のフロート・セイバーと同じ能力を……!?」

「いや……どうやら完全にってわけにはいかねえようだ。シャーロットが使ったのとは程遠い。俺の操作する能力が足りてないからか」

　それを見ながら、ナハトが悔しそうに言う。刃と手甲はワイヤーで繋つながれており、それを使えば色々とできそうではあるが、シャーロットのように自在に刃を操るとはいかないようだ。

「まあ、そのあたりは今後の課題かな。他の魔剣とはもっと相性が良いかもしれねえし」

「……驚いた。あんた、このために魔剣を集めたいわけ？　魔力を奪うだけじゃなくて至宝魔具の能力を取り込めるなんて、あんたそんな凄すごい魔具、どうやって手に入れたの」

「わからん。そしてそいつが問題なんだ」

　言って、ナハトが自分の腕に張り付いている手甲を眺めながら続けた。

「俺は、十年前より前の記憶がなくてな。気がついたら、瓦が礫れきの山の中で一人だった。んで、腕にはこいつがついてて、どうやっても引き離せねえ。周りは、おっかねえ魔物だらけ。そのままだったら、死んでたんだろうが……そこで、育ての親のジジイに会った」

　ナハトの言葉に、シャーロットが少し心配そうな顔をする。

「記憶が……。そう、大変ね……。それに、その人が命の恩人、ってわけね。それであんたはその人に育てられながら、その手甲で魔物たちと戦って力をつけたってわけ」

「ああ。この手甲は、魔物から魔力を吸収すると俺に分け前をくれる。倒す度に、俺の体も強くなってくんだ。魔力がないからわからないが、そのあたりは多分お前たちが魔力で体を強化してるのと同じ感覚だと思う。……けど、誤解しないでくれよ。こいつの力だけで強くなったわけじゃないぞ」

「そんなこと、わかってるわよ。私達たちだって、魔力だけでは強くなれないもの。正しくそれを練り上げて、技術も高めて初めて強くなれる。そもそも、あんたの技術には度肝を抜かれてるわよ」

　シャーロットは、ナハトが使ってみせた〝魔拳〟を思い出していた。

　内部から鉄球を破壊する打法に、攻撃を全ていなして進んでいく防御技術。いずれも、ナハトのような年齢でそうそう身につくものではない。

　生きるために、技術を磨き続けてきたのだろう。

　そう思わせるだけの深みが、ナハトの戦いぶりにはあった。

「あんたがこの学園に来たのも、魔剣を欲しがってたのも、その手甲の能力を高めるためだった、ってわけね。納得したわ」

「ああ、それも理由だ。もっと強くなりたいし、この手甲の謎も解きたい。なら強い相手と戦いながら手甲を強くしていく手段があるぞ、とジジイに言われてな。それに、学園にいれば色んな所に行く機会もある。そのうち、手甲のことを知ってる奴やつとも会えるかもな。そう言われて、まんまと乗せられたってわけだ」

「なるほどね……。まあ、話はわかったわ。あんたが一度魔剣を粉々にしちゃったことは秘密にしといてあげる。なにか、困ったことがあったら、言ってきて。記憶の事とか、手甲の事とか、できるだけ力になるから。……じゃあね」

　そしてそう話を切り上げて、シャーロットは背を向けて部屋から出ていこうとする。

　その背中に慌ててナハトが声を掛けた。

「あ、おい、待てよ。どこ行くんだ？」

「どこも何も……魔剣はもう渡したでしょう？　私の役割は終わったわ、そろそろ一人になりたいの。悪いけど放っておいて」

　決闘デユエルの内容に悔いがあったわけではない。自分の全力を尽くし、力の限り戦った。

　ただ、ナハトのほうが更に強かっただけだ。

　だがやはり、魔剣を失ったことはシャーロットにとって辛つらい事実であった。

　魔剣の使い手に選ばれ、これからはきっとうまくいくと信じていただけにその事実が重い。

（これからのことを考えないと……。負けて恥を晒さらしちゃったし、魔ま剣けん姫ひめとしての特権も失った。私を信じて送り出してくれた姉さんに申し訳ない……）

　シャーロットの国、イルルカ国は現在彼女の姉が女王として治めているが、財政はかなり苦しい。そんな母国を、自分がこの学園で活躍することで盛り返させてみせる、そう誓ってやってきたのにこの様だ。

　自分が情けない……。そう思い、少し背中を丸めて立ち去ろうとしたシャーロットの肩に、ナハトが手をおいて止めた。

「待てよ。まだ話は終わってないだろ。ほら」

　言いつつ、ナハトが魔剣を差し出した。

　シャーロットは怪け訝げんな表情でそれを見つめる。

「……何の真ま似ねよ？」

「この剣は、やっぱお前が持ってるほうが似合ってる。だから、ほら。持ってろよ」

「っ……何よ、馬鹿にしないでよ！　それはもうあんたのものなのよ、受け取れるわけないでしょ！」

　今の戦いを馬鹿にされたような気分で、カッとなったシャーロットが吠ほえる。

　だがナハトは冷静な顔で答えた。

「馬鹿になんかしてねえ。もちろん、タダってわけでもねえ。この剣は確かにもう俺のもんだ。だからお前に貸す代わりに、代わりのものを貰もらう」

「……代わりのもの、って……？」

「お前だよ、シャーロット。お前が言ったんだぜ、俺の能力と三年間には、魔剣と同等の価値があるって。それは、お前も同じだろ」

「えっ……」

　言いつつ、驚いているシャーロットの手に魔剣を無理やり押し付けて、ナハトが続けた。

「俺が魔剣を手に入れたかったのは、なにも強くなるためだけじゃない。言ったろ、全ての魔剣姫を倒すって。ここはいろんな国の権力者が集まる学園だぞ。それを一つにまとめ上げられたら……大きな事ができると思わないか」

「……大きいこと、って？」

　呟つぶやくように聞き返したシャーロットをじっと見つめながら、ナハトが告げた。

「〝大いなる災厄グレート・デイザスター〟」

「っ……」

　その言葉にシャーロットが息を呑のみ、ナハトが続けた。

「何十年かに一度大陸の上を横切り、大災害を引き起こす最大の飛島フラクタル。それを、学園中の人間が力を合わせれば征服することも可能になる。そうは思わないか」

「……正気なの？　今まで幾多の探訪者ヴアリアントが挑戦したけど、帰ってきた者はいないわ」

　大いなる災厄グレート・デイザスター。無数に空を飛び交う飛島の中でも最大最悪のそれは、上空を横切るだけで強烈な嵐を巻き起こし、地上を破壊し尽くす。地上に住む者たちはただそれから逃げ、耐えることしかできない。

　かつては神として崇あがめられていたというそれは、人類種が空を飛ぶようになってからも決して手の届かぬ存在であった。そして、それは十年前にも大陸を襲っている。シャーロットにとっては非常に忌まわしい因縁を持つ存在でもある。

　ナハトは、それに挑戦しようというのか。

「大変なのはわかってる。だが、いつまでもそんなもんに振り回されてるのは馬鹿みたいだと思わないか。蒼そう穹きゆうの騎士団は、決して手の届かなかった飛島をただの探索地にしてみせた。なら、大いなる災厄にだって同じことが出来るはずだ」

　そして、ナハトがシャーロットの目をしっかりと見つめながら続けた。

「それに、十年前。俺の記憶が途切れてる時と、大いなる災厄の前回の到来は時期が被かぶってる。俺には、明確じゃない断片的な記憶もあるんだ。この世の終わりみたいに荒れ狂う天地と、空を覆い尽くすような巨大な影。あれは……俺は、大いなる災厄だったんじゃないかと思ってる」

　そこでナハトは一旦言葉を切り、自分の腕についた手甲を指でなぞった。

「俺のこの手甲。こいつは、至宝魔具レガリアを食って自分の力にする。つまり、こいつ自身も至宝魔具のはずだ。だが、なぜ至宝魔具が俺の腕に？　その謎は、もしかしたら大いなる災厄に隠されてるかもしれねえ」

「そのために……自分の謎を解くために学園を統一しようっての？」

「それだけじゃねえさ。どうにも俺は、どうしても飛島ってやつに惹ひかれちまうんだ。いつだって、飛島が空を飛んでいたら飽きることなくそれを見てたもんだ。いつか、征服してやるぞってな。全ての飛島を制覇する事、それが俺の夢だ。大いなる災厄も、その一つってだけさ」

　そして改めてシャーロットに向き直り、ナハトが告げた。

「そのために、俺は、お前の力が欲しい。だから……一緒にやってくれないか。シャーロット」

　そのナハトの瞳は、強い光を灯ともしていた。

　それに撃ち抜かれ、シャーロットは目を離すことができない。

「……なによ、そんな、勝手な……。そんな事言われたって、私、もう魔ま剣けん姫ひめじゃないし、なのに、魔剣を持ってるなんて、そんな……」

　呆ぼう然ぜんとそう言い、だがそこで魔剣を抱きしめ、ふいに涙が零こぼれた。

　一度は失った魔剣。それが手元に戻ってきたこと、そしてナハトが自分を必要だと言ったこと。それが、なぜだかひどく嬉うれしかった。

「つまり、私はあんたの仲間一号ってわけね……。私みたいに、魔ま剣けん姫ひめ全員と戦って仲間に引き入れようってわけ」

「殴り合いだけで解決ってわけにはいかねえだろうがな。それで、どうなんだ。やってくれんだろ？」

　その言葉にシャーロットは俯うつむいてしまったが、やがて涙を拭うと顔を上げ、強気な笑顔で答えた。

「……いいわ。私もね、大いなる災厄グレート・デイザスターには恨みがあるの。それに、あんたって危なっかしいんだもの。私が見てないと、大変なことになりそうだもん。特別よ。特別に、相棒にならなってあげる」

「なんだ、その可愛かわいくない言い方。……ま、でも、お前らしいか。じゃあ、よろしくな。シャーロット」

　言いつつナハトが突き出した拳に、自分の拳を突き出してちょこんと当てた涙目のシャーロットが笑顔で答えた。

「うん、よろしく、ナハト。一緒に……やろう」
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「なるほどな。もうじきちっちゃい飛島フラクタルが学園の上を飛んで、それが来るまでに飛空船を用意しないといけねえのか」

　ナハトとシャーロットが決闘デユエルを行った翌日。

　放課後二人は中庭で落ち合い、ベンチに座って今後のことを話しあっていた。

「ええ。ついさっき学園長代理に確認してきたら、魔剣の権利が移ったなら、その探訪アクセスの任務を伝え引き継がせるようにって言われたわ」

　ナハトに答えながら、シャーロットが少しバツの悪そうな顔をする。魔剣は奪われたがナハトに持っているように言われた、そして彼と組むことにしたと告げた時のエレミアの顔を嫌でも思い出してしまう。

　失望と嫌悪の入り混じった苦々しい顔。相手にしてみれば、シャーロットに裏切られたようなものだ。怒るのもしょうがない。

（ごめんなさい、エレミア学園長代理……。でも、私、ナハトに賭けてみることにしたの）

　エレミアには悪いことをしたが、それでもこうすべきだと思ったのだ。いつか彼女もわかってくれる日が来ることを期待するしかない。

　そこで、考え込んでいたナハトが尋ねた。

「……なあ、頼み込んでアリアの船に乗せてもらうってのは駄目なのか？」

「駄目に決まってるじゃない！」

　その言葉に、くわっと目を見開いたシャーロットが吠ほえる。

「あいつと私は、子供の頃からずっとライバルなのよ！　そのライバルの船に、のこのこと乗せてもらうとか完全に格付けが済んじゃうでしょ！」

「わ、わかったわかった。だからそう怒るなよ」

　凄すごい剣けん幕まくのシャーロットをどうどうとなだめ、しょうがなさげにナハトが言った。

「……古い飛空船を修理してもらうってのは、駄目か？」

「古い飛空船？　うーん、私の知り合いに頼み込めば修理ぐらいは割安でしてもらえると思うけど。でも、古い飛空船なんてどこに……」

「よし、なら決まりだ」

　シャーロットの疑問を遮ってナハトが言い、ちゃらり、とポケットから鍵束を取り出すと、くるりと回しながら立ち上がった。

「取りに行こうぜ。飛空船をよ」




「……なに、ここ？」

　学園の敷地内の、その外れ。そこに立っていた、大きく古ぼけた施設を見ながらシャーロットが呟つぶやいた。ナハトに連れてこられたそこはあちこち傷んでいて、歴史を感じさせる。

「蒼そう穹きゆうの騎士団が昔使ってた施設、らしい。さて、と」

　言いつつナハトが鍵を取り出し、施設の扉に付いた鍵穴に鍵を差し込む。いくつかの鍵は外れだったが、やがて一本が噛かみ合いかちりと錠が開いた。

「……開いたか。ジジイの妄想じゃなくて安心したぜ」

「えっ……。ちょっと、その鍵、ここのだったの？　どうしてそんな鍵を、あんたが持ってんのよ……あ、ちょっと！」

　シャーロットが驚いた顔で尋ねるが、ナハトは答えず中に入っていき、慌てて後を追う。

　すると中にはがらんと、教室十個分ほどの広い空間が広がっていた。

「うわ、広い……。確かにここなら、飛空船ぐらい置けそうね。……空っぽだけど」

　内部を見て回りながら、シャーロットが呟く。もしかして飛空船のドックだったのだろうか、その内部にはあちこちに工具やなにかの機材が散乱していた。

「おい、シャーロット、こっちだ」

　ナハトの声が響いてきて、シャーロットがそちらに向かうと、部屋の端のそこには地下に続く長い階段があり、その先には大きなバルブの付いた鋼鉄の扉がついていた。

　それも、ただの扉ではない。気密性が高く周囲まで鋼鉄で作られた、恐ろしく堅けん牢ろうな扉である。

「なに、この扉……。私達たちの技術で作られたものとは、ちょっと違うような……まさか」

「そうだな。多分、古代人の手によるものだ」

　言いつつ、ナハトがそこについた一際大きな鍵穴に鍵を差し込む。かちり、と音がし、更に扉についた大きなバルブハンドルを回すと、ギギギ、ときしむ音がして鋼鉄の扉が開いていく。その先には、さらに地下に続く金属でできた階段が伸びていた。

「嘘うそ……これって、もしかして……！」

「ああ。地下迷宮に続いてるらしい。キールモール地下大迷宮に」

　キールモール地下大迷宮。キールモール魔術学園の地下に広がる、広大な古代人の遺跡の呼び名である。

　そこからは大量の魔物が這はい出してきて、かつては大いに人類種を苦しめた。キールモール魔術学園は、それを封じるためその上に作られた学園なのである。

「こんなところにも入口があったなんて……。まさか、ここに入っていくつもり？　無断での地下への立ち入りは、厳しく禁じられているわよ」

　ごくりとつばを飲みながらシャーロットが言う。

　地下迷宮への入り口は学園内にいくつかあり、そこへの侵入は教師たちの許可がいる。

　授業で立ち入ることもあるが、無断で入れば処罰の対象となるのだ。

「しょうがねえさ。ジジイの話じゃ、この先に自分たちの船を隠してあるらしいんだ。……蒼そう穹きゆうの騎士団が使ってた船を、な」

「蒼穹の騎士団、ですって？　嘘うそ、あなたの育ての親のおじいさんって、蒼穹の騎士団の関係者なの!?」

　シャーロットが驚きの声を上げる。

　蒼穹の騎士団は、最初の飛空船を作り上げ飛島フラクタルに到達した伝説の存在だ。その構成員は全員が各種族の天才であり、その一員であるということは何にも優まさる栄誉と言っていい。

「ああ、野郎がホラ吹いてるんじゃなきゃな。船ならくれてやるから勝手にやれってよ」

「勝手に、って……。蒼穹の騎士団が使ってた船が行方知れずなのは聞いたことあるけど、もし本当にあるなら伝説級の船よ。それを勝手に乗り回すなんて……」

「駄目か？　じゃあ博物館にでも寄付するか」

「ううん、持ち主がくれるっていうんなら貰もらいましょう。やったわ、凄すごいじゃないナハト！」

　くるりと掌てのひらを返して、シャーロットが喝采をあげる。

　古い船と言うからどんなボロが出てくるのかと思ったが、蒼穹の騎士団が使っていたものとなれば話は別だ。それだけでもとてつもない価値がある。

「そっか。じゃあ、あんたが蒼穹の騎士団を蘇よみがえらせるとか言ってたのは、そういうことなんだ。あんた、マジで後継者ってわけ」

「まあ、一応はそういうことになるのかもな。ジジイのお古ってのはあんまりいい気分じゃねえが。じゃ、早速……」

「あ、待って」

　そのまま地下迷宮に降りようとしたナハトを、シャーロットが手を引いて止めた。

「うん？　なんだよ、なんで止める？」

「なんでも何も。飛空船って、このすぐ下にあるの？　もし遠かったら、手ぶらで降りるなんてとんでもないわよ」

「ああ、そういや隠してあるって言ってたから探さないと駄目かもな……。そうか、水や食料、それに迷わないように印をつける道具が必要か」

　シャーロットの言葉に、ナハトが反省するように呟つぶやく。

　学内をうろつくのとは意味が違うのだ。準備は入念にする必要がある。

「ええ、本気で探索するならどれぐらい時間がいるかわからないわ。もう夜になるし、出発は明日の朝にしない？　都合よく自由日だし」

　学園は一週間のうち四日が授業で、残りは自由日だ。選択して授業を受けることもできるが、殆ほとんどの生徒が個人や騎士団単位で仕事に精を出している。

「ああ、そうだな。慌てて出発するとろくなことにならねえ。今日は見送りだな」

　ナハトは名残惜しそうに地下への入り口に目を向けたが、そう同意した。

「じゃあ、明日の朝一番に出発だ。寝坊すんなよ、シャーロット」

「あんたの方こそね」

　そう言って、笑い合う。

　なんだか楽しいことが始まっていると、二人して感じていた。
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　そして翌日。そこには、私服に着替えた軽装のナハトと、大きなリュックを背負ったシャーロットの姿があった。

「……お前、随分張り切ってきたなあ……。何が入ってんだ、その大荷物」

　シャーロットの背中のリュックを呆あきれた顔で見ながらナハトが言うと、赤い顔をしたシャーロットが答えた。

「しょっ、しょうがないでしょ、いろいろ考えたらこれぐらいの装備が必要って結論になったんだから！　ていうか、あんたが軽装すぎんのよ！　なにか用意してきたわけ!?」

「ああ、まあ水と携帯食ってやつは買ってきた。水と食料だけは常に切らすなって教え込まれてるしな。けどお前、そんな格好で戦えるのかよ」

「問題ないわ。魔剣も持ってきたし。あんたが戦ってるのをフロート・セイバーで支援ぐらいできるわよ」

　言いつつ、シャーロットが腰の剣を鳴らす。本来、魔剣の学園外への持ち出しは許可がいるのだが、まあ地下迷宮は学園の一部のようなものだろうし、と自分を納得させて持ってきてしまった。

「なるほど、そう考えると便利なもんだな。けどいいのか？　もし俺らが地下迷宮の中でくたばったら、魔剣の一本が行方不明になっちまうぞ」

「大丈夫よ、元老院はどうやってか魔剣を見つけられるらしいわ。そうじゃなきゃ、今までの歴史で一本も行方不明になってないなんてことないわよ」

　シャーロットが平然と言い、だがそこでにやりと微笑ほほえんでナハトの顔を覗のぞき込んだ。

「そういうあんたこそ、なんだか眠そうじゃない。楽しみで眠れなかったの？　あんた、旅行の前日とか楽しみで寝れないタイプなんだ」

「うっ、うるせえな、いいだろ」

　今度はナハトが赤い顔をして目を逸そらす。

　それをニヤニヤ見ながらシャーロットが続けた。

「やだテレてんの？　案外可愛かわいいとこあるじゃん。あんたのそういうとこ、初めて見たわ」

「ああ、もういいだろ！　それより早く行こうぜ、早く！」

　ナハトが照れ隠しにそう言いながら、扉を開け放つ。

　そして二人して扉をくぐると、そこには漆黒の闇が待ち受けていた。

「流石さすがに暗いわね。待ってナハト、光を出すから」

　言いつつシャーロットが右手の人差指をピンと立て、その先に魔力を集中させる。

　それがある程度が集まるとその魔力を光に変換し、ぽんと空中に打ち出した。

「はい、一丁上がり。これ、数時間は光を放ちながらついてくるから便利よ」

「へえ……器用なもんだ。やっぱ魔力があるといろいろ便利だな」

　空中にフヨフヨと漂っている光球を見ながらナハトが言うと、得意そうな顔をしたシャーロットが答えた。

「魔力があれば誰でもできるわけじゃないけどね。普通はこんな物でも結構な鍛錬が必要だから、道具を使うほうが賢いわ。ま、私は器用だから簡単にできるけど」

「はいはい、大したもんだ。さすがシャーロット姫。じゃ、行こうぜ」

　適当に返しつつ、ナハトが内部から扉にしっかりと鍵をかける。万が一自分たちがやられても魔物が外に出ないようにするためだ。

　それはもしかすると自分たちの首を締めることになるかもしれないが、仕方ない。

　そうして二人して階段を降り始めると、それは想像していたよりもずっと長く続いていた。石や木ではなく、金属製の階段。古代人の遺跡によく見られるものだ。そして数分かけてようやく階段を降りきると、そこは階段と同じく金属の壁で作られた通路だった。

　学園の廊下よりやや広い、三、四人が横に並べる、高さ５ｍほどの通路。

　そしてそこかしこに金属製の扉がついており、その中は部屋になっていて家具らしきものの残骸が転がっていた。

「使えそうなものは……ねえか。まあ、あったら蒼そう穹きゆうの騎士団が持ち出してるよな」

「ええ、でも元からなかったと思うわよ。古代人がいたのは千年以上前と言われてるもの。それだけの年月を超えて問題なく使えるのは、魔力結晶と至宝魔具レガリアぐらいじゃないかしら」

　言いつつ、シャーロットが腰の魔剣を鳴らす。飛島フラクタルで見つかったという魔剣は、おそらく古代人が作ったもの。それは千年以上の時を超えてもなお健在であった。

「しかし……さて、どうするか。こりゃ予想していたよりずっと複雑だぞ。部屋も恐ろしく多いし、道も複雑に入り組んでるようだ。どこをどう探したもんか」

　魔力の光に照らし出された周囲を見回しながら、ナハトが困った顔で言う。

　おそらくここは居住区かなにかだったのだろう。無数に並ぶ扉と複雑に繋つながった通路が続いている、この中をあてもなく探すのは流石に厳しい。

　だがそこで、なぜか近くの壁をじっと見つめていたシャーロットが呟つぶやいた。

「いや……なんとかなるかも。見て、ここに魔術文字がある」

「……見て、て言われても、何も見えねえぞ？」

　シャーロットが指差す壁をナハトが見つめるが、そこには何も見えない。

「普通には見えないわ。魔術文字は、魔力で文字を刻むの。それを見るには、魔視を使わないと。ええと、『船を求めるなら、矢印を追え』……これ、船の在あり処かまでの目印だわ！」

　シャーロットが驚いた声を上げる。文字の上には、矢印もついていた。これを追っていけということなのだろう。

「蒼そう穹きゆうの騎士団は、ちゃんと船を見つけられるように印をつけていてくれたのよ！　やったわねナハト、光明が見えてきたわ！」

「ああ、そりゃありがたいが……魔力がないと見えない文字か。ジジイめ、そのことを忘れてたか、俺一人じゃ見つけられないのわかってて教えやがったな」

　ナハトが思わず愚痴る。どういう意図かはわからないが、仲間と一緒でないと船は手に入らないようになっていたようだ。

「まあ、そのあたりはまたいつか問い詰めてやる。じゃあシャーロット、案内は頼む」

「ええ、任しておきなさい。ああ、伝説の船がもうじき手に入るかもしれないなんて、本当に楽しみね……！」

　などと、はしゃぎながら地下迷宮を進み始めた二人。

　だが、それが続くのはほんの短い時間だけであった。。
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「ああああっ、もう、何匹出てくんのよ！　ほんっとうにきりがないじゃない！」

　進み始めて数時間。そこには、次から次へと沸いてくる魔物に辟へき易えきし、悲鳴を上げるシャーロットの姿があった。

「おい、シャーロット、右だ！」

「えっ、わっ、きゃあ！」

　横合いから自分めがけて突っ込んできたガルムに、驚いたシャーロットが悲鳴を上げながら剣を振るう。

　その一撃はガルムの体を半ばまで斬り裂いたが、ガルムはなおも止まらず、シャーロットにぶつかってきてガチガチと歯を鳴らし噛かみつこうとしてくる。

「やだやだ、ちょっ、止まってぇ！」

　それを手で必死に抑えながら、シャーロットが悲鳴を上げる。するとナハトが飛んできて、ガルムの体を蹴りつけた。

「あっちいってろ！」

「ギャンッ！」

　ガルムは悲鳴を上げながら飛んでいったが、そうしている間に、通路の奥から頭に二本の角を持つ馬のような魔物、バイコーンが突っ込んでくる。

　高く蹄ひづめの音を鳴らしながら、槍やりのような角をまっすぐにナハトに向けるバイコーン。それはランスを構えた騎士の突撃さながらの勢いであった。

「くそっ、このっ！」

　その二本の角をナハトの両手が捕まえて抑えるが、バイコーンの勢いは凄すさまじく流石さすがのナハトも地面を削りながら後ずさる。それでもついにバイコーンの勢いを受け止めたところで、しかしバイコーンの口元に炎が灯ともった。

「やべえっ……！」

　バイコーンは口から炎を放射する能力を持つ。至近距離からのそれを浴びれば、火傷やけどは免れない。咄とつ嗟さに跳び上がってそれを躱かわそうとするナハト。だがその瞬間、バイコーンの身に無数の刃やいばが突き立った。

「オオオンッ！」

　刃はバイコーンの体に深く突き立ち、悲鳴が上がりバイコーンが倒れた。

「ふうっ……。サンキュー、シャーロット。良い援護だ」

　バイコーンの角から手を離してナハトが礼を言う。

「いいわよ、お互い様だし。けど……この地下迷宮、ほんと思った以上にやばいわね……」

　フロート・セイバーを飛ばしてナハトを支援したシャーロットが、魔剣を鞘さやにしまいながら答えた。

　地下迷宮に侵入してから数時間。複雑に入り組んだ通路を進むたび、そこかしこから魔物たちが集まってきてナハトたちを襲ってきた。

　最初は意気揚々とその相手をしていたナハトたちだったが、倒した数が二十を超えたあたりで疲労を感じ始め、三十を超えるとうんざりし始めた。

　そして今のバイコーンで実に四十二匹目。移動の疲れもあり、流石に辛つらい。

「ああ、それに暗くて時間の感覚が狂うのもやばい。今、何時だシャーロット」

「はいはい、ええと……うわっ、嘘うそでしょ、もう夕方になってる！　朝に出発したのに！」

　時計は午後五時を示していた。地下を進むうち、時間の感覚が狂っていたのだ。そこまで移動を続けていた自覚はなかったが、そうと気づくとどっと疲労が押し寄せてきた。

「まいったな。こういう時、疲労を自覚できてないのが一番やばいんだ。流石に一度、大きく休憩を取るか」

　途中で小休止は何回か取ったが、食事はとっていない。一度しっかりと休むべきだ。

　ナハトがそう提案すると、シャーロットががっくりと肩を落として同意した。

「賛成、無理して魔物の餌になるなんて冗談じゃないわ。……ていうか、この案内、本当に正しいわけ？　なんだか、右に行ったり左に行ったり、降りたり登ったり同じところをグルグルさせられてる気がするんだけど……」

　壁の魔術文字を忌々しげに睨にらみながら、シャーロットが言う。

　だんだんこれが悪意のあるものに思えてきた。

「かもな。よく考えたら、これが罠わなじゃねえって保証はねえし。今更言うのはなんだが」

「もうっ、それ私も考えてたけど言わなかったやつじゃない！　やめてよね、これしか当てにできるものがないんだから！　今から元来た道を手ぶらで戻るなんて絶対イヤよ！」

　帰るのはこの魔術文字を逆に辿たどればいいだけだから、迷う心配はない。

　だがこれほどの労力を使ってやってきたのに手ぶらで帰るなど、あまりにも勿もつ体たいないではないか。せめて何かの成果は手に入れないと。

　だがそれは、道に迷って帰れなくなる人間が陥りやすい思考でもあった。

「じゃあ小休止だ。食事と水分を取って、仮眠も取ろう。交代で見張りだ、いいな？」

「了解。じゃあ、通路より部屋に入ったほうがいいわね」

　言いつつ二人して近くの部屋に入り込み、入り口を見張れる位置に毛布を敷いて座り込む。そして一息つくと、シャーロットがリュックからいそいそとなにかを取り出した。

「ナハト、お腹なかすいたでしょ。一応、サンドイッチを作ってきたわ。食べる？」

　言いつつシャーロットがバスケットを開いてみせる。

　そこには色とりどりの具材が挟まった綺き麗れいなサンドイッチが並んでいた。

「おっ、気が利くな。さすがシャーロット」

「やだ、おだてても何も出ないわよ。ちなみに値段は……」

「金とんのかよ！」

　シャーロットがニコニコ顔で言い、ナハトがツッコミを入れる。

「冗談よ、冗談。流石さすがにこんな時まで金なんて取らないわよ」

「お前が言うと冗談に聞こえないんだよ……」

　ケラケラと笑うシャーロットに、ナハトが渋面で言う。

　シャーロットなら、本当に金を取ってきても不思議ではない。

「まあ何にしろ美う味まそうだ。じゃあさっそく……」

「あ、待って。ナハト、あんた魔物と殴り合ってから手を洗ってないわよね？　駄目よ、そんな手で手づかみなんて！」

「別に大丈夫だろ。洗うにしても、水が勿体ねえし。別にそれぐらい……あ、そうだ」

　そこで良いことを思いついたとばかりに、ナハトが大きく口を開いて言った。

「なら、食わせてくれよ。お前の指なら、まだ綺麗だろ」

「……あんたねえ……。はあ、まあいいわ。ほら」

　言いつつ、一応指をタオルで拭ってから、サンドイッチをナハトの口に運ぶ。それを一口かじった後、ナハトが驚いた顔をした。

「うめえ！　驚いた、シャーロットお前、料理得意なんだな！」

「大げさな、サンドイッチぐらい誰でも作れるわよ。ああ、ほら、がっつかないでよもう」

　持っていく端から、シャーロットの指ごと食べそうな勢いで食いつくナハト。困ったような声で言いつつも、シャーロットの顔には笑顔が浮かんでいた。

　妙に大人びた時もあるナハトだが、サンドイッチに大喜びしている姿はまるで子供だ。

（……結構可愛かわいいかも。私、案外子供が好きなのかしら）

　自分の作ったものを美お味いしそうに平らげる姿に感じるものがあり、シャーロットが思う。

　これが母性本能をくすぐられる、というやつだろうか。……いや、もしかしたらペットに餌をやる気分のほうが近いのかもしれない。

　やがてサンドイッチを平らげたナハトが、部屋の壁にもたれかかりながら満足気に言った。

「あーうまかった、ごちそうさん」

「どういたしまして。一応三日分ぐらいの量は用意してきてるから、まだ探索しなくちゃいけないようなら次もあるわよ」

「マジか、楽しみだ。正直、王女様のお前が料理できるなんて意外だぜ」

「王族、って言ってもうちは貧乏国だし、色々と苦労してるからね。料理ぐらい覚えたわ」

　そこまで言ったところで、シャーロットがぶるりと身を震わせた。

「寒い……。動き回ってる時はよかったけど、じっとしてるとやっぱり寒いわね……」

　日の差さない地下は常に冷気に包まれている。

　壁や床が金属で作られている地下迷宮となるとなおさらだ。

　上に羽織る物や毛布を持ってきてはいたが、それで足りるかどうか。

　するとナハトが自分の横を指差して言った。

「もっと側そばに来いよ。くっついてたほうが温かいぜ」

「……いいけど。変なことしないでしょうね？」

「したほうがいいか？」

「馬鹿」

　そんなやり取りをしながら、シャーロットがナハトの隣に座る。くっついていると触れ合った場所がほのかに暖かく、ほっとするものがあった。

　真っ暗な部屋の中をシャーロットの生み出した光が照らしているが、地下迷宮の中は恐ろしいほどの静寂が流れている。

　地の底で二人きり。死んでも誰にもわからない。今更ながら少し恐ろしくなってしまい、怖おじ気けを振り払うようにシャーロットが語りかけた。

「ねえ、ナハト、気づいたんだけどさ。あんたの手甲の光線を出すやつとか、推進力を得るやつ。あれとかも、もしかして違う至宝魔具レガリアの力？」

「ああ。こいつ……魔[image: ]手甲アバドンの力は、本来は魔力を食うことと至宝魔具の能力を取り込むことだけだ。残りは、旅先で偶然吸収したもの。そのおかげで、こいつの能力にも気づけたってわけだ」

「……ちなみに、偶然って、どんな感じで？　至宝魔具って、基本的に国宝みたいな感じで厳重に取り扱われてるはずだけど……」

「ああ、ジジイがとある国で命を狙われて逆に大暴れして、そこの王族が……」

「待って、やっぱり聞きたくない！　聞かないでおくわ、うん！」

　なにかヤバそうな話を始めたナハトの言葉を慌ててシャーロットが遮る。

　知らないでおいたほうがよい事は、世の中に結構ある。これはその類たぐいだ。

　そして一つため息を吐つくと、シャーロットが少し暗い声で呟つぶやいた。

「ねえ。ナハトって、全部の飛島フラクタルを制覇するのが夢だって言ってたよね」

「ああ。記憶がある時からずっと思ってたんだ。いつかあそこに行ってやるぞ、ってな。なんでか妙に惹ひかれるんだ。俺の目標だな」

「そう。……ねえ。こんな事を言うのはどうかと思うけど、あなたには知っておいてもらいたいから言うわ。私は……」

　そこでシャーロットは一度言葉を切り、そして吐き出すように続けた。
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「本当は、嫌い、なの。飛島フラクタルのこと。だいっ嫌い」

「なに？」

　その言葉に驚いたナハトが目を向ける。シャーロットは視線を落としたまま、目を合わせようとはしなかった。

「……飛島が嫌いなのに、それを目指す探訪者ヴアリアントの育成科に来たのか？」

「うん。ほとんど意地なの、私が学園に来たのは。なんとしても、飛島にやり返してやらないと気がすまなかったから」

　俯うつむいたまま、魔剣の柄を指でなぞりながらシャーロットが続けた。

「……十年前。あんたが言っていた、大いなる災厄グレート・デイザスター。それが、私の国を直撃した」

「…………」

　その絞り出すような言葉に、ナハトは黙って耳を傾け続けた。

「それが国を襲うことを知った私のお父様……つまり先王は、反対を押し切って、国中の力を結集して大いなる災厄への探訪アクセスを強行したの。いつまでもあんなものに振り回されることはない、必ず乗り込んで制してみせるって。でも……結果は惨敗。挑んだ船は全部落ちて、指揮を取っていたお父様も帰ってこなかった」

「……それからどうなった？」

「王や沢山の探訪者を失い、大いなる災厄の直撃まで受けたのよ。国は大いに荒れて、大国だった私の国はいくつにも分裂したわ。アリアの国も、その一つ。アリアの父親は特に大いなる災厄への探訪に反対していたから、その失望はすごかったと思う」

　目を瞑つぶって、シャーロットはその頃のことを思い出していた。

　怒号と悲鳴。王の無謀を責め立てる人々に、激しい内乱。

　まだわずか六歳だったシャーロットにとって、それは本当に恐ろしい体験だった。

「ナハト、よく聞いて。私も大いなる災厄をどうにかしたい気持ちは一緒よ。あなたと一緒にやっていこうと思ったのも、あれをどうにかできる日が来るかもしれないと思ったのもあるの。でも……」

　言葉を切り、縋すがるようにナハトの肩に手を触れ、シャーロットが悲しそうな瞳で告げた。

「お父様は、国で随一の偉大な魔術師だった。それでも、どうにもならなかった……。私と一緒に帰りを待っていたお母様も、心労がたたって倒れて、すぐに。だからね、ナハト。あなたが飛島に希望を抱いてるのはわかる。でも、無理だけはしないで。あれは、本当に恐ろしいものなの。誰かの人生を、台無しにしちゃうぐらい」

　シャーロットの潤んだ瞳。それを見つめ返しながら、ナハトが告げた。

「ああ、肝に銘じておく。……でもな。俺は挑戦したシャーロットの父さんたちが悪かったとは思わないぞ」

「えっ……」

「だってそうだろ、国を守りたいとか、民を安心させたいとか、その目標自体はすげえいいことじゃねえか。問題だったのは、それを乗り越えるほどの準備ができなかったことと、そして焦あせりすぎたこと。そうだろ？」

「……それは……」

　シャーロットが思わず言葉に詰まる。没落した王宮で、シャーロットはどこかで父親を恨みながら育ったが、確かに、そのとおりなのかもしれない。

　悪いのは、目標を持ったことではなく、それを叶かなえる力がなかったこと。

「だけど、いつか人類種は飛島フラクタルを全て征服する。ならそれは俺達たちの手でやってやろうぜ。……やられたままじゃ、悔しいだろ。奪われただけ、取り戻してやろう」

「……不思議ね。あんたが言うと、不可能じゃない気がするわ」

　微笑ほほえんで、シャーロットがナハトの肩に寄りかかる。

　昔から自分の中で渦巻いていた名状しがたいものが、今ナハトによって暴かれ、そして無害なものへと変わった気がした。

「あんたって、本当に不思議なやつね……」

　そこで急激に眠気が襲ってきて、まぶたが重くなる。

　そんなシャーロットに、ナハトが囁ささやくように言った。

「先に寝ていいぞ。見張りをしておく」

「うん、ありがとう」

　礼を言いながら、シャーロットの意識は急激に眠りへと落ちていった。

　夢を見ない、深い眠り。だが、そのどこかで、シャーロットはかつて幸福だった頃の匂いを嗅いだような気がした。

　父も母も元気で、皆が笑顔に満ちていた、あの頃の匂いを。
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「……ここ、か。どうやら、目的地はここみたいね」

　二日目。さらに半日以上も魔術文字を追いかけ続けたナハトたちは、ついに鋼鉄製の大きな扉の前にたどり着いていた。

　扉には大きく荒っぽい文字で『俺たちの船。勝手に使ったら殺す』と書かれていた。

「殺すって、ここまで苦労させておいて今更よねほんと……。道中、何度死にかけたことか」

　そのふざけた言葉を見ながら、ボロボロのシャーロットが不満をこぼす。

　服はあちこち破け、髪も顔も、埃ほこりやらなにやらで盛大に汚れてしまっている。

　魔物たちの襲撃は深く進むにつれより激しさを増し、今まで見たこともないような種類のものまで現れるようになった。

　特に天井に張り付いていて、下を通ると落ちてくるスライムは厄介な敵で、軟体なため剣が効かず、しかも服を最優先で溶かしてくるからたまったものではなかった。

　ナハトが魔力を奪い取って倒してくれたからよかったものの、もしそれがなければどうなっていたやら。

「っと、それはいいの。ナハト、鍵は？」

「ああ、今やる。あと使ってねえのは、これとこれか」

　言いつつ鍵束を取り出し、一つを鍵穴に差し込む。すると鍵がゆっくりと回り、カチリと音がして錠が開いた。

「よし、入るぜ」

「う、うん」

　二人して顔を見合わせた後、そう言葉を掛け合い中に入る。

　すると中にはひときわ広い部屋が広がっており、シャーロットの魔力光がその内部を照らすと……その中央に船が一艘、その威容を晒さらしていた。

「……凄すごい！　本当にあった！　ナハト、本当にあったわよ、伝説の船が！」

「ああ、あったな……！　嘘うそじゃなかったか、ジジイの話は……！」

　シャーロットが瞳を輝かせながら喝采をあげ、ナハトが笑みを浮かべながら答えた。

　そして二人して駆け出すと、船の状態を確認しだす。

　それは全長が50ｍほどの、フリゲート級と呼ばれる船の形状をしていた。

　船体の内部は二層構造になっており、同時に数十人が乗り込めるサイズ。

　荷を積める量はさほど多くないが、船速を重視する中型の船だ。

　だがその上部を見て、ナハトが落胆の声を上げた。

「おい、上の部分がしぼんでやがるぞ。もしかして、駄目なのか？」

　その言葉のとおり、飛空船の要である気球部分はへたれこんでしぼんでいた。

「ああ、ううん、中にはガスを詰め込むはずだから、今はそれを抜いてるだけじゃないかしら。穴でも空いてない限り、また詰めれば大丈夫なはずよ。それより、大事なのは船体の方だけど……」

　言いつつシャーロットが船の側面についた階段を登って、ブリッジに立つ。そしてあちこちを踏んだり触ったりしてみた後、満面の笑みを浮かべてみせた。

「すごい、全然しっかりしてる！　埃ほこりは被かぶってるけど、傷んでないよ、これ！　すごい、ずっとほったらかしにされてたとは思えないぐらい……！」

「側面も、穴とかは空いてねえな。数十年前の船にしちゃ大したもんだ！」

　ここまで来た疲れも吹っ飛び、二人してあちこちを見て回りながら喜びの声を上げる。内部の船室や操そう舵だ室しつも汚れてはいるものの健在で、むしろそれは神秘さすら感じさせた。

　そうしてひとしきりはしゃいだ後、だがふと真顔になったシャーロットが呟つぶやく。

「……待って。これ、どうやって外に出すの？　そもそも、どうやってここに入れたわけ？」

　そう、ここは地下迷宮の中なのだ。部屋は四方を壁に囲まれており、天井は妙に高いがもちろんある。

　地下迷宮の通路をこの巨大な船体が通るわけがない。見つけたはいいが、どうすればいいのか……そうシャーロットが考えていると、ナハトが部屋の隅に設置された大きなレバーを握りながら答えた。

「多分、これじゃねえか？　これを使えば、どうにかなんだろ。多分」

　言いつつ、ナハトがそのレバーをガシャリと動かす。

「あっ、ちょっと、そんな適当にっ……！」

　慌てたシャーロットが声を上げたが、その瞬間がくんと地面が揺れて、そのまま部屋全体が上昇を始めた。

「えっ、嘘うそ、なになに、どうなってるの!?」

　船体にしがみつきながらシャーロットが悲鳴のような声を上げる。その上空で天井が開いていき、そして二人のいる床がせり上がりきって止まった。

　そしてぽかんとした表情の二人が周囲を見回すと、そこは──。

「……最初の部屋じゃないの!!」

　そう、そこは二人が地下迷宮へと降りていった、学園の外れにある施設の中であった。

「なんてこと……あっちこち延々と回らされて、結局ついたのはここのすぐ下……。目と鼻の先に、あったんじゃないの！」

　へたりこんで、がくりと肩を落とすシャーロット。この二日間の苦労はなんだったのか。

「けっ、じじいのやりそうなこった。くそ、まんまと遊ばれたか」

　さすがのナハトも渋面を作り、瞳を閉じて呟く。

　もちろん、それは下手な相手に船が渡るのを阻止するための守りでもあったのだろうが、それならそうと教えていてくれれば話は早かったのだ。

　それをあえて黙っていた……いや、忘れていた可能性もあるが。なんにしろ、ひどい徒労感であった。

「だがまあ、船を手に入れたのは確かだ。と、なれば……」

　ナハトのその言葉に、元気を取り戻したシャーロットが立ち上がり声を上げた。

「そうだわ、確かに手に入れた！　なら、修理を手配しなきゃ！」

「ああ、そうだが……そういうのってすぐに呼べるものなのか？」

　ナハトが心配そうに尋ねると、シャーロットがにやりと笑って答えた。

「まっかせなさい！　こういうのに適任の相手を知ってるから！」
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「おっ……おおお……」

　そして、少し後。シャーロットに連れられてやってきた彼女……大きな眼鏡にそばかすだらけの顔をした背の低い女生徒が、その船を目にした途端呻うめき声を上げた。

「これがっ……これが、蒼そう穹きゆうの騎士団が使っていたという伝説の船！　凄すごい、凄いぞ、これを私が好きにしていいというのか！」

「いや、好きにしていいなんて言ってないわよ。修理を……」

「うおおおおお！　いいぞ、この船体、すでに五十年が経過しているはずなのに今なお光り輝いている！　蒼穹の騎士団のメンバーであるエルフが提供したという、神樹の木材か！　それをドワーフが特殊な技術で加工した船体は、壊れず、傷つかず、燃えもしないという……！　素晴らしい！」

　ツッコミを入れるシャーロットの言葉も聞かず、そばかすだらけの彼女は船に飛びついていってしまった。それを見ながら、ナハトがヒソヒソ声でシャーロットに尋ねる。

「おい、大丈夫かアイツ。なんかやばくねえか……？」

「う、ううーん、でもああ見えて天才だから……。彼女、ドワーフの国の王女様で天才技師として有名なのよ。名前はペルチェ」

　ドワーフは大陸南部に広がる山岳地帯に住み、技術に関しては他種族の追随を許さぬ種族である。成長しても人間の子供ほどまでしか身長が伸びず、男は髭ひげ面づら、女は子供のような外見をしている。

　キールモール魔術学園には探訪者ヴアリアントを育てる学科の他に技術者を育てる学科も存在し、彼女はそのうちの飛空船技師を育成する学科の生徒なのだ。

「天才ねえ。つっても、俺達たちと同じ一年生だろ？　本当に船なんか修理できるのかよ」

　ナハトが胡う散さん臭くさげに言うと、船の手すりから顔を覗のぞかせたペルチェが言った。

「安心したまえ、私は十歳の頃には船を一から作り上げたことがある。経験に関しては、君たち多種族の技師なんぞには決して負けない自信があるぞ！」

「聞いてたのかよ……」

「おっといかん、機関室機関室！　いちばん重要な場所を確認せねば！」

　ナハトが呆あきれているうちにもペルチェがとてとてと甲板を走っていき、機関室に続く床の扉をあけて飛び込んでいく。そして少しの沈黙の後、また大声で叫びだした。

「ふおおおっ、なんだこれは！　どうなっている、馬鹿な、これはまさか古代人の残したパーツか!?　そんなものをどうやって組み込んで……いやそうか、ここでこうやってこのパーツを使って制御しているのか！　あと、これはっ！　おおおお！」

　中でドタンバタンと騒音が響き、ペルチェの叫びも尽きることなく聞こえてくる。

　そんな様子を呆あきれきった顔で見ながら、ナハトが言った。

「ほんとに大丈夫か、あいつ……。完全にやばい奴やつだろ、あれ。どういう知り合いだ？」

「ま、まあ一芸に秀でる人は変わってる人が多いから……。彼女の父親と私の父親が懇意にしてたの。お父様が飛空船を用意するためにドワーフを頼っててね、その時の知り合い」

　苦笑いを浮かべながら、シャーロットが答える。

　そしてたっぷり一時間以上をかけ、二人がすっかり待ちくたびれた頃にペルチェが機関室から這はい出てきて、油まみれの姿で叫んだ。

「いけるぞ、動く、十分動くぞ！　動力である魔力結晶と炉心もそのまま、流石さすがにパーツのいくつかは駄目になっているが、最新のものに交換すればいける！　こいつは飛ぶぞ、十分に！」

「本当!?　じゃあ……いけるのね、私達たち！　飛島フラクタルへ！」

「ああ、いけるとも！　私が必ず飛ばしてみせる！　久しぶりに滾たぎってきた、見ていたまえ、この船を最新の技術で蘇よみがえらせてみせよう！」

　そして、手を取り合って笑い声を上げながら二人してグルグルと回り始める。

　そんな二人の様子を見守りながら、ナハトが小さく呟つぶやいた。

「そうか。ついに、いけるんだな……飛島へ」
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「……ごめんなさい。もう一度、先生に説明してもらえる？」

　学園の職員室で、ナハトたちに説明を受けたワフリナが不思議そうな顔で聞き返した。

「ですから、蒼そう穹きゆうの騎士団の飛空船を手に入れたので、ナハトを団長にして騎士団を立ち上げたんです。それで、もうじき飛島に行くんで先生に顧問になってもらいたいと」

「待って、最初のところで思考が止まっちゃってついていけない……。蒼穹の騎士団って、あの伝説の？　その船を手に入れたって、どうやって!?」

「ええと、それは……」

　ワフリナの言葉に、シャーロットが思わず口ごもる。勝手に地下迷宮に行って見つけてきました、とはちょっと言いづらい。もしかしたら怒られてしまうかも。

　そう考えていると、そこでナハトが耳を指でほじりながら平然と答えた。

「落ちてた」

「落ちてるわけないよねえ!?　先生、まさかそんな雑な嘘うそをつかれるとは思いませんでしたよ！」

　そのふざけた態度に、ワフリナがぐわっと吠ほえる。

「そもそも、それが本当だとしても所有権はどうなるんですか、それ！　学園の物として、そして貴重な資料として永久保存されてもおかしくないですよ。勝手に自分たちのものにするなんて、許されるとは……」

「ああ、その点は大丈夫だ。学園長代理に確認したら、好きにしていいってよ」

　ナハトたちはすでに学園長代理であるエレミアに確認を取っていた。

　最初は渋面を作って話を聞いていたエレミアも、ナハトたちが飛空船の鍵を持っていること、そして育ての親に勝手に使えと言われたことを告げると、深い深い嘆息の後、顔を上げずに『勝手にしろ』とだけ呟つぶやいたのである。

「ほ、ほんとですか？　ま、まあ学園長代理がおっしゃるのなら構いませんけども……。それにしても、騎士団の顧問、ですか。うーん……」

「はい、騎士団には必ず顧問の先生が必要だと聞いたので。先生、どこにもついてませんよね？　飛島フラクタルにいくのにも、いろいろ指導してくれる顧問の先生が必要なんです。空いてる先生、なかなかいなくて……。だから、どうかお願いします！」

　両手を合わせてシャーロットが拝み倒すと、ワフリナがため息とともに答えた。

「しょうが、ないですね……。生徒に頼まれたら、断れないですし。ううっ、これでまたお仕事が増える……」

「やった！　これで船と騎士団と顧問の先生、全部用意できたわよ、ナハト！」

「ああ、ようやくだな。これでようやく準備完了だ！」

　二人がわっと歓声を上げる。それを微笑ほほえましく見ながら、ワフリナが尋ねた。

「それで、騎士団の名前はどうするんですか？　考えてありますか？」

「ああ、それなんだけど……ナハト、考えてる？」

　シャーロットが話を振ると、ナハトが顎に手を当てて考え込む。

「そういや考えてなかったな……。蒼そう穹きゆうの騎士団って名前までいただくのは、流石さすがにな」

　そして悩んでいると、そこで職員室に入ってきた二人連れの生徒がナハトたちに気づいてひそひそと話し始めた。

「見ろよ、赤毛だ。魔力ゼロ野郎が、職員室で何やってんだ？」

「隣りにいるのは、それに負けた情けない魔ま剣けん姫ひめのシャーロットか。魔力ゼロの赤毛と、部下ゼロの情けない魔剣姫。お似合いだぜ」

　そしてチラチラ視線を向けながら馬鹿にしたように笑い合う。それに気づいたワフリナが、怒った顔でその二人組に声を掛けた。

「ちょっと、聞こえてますよ！　君たち、同じ生徒をそんな風に……！」

　だが、それを遮るようにナハトが呟いた。

「それだ」

「それだ……？　それだって、なにが？」

　シャーロットが尋ねると、ナハトは満面の笑みで答えた。

「ゼロだよ。ゼロの騎士団だ。魔力ゼロ、ゼロから始める騎士団。俺たちに似合いだと思わないか？」

「……まあ……そうかも。でも、そんなんでいいの？」

「ああ、これ以上ねえ。これで決まりだ。ゼロの騎士団。悪くないじゃねえか」

　シャーロットがやや呆あきれ気味に言うと、ナハトはそう返しその二人組に声を掛けた。

「おまえら、サンキューな。お礼に決闘デユエルしてもいいぜ。どうだ、いっちょやっとくか？」

「えっ、あっ……。やべっ、用事あるんだった！」

　声を掛けられた二人組は怯ひるんだ顔をし、そして情けないことを言いながら逃げていく。それを呆れた顔で見つつも、ワフリナが続けて質問した。

「それで、団員は何人ぐらい集めたんです？　船を動かすにはそれなりの人数が必要なはずですけども。流石さすがに十人ぐらいは集まりましたか？　経験のある操そう舵だ手しゆも必要になるでしょうし」

　その言葉に、ナハトとシャーロット、二人の動きがピタリと止まった。

「……」

　そして沈黙したまま、二人がすっと真顔になりワフリナのほうを見つめる。

　怖くなったワフリナが、キョロキョロと二人の顔を交互に見つめながら呟つぶやいた。

「……えっ？　何、この空気……。なんなの……？」
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「あははははははは」

　そして飛島フラクタルに向かう当日。そこにはナハトたちの船の操そう舵だ室しつで舵だ輪りんを握るワフリナの姿があった。

「あはははははははは。……え、なんで？　なんでこうなるの？」

　顧問の仕事は、生徒たちの頑張りを後ろで応援するだけだと思っていたワフリナが、引きつった笑みを浮かべる。

　ナハトたちの船が停泊しているここは、学園の飛行場。時間は早朝であり、今は飛島まで飛行するための最終調整を行っているところだった。

「しょうがねえだろ、先生。手数が足りねえんだから。俺たちは何かあった時に船を守らなきゃいけないから、船の操作は先生に任せた」

「任せないで！　先生、舵かじなんて二、三回しか握ったことないから！　操舵手なんて、無理だからぁ！」

　操そう舵だ手しゆとは、船の舵だ輪りんを操って実際に船の進路を決める者のことを言う。飛空船は円形の舵輪を回して旋回方向を決めるように出来ており、さらに高度や速度を調整する役割も操舵手が担うのだ。

　それは非常に重要な役割であり、船に乗る全員の命を預かる身分と言える。

「大丈夫です、一度も握ったことがない私達たちよりはマシだから！　それにこの船、少人数でも動かせるように設計されてるそうなんで、きっと大丈夫です！」

「大丈夫なわけないじゃないですかあああ!!　少人数って言っても、普通、四人で飛空船なんか動かせないからあああ！　練習もろくにできてないですしいい！」

　舵輪を握れるよう大きな箱の上に乗ったまま、ワフリナが泣き言を言う。ワフリナの身長では舵輪を握ることも、そこから前方を目視することも不可能なので箱が必要なのだ。

　ワフリナは確かに飛空船を操作したことがあったが、航行中に少し握った程度の話である。それをぶっつけ本番で操縦だなどと、無む茶ちやが過ぎる！

　そんなワフリナに、横で船の最終調整をしていたペルチェが声を掛けた。

「安心してください、先生。調整は完璧です。いろいろ手間取って、完成が当日になってしまいましたし試験飛行もまだですが、私の計算では92％の確率で完全に飛びます」

「残りの８％は何!?　その８％ではどうなるの!?　先生、すっっっごく不安なんですけども!?」

　二人が言い合っている間にも、ナハトたちは甲板の点検に余念がない。

　船が飛んだ時に色んなものが固定されていないと、大変なことになる。二人の表情は船が飛ばないかもなど一切心配していない、実に楽しそうなものであった。

　さらに、その二人の周りではペルチェの魔具人形ゴーレムたちが忙しげに作業を続けていた。

「いやあ、まさかペルチェが一緒に乗ってくれて、魔具人形まで使わせてくれるなんて思わなかったわ！　本当にありがとうね！」

　魔具人形、とは極小の魔力結晶を内部に搭載し自立する機械のことだ。メタリックなボディに顔のない人形のような姿をしたそれらは、ペルチェの命令に従って重い荷物の搬入や簡単な作業の手伝いをしてくれるのである。

「構わんさ。私も、この船が飛ぶところを見たいのでね。なにしろ手間をかけまくって最新のパーツを取り付けたからな、はたしてどれほど速度が出るか……。くくく、楽しみだ。実に楽しみだ」

　嬉うれしそうなシャーロットにそう返事をしつつ、眼鏡を光らせてニタニタとほくそ笑むペルチェ。それを困った顔で見ながら、恐る恐るシャーロットが尋ねた。

「そう言えば、修理にかかる費用を相談せずに始めちゃったけど、そんな凄すごいパーツ使ったの……。ち、ちなみにいくらぐらいかかった……？」

「聞きたいか？　そうだな、大体ええと……ひいふうみい……」

「まっ、待って！　やっぱりいいわ！　あ、後払いだものね、後払い……！　いつか必ず返すから、今はその話はやめましょう！」

　考えながら指を何本も折っていくペルチェを、シャーロットが慌てて静止する。

　今は返す当てがない。金額を聞いても気が遠くなるだけだ。

「ふふ、まあ安心しろ。すぐに返せとは言わんさ。それに、私も一度飛島フラクタルには足を踏み入れてみたかったからな。渡りに船というやつだ。団員でない私に機会を与えてくれるのだ、当分は貸しておくさ」

「そう、なら良かったわ。じゃあそろそろ指定の時間よ。飛ぶ準備に入らないと」

　シャーロットがそう言い最終確認をしようと船の甲板を見回す。するとその時、船にかけられた階段を登って誰かが姿を現した。

「……伝説の蒼そう穹きゆうの騎士団の船を手に入れたって話、本当だったのね……。ふん、こんなボロ船で飛ぼうってんだから、正気の沙汰じゃないわ」

「あっ……アリア！」

　それは、魔ま剣けん姫ひめの一人、アリアであった。

　アリアは船のあちこちをしかめっ面で見回しながら、なおも続ける。

「まあ貧乏なあんたにはお似合いじゃないの、シャーロット。……それにしても、負けた相手と仲良く騎士団なんて立ち上げちゃって、あんたって本当にプライドがないわね」

「……なによ、嫌いや味みを言いに来たわけ？　あんたは」

　いきなりの言い様にシャーロットが白い目を向けると、アリアがそっと視線をそらした。

「別に……そういうわけじゃないわよ。ただ、私は、その……」

　そう言いつつ、アリアはちらりとナハトの方に目を向ける。

「うん？」

　見られていることに気づいたナハトが見つめ返すと、アリアは赤い顔をして慌てて目を逸そらした。

「ふ、ふん、まさかシャーロットに勝って騎士団を立ち上げるなんて、思っても見なかったわ。ま、あんたがどれだけできるか怪しいもんだけど、せいぜい頑張ることね」

「おう、サンキューな。お祝いしに来てくれたのか」

「べ、別にそんなんじゃないわよ！　皮肉の通じないやつね！」

　ナハトが笑顔で答えると、アリアが慌てて吠ほえる。

　そしてそのとき、後ろからもう一人が甲板に上がり声を掛けてきた。

「こんにちは、まさか本当に船を用意するとは思わなかったわ。一緒に乗っていってもらうつもりだったのに。騎士団の立ち上げもおめでとう、ナハトくんにシャーロットさん」

「ストリア先生！」

　それは眼鏡の教師、ストリアであった。彼女はたおやかに微笑ほほえんでアリアの横に並ぶ。

「それにしてもすごい船ねえ。これが飛島フラクタルに初めて到達した飛空船なのね、興味深いわ」

　船を興味深げに見回しながら言うストリア。そして、いまわしそうな表情のアリアが告げた。

「とにかく、あんたたちのオンボロ船が本当に飛ぶのかは知らないけど、一緒に来るなら離れず付いてきて頂戴。先導は、私の船がするから。はぐれて墜落しちゃっても、知らないからね」

「うん、了解。流石さすがにガレオン級のあんたんとこの船より遅いってことはないと思うけど、ピッタリついていくわ」

　ナハトたちの船の側そばに停泊しているアリアの船は、ガレオン級という大型の飛空船であった。大量の人員と積み荷を詰め込める反面、速度ではやや劣る。

　大きな魔力結晶を備え豪華な外見を持つ、一年生であるアリアのものとしてはあまりに不釣り合いなそれは、彼女の父が娘への贈り物として用意したものだ。

　大いに金をかけて建造されたその船の名は、〝愛いとしのアリア号〟。アリアは何度もやめてとお願いしたのだが、父はこの名前にすると言って聞かなかったのである。

　そしてそんな彼女の騎士団の名前は、その名も〝アリア様親衛隊〟。

（流石に、どういうセンスしてんのかと思うけどね……）

　シャーロットが心の中で思う。王であると同時に商売人として一代で国を築き上げ繁栄させている彼女の父は、娘の名前そのものを商品化したいのであろう。……ただの親バカである可能性もあるが。

　そんな事を考えていると、アリアが操そう舵だ室しつを見回しながら尋ねた。

「それと、何かあったら通信するから。この船にもさすがに積んであるのよね、通信機は？」

「ああ、最新のものを積んだ。通信できる距離もかなりのものだ、二、三十キロ程度なら問題なく通信できるだろう」

　その質問に、操舵室から顔を覗のぞかせたペルチェが答える。

　電波を飛ばして離れた相手と通信する通信機は最近ようやく普及しだした最新技術だ。探訪者ヴアリアントの生存率を飛躍的に高めてくれると期待されている。

「いいわ、それで……この船の名前は？」

　アリアのその質問に、ナハトとシャーロットが顔を向け合う。

「……そう言えば、伝説の船、伝説の船って呼んでて名前は知らなかったわね……」

「たしか、教科書に書いてあった気がするんだが……。なんだったかな」

　とぼけたことを言う二人に、ペルチェが呆あきれ顔で答えた。

「〝リベルタス号〟だ。操舵室の壁のプレートにもそう書いてあっただろう」

　リベルタス。自由を意味する言葉だ。蒼そう穹きゆうの騎士団たちは、乱世の時代に自由を求めてその名をつけたのであろう。

「もちろん今の所有者は君なのだから改名してもいいだろうが、どうするかね」

「いや、そのままでいいだろ。船に名前をつけるのは、いつか自分の船を作ってもらう時の楽しみにとっとくさ」

「そうね、お古じゃなくていつか船を新造したいわよね。ま、その前にお金稼ぎ頑張らないとだけど！」

　和気あいあいと言い合うナハトたち。

　その光景からそっと目をそらし、アリアが背を向けながら言った。

「じゃあ、もうすぐ発進するから。ちゃんとついてきなさいよね。いきましょう、先生」

「ええ。それじゃあ皆さん、あちらで会いましょう」

　そう言葉を残しリベルタス号を降りていくアリアとストリア。

　だが階段を降りきると、可愛かわいい顔を歪ゆがませてアリアが吠ほえた。

「……なによ、楽しそうにしちゃって！」

　ナハトたちが決闘デユエルをし、さらに組んで新しく騎士団を立ち上げたことは、アリアにとってショックな出来事であった。

　いつか自分の手で倒すと決めていたシャーロットが敗れたこと、そしてナハトの下についたこと。更に、ナハトがシャーロットを自分の騎士団に招き入れたこと。

　そのどれが最もショックだったのかは自分でもわからないが、とにかく面白くない。

「フン、見てなさいよ、すぐに格の違いってやつを見せつけてやる！　あんなオンボロ船と数人の騎士団で、私の騎士団に勝てると思うんじゃないわよ！」

　苛いら立だたしげに地面をバンバンと踏んだ後、怒り顔でアリアが自分の船に向かう。その後に続きながら、ふとストリアが後ろを振り返り、呟つぶやいた。

「ふふ、本当に良かったわ。これで……」




　そして発進の時間となり、愛いとしのアリア号が発進し、リベルタス号の番となった。

「いいですか、先生。基本的には私と私の魔具人形ゴーレムでフォローします。先生は言われたとおりにやってくれたら大丈夫です。いいですか？」

　甲板の後尾中央に設置された操そう舵だ室しつ。視界確保のために周囲を強化ガラスで覆われたそこで、忙しそうに魔具人形たちに命令を下しながら、ペルチェが言う。

「はっ、は、はいっ、え、えと、まずはこれを押すんでしたっけ!?」

「駄目です先生、それは自爆ボタンです」

「なんで自爆ボタンがついてるんですかあ!?」

　そう言っている間にも、ナハトの操作で上部の袋にガスが送り込まれていく。

　飛空船が飛ぶ仕組みは、まずこのガスで袋を満たして浮力を得る。さらに船体下部に貼り付けられた〝魔素に反発する〟素材を稼働状態にすることで〝魔素の上を滑っていく〟ように飛行するのである。

　リベルタス号の船体がふわりと地面を離れ、船体の左右に付いた、方向を決めるための羽状のマストがシャーロットによって展開される。

　さらに機関部に設置された、魔力結晶から力を取り出す装置〝魔導エンジン〟が動き始めた。魔力結晶が封じ込められた装置内部に特殊な液剤が注入され、それに刺激を受けた魔力結晶が大気中の魔素と反応してエネルギーを生み出す。

　そのエネルギーは機関部を通るうちに燃焼へと姿を変え、リベルタス号背部の噴射口に火が灯ともり……そして、ペルチェが吠ほえた。

「魔導エンジン、出力安定。今です、先生。加速レバーを入れてください！」

「はっ、はいっ！」

　指示のままに、ワフリナが舵だ輪りんの横についたレバーを勢いよく入れる。するとその瞬間、噴射口からとてつもない勢いで炎が吹き出し、そして砲弾が打ち出されるような勢いでリベルタス号が急発進した。

「きゃああああっ!?」

　甲板に居たシャーロットが、あまりの勢いに悲鳴を上げる。

　そのまま船から投げ出されそうになった彼女を、船のへりにしがみついたナハトが受け止めた。そして抱き合ったような姿勢のまま、船の進む先を見つめながら喝采を上げる。
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「やった、飛んでるわ、ナハト！　私達たちの船が、飛んでる！」

「ああ、やったな！　しかも、すげえ速度だ！」

　船の先には、青空。

　そこには、雲ひとつない、自由な空が広がっていた。

　そして、操そう舵だ室しつでも同様に壁にしがみついたペルチェが満面の笑みで喝采を上げている。

「あはははは、これはすごい！　まさかこれほどまでの速度が出るとは！　やはり一部のパーツを最新鋭に換えただけで大化けしたな！　さすが伝説の船！　細部まで神がかった設計をしているだけはある！」

「言ってる場合ですかあああ！　これ、どうやって減速するのおおお！」

　対照的に、舵だ輪りんにしがみついて半泣きで言うワフリナ。

　そんな彼女たちに、またたく間に自分の船を追い抜かれたアリアが怒りの通信を寄よ越こした。

『ちょっと！　私の船を、追い越してんじゃないわよお！』
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「──おい、そろそろ目的の飛島フラクタルに接近するぞ」

「えっ、もう？」

　リベルタス号が発進してから一時間足らず。

　遠くの山々や飛んでいく鳥たちを甲板から楽しげに見ていたシャーロットに、操舵室から顔をのぞかせたペルチェが告げた。

「学園の側そばを通る飛島だからな。。予想通り、ごく近い距離まで来てくれていた。天候も晴天で、運が良かった。……見ろ、見えてきたぞ」

　言いつつペルチェが指差す先、そこには渦巻く雲の塊があった。

「……？　なんだよ、島なんて見えねえじゃねえか」

　ナハトが不満げに言うと、ワフリナがちっちっと指を鳴らしながら得意げに言う。

「ナハトくん、授業で教えたはずですよ。飛島の周囲には、〝旋風層〟という空気の渦ができていて常に雲を纏まとっていると。だから半端な船では近寄ることすらできないのです」

「ああ、そういえば地面から見た時は常に周囲に雲があったな。……でも、下からは島が丸見えだよな？」

「ええ、でも下からは入れませんよ。飛島の下部にはこの船にも使われている〝エメルシア鋼〟が埋め込まれているのです。それが魔素に反発して浮力を生み出し、旋風層はそのせいで発生しているらしいです。だから、飛島の下はエネルギーが渦巻いていてとても近づけません」

「なるほどな……。千年以上もエネルギーなしでも稼働し続けるシステムか。古代人ってのは、本当に大したもんだな」

　ナハトが関心して呟つぶやくうちに、愛いとしのアリア号からアリアの通信が入った。

『これから旋風層に突入するわ。船体の大きいこっちが先行するから、あんたたちはついてきなさい』

「了解。気をつけてね、ここで落ちちゃう船も多いらしいから」

　その通信にシャーロットが返事をする。実際、まだ技術がしっかりしていなかった初期には粗雑な作りの船が何隻も落ちている。

　そしてややあって愛しのアリア号が旋風層に突入を開始した。巨体の船は小揺るぎもせず、渦巻く雲を断ち割るように真っすぐ進み、続いて同じコースにリベルタス号が向かった。

「いくぞ、全員操そう舵だ室しつに入れ！　防護壁、展開！」

　興奮した様子のペルチェが叫び、リベルタス号の甲板の縁から一斉に金属製の障壁が上がった。それは甲板を取り囲み、飛び込んだ旋風層の暴風から船を守る。

「う、うわあ、視界が悪い……！　そもそも、雲の中なので見えないですけども！」

　どうにか視界を確保しようと頭を突き出しながら、ワフリナが泣き出しそうな声で答える。障壁は一部が強化ガラスになっており、そこから一応前方や周囲は確認できたが、それでもかなり視界が悪い。

　雲の中を、ひたすら真っすぐに進むリベルタス号。荒れ狂う風に船体が揺れ、もしかしてこのままバラバラに砕くだけ散るのではないかと不安になる。

　だがやがて、旋風層を切り裂き……リベルタス号が、それを抜けた。

「出たっ……出ました！」

　ワフリナが喝采を上げ、そして計器類を確認したペルチェが微笑ほほえんでスイッチを戻した。

「数値に問題なし。さすがだな、大型の船でもないのにたやすく抜けてみせた。防護壁、解除」

　ウィイインと音を立てて防護壁が下がっていき、周囲が見やすくなる。

　すると、船の先には、圧倒的なまでに青い空と、そしてそこをゆく島があった。

「見て、飛島フラクタルよ！」

「おおっ……。飛島の上部を見るのは始めてだ。ああなってたんだな……！」

　シャーロットが甲板に飛び出して叫び、それに続いたナハトが感慨深げに呟く。

　グリーン・ウィルという通称の通りその飛島の地表には植物が生い茂り、そして無数の建物の残骸のようなものが見えた。

　島の直径は５㎞ほどであろうか、街一つ分ほどの大きさがある島が浮いている様は壮観であったが、これでも飛島では最小クラスだと言う。その不思議な景色に目を奪われるナハトたち。だが、そこでワフリナが焦あせった声を上げた。

「見てください、愛しのアリア号が襲われています！」

　その言葉に、一同が一斉に視線を巡らす。すると、前方を飛ぶ愛いとしのアリア号の周囲に、羽の生えた黒い何かが無数にたかっているのが見えた。

「……ガーゴイル！　飛島フラクタルの番人と呼ばれる魔物か！」

　ガーゴイルは、人のような体にコウモリのような羽を持った飛行型の魔物である。

　飛島の側面の岩場に巣を作っており、近づくものがあれば一斉に襲って破壊し尽くす悪夢のような化け物だ。

　あらゆる島に存在し、探訪アクセスの初期には、旋風層を抜けてもその襲撃により多数の船が落とされたと言われている。

「おい、苦戦してるみたいだぞ。なにやってんだ、アリアのやつ！」

　その言葉のとおり、愛しのアリア号はあちこちに張り付かれ攻撃を受けていた。

　その船体や気球は強固な素材で作られているので簡単なことでは破壊されないが、それでも限度というものがある。

　そしてその甲板では、アリアが不ふ甲が斐いない部下たちに一生懸命指示を出していた。

「なにやってんのよ、敵を近づかせないで！　魔力砲はどうなってるの！」

　魔力砲とは、愛しのアリア号に多数搭載されている兵器のことである。使用者の魔力によって砲弾を打ち出す兵器で、優秀な遠距離攻撃の手段として積まれていることが多い。

「すみません、それが、的が小さいのでなかなか狙いがつけられず……！　それにいろいろと急で混乱していて、うまくいきません！」

「いきません、じゃないのよ！　旋風層を出たら敵が来るわよって言っておいたでしょう、もう！」

　怒りを顕あらわにするアリア。船は立派だが、乗っているのは練度の低い一年生ばかりだ。

　訓練は積んできたが、咄とつ嗟さの判断が遅い。

（いや、それだけじゃないか……。敵が多すぎるのもあるわ）

　この飛島はすでに何度も探訪済みで、魔物もかなり数が減っているという話ではなかったか。それが、今この船に群がっている数はおそらく百以上だ。

　アリアの部下たちが怯ひるむのも仕方ないのかもしれない。

「私が、やってみせるしかないわね……。魔導剣スペルビア。あなたの力、借りるわよ！」

　言いつつアリアが船首に向かいながら、腰の剣を引き抜く。

　鋭い輝きを放つ、細身の刃やいばが姿を現した。だがそれを、アリアは剣としては用いなかった。

　それを逆手に持ち、柄の後方に付いた丸い玉、それを杖つえのように掲げると、アリアが叫ぶ。

「炎よ！」

　瞬間。愛しのアリア号の前方に、５ｍほどもある巨大な火球が出現した。

「っ……！　おい、なんだありゃ、すげーな……！」

　リベルタス号の甲板でそれを目撃したナハトが呟つぶやく。その眼前で、巨大な火球は渦巻くように突き進み、船に向かっていたガーゴイルの群れを轟ごう音おんとともに焼き払った。

「アリアよ、アリアが魔剣の力を使っているんだわ！　魔導剣スペルビアで、自分の魔術を強化しているのよ……！」

　横でその光景を見ていたシャーロットが声を上げる。その効果を、シャーロットは聞いたことがあった。魔導剣スペルビアは、持ち主の魔術を強化する剣。それを使いこなせば、たった一人で要塞を吹き飛ばすことも可能になるという。

「確かにすごい威力だ、だがあれでは張り付いた敵はどうにもできまい。苦しい状況は変わらないぞ」

　ペルチェのその言葉通り、更に寄ってくる相手はそれで倒せても、すでに張り付いた敵はどうにもならない。騎士団アリア様親衛隊の団員たちは自身の魔ギ具アを手にして必死に応戦しているが、追いついていない状況だ。

　その時、ナハトが舵だ輪りんを握るワフリナに告げた。

「おい先生、船をあっちの船にできるだけ近づけてくれ」

「えっ、どうするつもりですか？」

「いいから、早いとこ頼む」

「はっ、はい……！」

　大きく舵かじを切り、速度を上げて愛いとしのアリア号に接近するリベルタス号。そしてナハトは船の手すりに飛び乗ると、何をするつもりかと見ている一同の前で一言。

「じゃ、ちょっと行ってくるわ」

　そう言葉を残し……船から、飛び降りた。

「えっ、嘘うそっ……！　ちょっと、何してんのよ!?」

　驚き、慌てて手すりに飛びつきナハトが飛び出した先を覗のぞき込む。

　するとその視界の中でナハトが左手を突きだし、そこから何かを打ち出した。

「あっ、あれっ……！　私のアワリティアをコピーした力！」

　その言葉のとおり、それはナハトの手甲が新たに吸収した力、手甲からワイヤーで繋つながれた剣先を射出する能力であった。

　それは勢いよく飛び、ガーゴイルへと突き立つ。

「ギャッ！」

「よし、巻き上げろ！」

　ガーゴイルが甲高い鳥のような悲鳴を上げ、次いでナハトが叫ぶと、ワイヤーが巻き上げられ急激にナハトの体を引き上げる。そしてそのままの勢いで飛び、巻き上げきった瞬間、ナハトの右拳がガーゴイルの顔にめり込んだ。

「ギャアアアッ！」

　絶叫が上がり、ガーゴイルの体が砕くだけ散る。ナハトの体も再び重力に引かれて落ち始めるが、次の瞬間にはまた剣先を撃ち出して別のガーゴイルに突き立てた。

　手甲の魔力吸収能力を起動させ、次から次へとガーゴイルを飛び移り撃破しながら、ナハトが楽しそうに呟つぶやく。

「やっぱ便利だな、これ。名前は……ソード・アンカーにするか」

　そのままソード・アンカーと名付けたそれを頼りに飛び回り、時には愛いとしのアリア号の側面に張り付いて空中戦を繰り広げるナハト。それに気づいたアリアが、それを見ながら呆あきれきった声を上げた。

「何やってんのよ、アイツ！　頭おかしいんじゃないの!?」

　まあ助かるけど、と呟いたその時、ナハトの後方から巨体のガーゴイルが襲いかかろうとしていることに気づいて、船の手すりから身を乗り出して叫んだ。

「ナハト、後ろ！」

　その声にナハトが振り返った瞬間、ガーゴイルがその鋭い爪を振りかざした。

「シャアッ！」

「うおっ！」

　爪を振り下ろすガーゴイルと、咄とつ嗟さに身を捻ひねって躱かわすナハト。だが態勢が崩れてしまい、続けて襲いかかる次の一撃を避よけられない、と思われた瞬間。

　無数の刃やいばが飛来して、ガーゴイルの体を撃ち抜いた。

「ギャッ!!」

「シャーロットか！　ナイスアシスト！」

　ナハトのその言葉のとおり、それはシャーロットが打ち出したフロート・セイバーであった。リベルタス号の甲板から、シャーロットが援護を行ったのである。

「おらよっ！」

　フロート・セイバーを喰くらい悶もん絶ぜつするガーゴイルにソード・アンカーを打ち込み、ナハトが追撃の拳を叩たたき込む。首、胸、腹、各部に強烈な一撃を食らったガーゴイルは、落ちていきながら体を砕け散らせた。

　そのままシャーロットのフロート・セイバーと共に何匹ものガーゴイルたちを倒し、またそれを踏み台として跳び上がりながら、ナハトが周囲を見回し状況を確認する。

「なんとかなったみてーだな。逃げていきやがる」

　その言葉通り、ガーゴイルたちは状況がまずいと判断したのか、愛しのアリア号から離れて飛び去っていく。魔物も、死ぬまで闘うばかりではない。勝ち目がない、と判断すれば逃げる程度の知恵はあるのだ。

「よし、戻るか」

　呟いて、ソード・アンカーを打ち出しリベルタス号の手すりに絡め自分の体を引き戻すナハト。そして平然とした顔で戻ってきたナハトに、シャーロットが呆あきれ顔で言った。

「あんたって、本当に無む茶ちや苦く茶ちやね！　落ちたらどうしようとか思わないわけ？」

「そんときゃお前たちが拾ってくれると信じてたさ。良い援護だったぜ、サンキューな」

　そして前方を確認しつつ、ナハトが呟つぶやいた。

「さあて、邪魔はなくなったし着陸だ。いよいよだな」
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「じゃ、じゃあ、着陸させますよっ……させますからねえ!?」

「先生、腰が引けすぎです。いつでもどうぞ」

　先行して着陸した愛いとしのアリア号に続いて降りるため、へっぴり腰で足をガクガク揺らしながら言うワフリナに、ガスの量を調整しながらペルチェが答える。飛空船の浮力が落ちていき、やがてゆったりと着陸を果たす。

「ふう……うまくいきました」

　汗を拭いながらワフリナがいい、そこでナハトが船から飛び出した。

「よっし、一番乗り貰もらった！」

「あっ、ナハト、ずるい！」

　すたりと着地したナハト。そして感触を確かめるように何度も飛島フラクタルの地面を踏みしめる。

「へえ、踏んだ感じは普通の地面と全然変わらねえな。言われなきゃ、飛んでるってことすら気づかなさそうだ」

「ほんとだ……。思ってたよりずっと安定してる」

　後を追って飛空船から飛び降りてきたシャーロットも同じようにしながら呟く。

　そして二人して物珍しそうにキョロキョロと周囲を見回し始めた。飛島の大地には起伏がなく、短い芝生のような植物が生い茂っており、そしてあちこちに建物の残骸と思おぼしき物が散乱しているため見通しが悪い。

　そしてその中央辺りには、なにか大きな高い建物の残骸が顔をのぞかせていた。

「なんだか寂しい景色ね……。どうして古代人たちはいなくなっちゃったのかしら」

「…………」

「……？　ナハト？」

　シャーロットが問いかけてもナハトは答えずに、真面目な顔で飛島の端からじっと下を見下ろしている。

「ねえ、どうしたのよ。なにか見えるの？」

「えっ……。ああ、いや……」

　不審に思ったシャーロットが顔を覗のぞき込むと、ナハトは少し驚いて顔を上げた。

「……なんだか、この見下ろす景色に見覚えがあるなって思ってな」

「やだ、何言ってるの、あんた飛島フラクタルに来たことがあるわけ？　そんなわけないじゃない」

「……ああ、そうだよな。そんなわけねえよ。既視感、ってやつかもな」

　笑いながら言うシャーロットに、頭を掻かきながらナハトが答える。

　不思議な感覚だった。そんなわけはないのだ。だというのに、いつか、自分はこのような場所に立っていた気がする。

　そして、隣には白い衣装を身に纏まとった背の高い誰かが立っていて、幼い自分になにか大事なことを言っていたように思えるのだ。

　自分の両腕には、その時すでに手甲が付いていて、それで……。

「ちょっと二人とも、遊びに来たんじゃないですよ！　はしゃいじゃ駄目じゃないですか」

　そこで思考を断ち切るようにワフリナの声が響いた。

　振り返るとそこには、少し怒った表情でこちらを見ているワフリナが立っている。

「船のことを先生に任せきりにして。本来はあなたたちの船で、先生はただの手伝いであることを忘れちゃ困りますよ！」

「ああ、わりい先生。これで許してくれ」

　言いつつ、ナハトがガシリとワフリナの両耳を掴つかんだ。

「あっ、ちょっ、何をすっ……」

「うりうりうり」

「あっ、あっ、あっ、ちょっ、駄目、そんなさわさわしちゃっ……あ、あ、あ、あ、あ、あああああああっ！」

　ナハトの両手の指がさわさわと耳を上下にこする度に、ワフリナが声を上げる。つま先をピンと立たせ、その快楽に抗あらがえないまま情けない声を上げ続けた。

「だあっ、先生になにやってんのよ、馬鹿！　離しなさい！」

　赤い顔をしたシャーロットが吠ほえると、ようやくナハトはワフリナの耳を離し、ワフリナはどさりと地面に座り込み、悩ましいポーズで荒く息をつき呟つぶやいた。

「て、テクニシャンすぎます……。ナハトくん、恐ろしい子……」

　だがそこで、いつのまにか側そばに来ていたアリアが呆あきれきった表情で呟いた。

「あんたたち、なにやってんの……」

「おっ、アリア、よう。無事着陸できてよかったな」

「……別に、あんたに助けて貰もらったおかげじゃないから。勘違いしないでよね！」

　言いつつ、少し赤い顔でそっぽを向くアリア。それを見て、シャーロットがどんよりとした目を向けた。

「あんたはまたそういう、ツンなのかデレなのかよくわかんないことを……」

「は、はあ!?　何の話よ！　私はただ、事実を言ってるだけよ！」

　真っ赤な顔で慌てて言い返すアリア。そこで教師ストリアがやってきて、いつもの笑顔で言った。

「さあ、みなさん。日の出ているうちに探索を終わらせるには、のんびりしている時間はありませんよ。早く移動を開始しましょう」

「ああ……そういや、どこを探索するんだ？　もう漁あさられ尽くした島だって話だったが」

「島中央にある、一番大きな建物よ。そこの地下に、大規模な何かの施設跡があるらしいの。……そうですよね、ストリア先生？」

「ええ。私は何年か前にここに来たことがあるのですが、中央の遺跡地下に隠し通路をみつけたんです。その時はもう時間的にギリギリで十分に探索できませんでしたが、こうして機会が訪れたなら探索すべきだと学園運営に進言させてもらいました」

　アリアの問いかけに、ストリアが笑顔で頷うなずく。

　それを聞いて、シャーロットが関心した様子で言った。

「へえ、そういうことだったんだ。それが今回の私達たちの任務ってことね」

「そういうこと。どう、ストリア先生は凄すごいでしょう。いつも冷静でなんでも知ってて、本当に頼りになるんだから」

　得意げなアリア。その横で、ストリアはただ微笑ほほえんでいる。

　それを見ながら、ナハトがワフリナに小さな声で呟つぶやいた。

「……なあ、ワフリナ先生。ストリア先生って、元は魔戦士マグスなんだよな？」

「え？　ええ、そう聞いています。大手の騎士団に所属していて、その関係で学園の教師になったと。それがなにか？」

「いや、別に」

　ストリアをじっと見ながら、ナハトが答える。やがて移動が始まり、ナハトたちは全員でそれに加わることになった。

　そして大荷物を抱えた非戦闘員のペルチェが、付いてくる気満々で目を輝かせる。

「さあ、いくぞ！　自分の目で直じかに飛島フラクタルのテクノロジーを目にする機会だ、絶対についていくからな！」

「わかったわかった、置いてきゃしないわよ。でも、船の守りは大丈夫かしら」

「ああ、武装させている魔具人形ゴーレムに守らせるから多分大丈夫だ。半端な魔物ならどうとでもなる。あちらの騎士団も守りにそれなりの数を残してくれるらしいし、安心したまえ」

「うーん、でも少しだけ不安ですねえ。じゃあ先生が残って、甲板で日向ひなたぼっこをしつつ皆さんの帰りを待っ……」

「ワフリナ先生には引率として絶対に付いてきてもらいます」

「うえーん！　ストリア先生がいるんだからいいじゃないですかあ！」

　などという呑のん気きな会話を終え、一行は瓦が礫れきの中を縫うように飛島を進み始めた。

　どうやら古代人の居住区であったらしいそこは石材や木材の瓦が礫れきだらけで、その中を進みながらナハトが思いついたようにアリアに言った。

「なあ、どうせ中央にいくなら、もっと近くに船を着陸させりゃ良かったんじゃねえか？」

「駄目よ、瓦礫だらけでうちのガレオンは降りられそうもないし、なにより飛島フラクタルに降りる時は島の端に止めるのがセオリーよ。もし周囲が開けたところに着陸しちゃって、全方向から魔物に襲われたらどうするのよ」

「ああ……なるほど。いざという時に船を守るには、そのほうがいいのか。確かにな」

　何かを防衛する時は、攻められる方向を減らすのが最善だ。

　その点、背後が飛島の崖ならば守りやすい。

　とはいえ空を飛ぶ魔物だっているのだし、島から逃げ出すとなった時、船が遠いと大変だ。どちらが良いかは怪しいところではないかと思うが、結局はそのほうが生存率が高かったという探訪者ヴアリアント達たちによる経験則なのであろう。

「しかし凄すごいわね、本当にこんな飛んでる島に人が住んでたんだ……。古代人って、どんな外見してたんだろう」

　物珍しそうに瓦礫の山をキョロキョロしながら、シャーロットが呟つぶやく。

　するとペルチェが眼鏡の位置を直しながら説明を始めた。

「外見は、ほとんど君たち人間と同じだったようだぞ。良い状態で見つかった骨や資料を調べた結果だとな。むしろ人間は古代人の末まつ裔えいでは、とドワーフの間では言われている」

「へえ。じゃあ古代人は滅んだんじゃなくて、一度何らかの理由で文明を失って、それからもう一度、私達人間となって文明を築き上げたってこと？」

「かもしれない、というレベルの話だけどな。でもそうなると私達ドワーフやエルフ、獣人なんかは何なのかって話になる。まだまだ謎が多いのだ、古代人には。……ああ、あと国に戻ってこんな話をするなよ。君たちの社会は理性的な我らドワーフと違い、王だとか宗教関係のあれこれだとかで非常にややこしいだろう」

「わかってるわよ、確かにこんな話ができるのは学園や飛島の上だけね」

　種族の成り立ちという問題はとても微妙で、種族や国によって神が生み出しただとか王の一族が作り上げただとか、そういう〝常識〟が存在する。

　それは権威に直結しており、迂う闊かつに触れてはならない領域なのだ。

　そこで、面白くもなさそうに話を聞いていたナハトが口を挟んだ。

「それもだが、もっとでっけえ謎もあるよな。つまり……〝なんで古代人は飛島を作ったか〟ってやつだ」

「うん、それが一番謎よね。こんな凄いものを作れる古代人がなんで滅びたのかも謎だし、なんで作らなくちゃいけなかったのかも謎だわ」

　ナハトの言葉に、シャーロットが同意する。

「空に逃げたのだとしたら、それは地上に逃げなくちゃいけない相手がいたってことよね。古代人を脅かすほどの存在……なんだったんだろう？」

　そこで、アリアが口を挟んだ。

「馬鹿ね、シャーロット。そんなの決まってるじゃない。魔物よ、魔物」

「魔物？　魔物が、古代人を滅ぼしたっていうの？」

「ええ、そうよ。考えてもみなさい、飛島フラクタルには常に魔物がいるのよ。そして、私達たちがやってくると一斉に襲ってくる。あいつらは、生き物なら何でも襲うのよ。なら、古代人はあいつらにやられたと思うのが自然じゃない」

「……たしかに。空に逃げたけど、魔物たちは空まで追いかけてきて大繁殖し、古代人を滅ぼした。空を飛ぶ魔物もいるんだから、ありえないことではないわ」

　そこで、今度はナハトが口を開いた。

「でもよ、そうなると今度は魔物ってなんだよってなるけどな。あいつらは自然から離れすぎてる。他の動物と同じように自然発生したにしちゃ、不自然すぎるぜ」

「それよね。そもそも、あいつらどうやって増えてるのかも謎だわ。食料なんてないであろう飛島フラクタルでもずっと生息してるし。生き物なのかどうかも怪しい……私達人類種はずっと魔物と戦い続けてきているのに、未いまだに相手のことがわからないというのは不気味だわ」

　などと生徒たちが話に花を咲かせていると、そこでワフリナが周囲をキョロキョロしながら呟つぶやいた。

「そういえば、この島、上陸してからずっと魔物の気配がないですね……。少ないはずだ、とは聞いていたけど予想以上ですねこれは」

　その言葉に、アリアが同意の声を上げる。

「たしかにそうね。不気味なぐらい静かだわ、ガーゴイルはあんなにいたのに。ストリア先生、前回来たときもこんな感じだったんですか？」

　それに、ストリアがニッコリと笑顔で答えた。

「ええ、前回もこんなものでしたよ。極端に数が減少したら、魔物も増えることができなくなるのかも。……ほら、そろそろ目的の建物が見えてきましたよ。あそこです」

　ストリアが指差す先には、最初から見えていた飛島中央の高い建物の残骸があった。

　二階より先はほとんど崩れ落ち、一階だけが辛うじて建物の体裁を保っている。

　その内部に一同で連れ立って侵入し、内部を見回したナハトが呟いた。

「何の施設だったんだろうな。元は随分立派だったみたいだが」

　それは大きく開けたエントランスであった。謎の材質でできたテーブルなどが千年経たった今でも残っており、ガラスのようなものが貼り付けられた巨大な四角い箱のようなものも上に飾られている。

「皆さん、こちらです。こちらから地下へいけますよ」

　ストリアが先導し、一同を奥へ誘いざなう。招かれた大きな部屋でストリアが壁を操作すると、そこには偽装された扉があって、そこから鉄製の階段がずっと地下に向かっていた。

「凄すごい、本当に隠し部屋だわ！　よし、行くわよあんたたち。退路を確保するために一階に騎士団の半分を配置。残りは地下を探索するわよ！」

　目を輝かせながらアリアが命じる。そして一行が隊列を組み、その曲がりくねった大きな階段を慎重に降りていく。

　そして三階分ほどを降りきると、その先には、一際開けた場所が広がっていた。

「うわ、すごい……。なにこれ！」

　シャーロットが感嘆の声を上げる。

　それは、機械の残骸が立ち並ぶ巨大な空間であった。いずれも時の重みに耐えきれず駄目になってはいるが、機械としての名残がある。

「凄い！　まだ荒らされてないわ、これならなにかお宝があるかも！　さああんたたち、安全確保よ！　魔物がいるかも知れないわ、連絡は密に！」

　アリアが嬉うれしそうに言い、部下達たちに散開して探索を命じる。

　彼女の部下達は幾つかのグループに分かれ、慎重に周囲を探索し始めた。

「うおおおっ、なんだこれは！　これは、これは凄い……！　芸術品だぞ、これは！　素晴らしい、素晴らしい！」

　そしてそんな中で浮かれきったペルチェも声を上げて機械群に飛びついた。あちこち必死に漁あさり出す姿をやや呆あきれた目で見ながらも、シャーロットが機械の一つを覗のぞき込みながらナハトに話しかけた。

「ほんと、何する機械なのかしら。ちょっと、飛空船の操そう舵だ室しつに雰囲気が似てるけど」

「確かにな。あちこちにガラスのはめ込まれた変な機械もあるし、何に使ってたのか見当もつかねえ。けど……」

「けど？」

　そこまで言って口ごもったナハト。その言葉の続きをシャーロットが促すと、ナハトが遠くを見るような目で答えた。。

「……俺が一人で目を覚ましたところも、こんな所だった気がする。俺はそこから這はい出して、それで……」

　ぼんやりとした記憶を手繰り寄せようとするナハト。だが、その時、だれかが叫び声を上げた。

「魔物だ！　魔物が出たぞ！」

　一行の間に、緊張が走る。慌てて声の方に視線を巡らすと、そこにはガルムに襲われる団員の姿があった。

　それだけではない。地下のあちこちで、見張りについていた団員たちが声を上げる。

「こちらもです、通路にぎっしり魔物が……！　援護をください！」

「東側通路、魔物、多数！　指示を下さい、指示を！」

　さらに、散開していた団員たちが次々と魔物発見の報告を入れてくる。

　突如として怒声や恐怖の声に支配された地下で、アリアが青い顔をして呟つぶやいた。

「しまった、地下が巣になってたのね……！　でもこんな、魔物がタイミングを合わせて押し寄せてくるなんて！　これじゃ、まるで軍隊のよう……」

　そこまで自分で言った後、アリアがハッとなにかに気づいた顔をする。

「まさか……魔物旅団トライブ……!?」

　魔物旅団、とは知恵ある魔物、有知魔族シンカーに指揮された魔物の集団のことである。本来は好き勝手に暴れるだけの魔物が、有知魔族の指示の元、一個の集団として機能する現象。

　過去にこれが発生した時は、国が滅びたり大きな被害が出たりしてきた。

「嘘うそでしょ、魔物旅団が飛島フラクタルにいたなんて話、聞いたことがないわよ！」

　言い返しながら、シャーロットが剣を振るって飛び込んできたガルムを引き裂く。

　その横でガルムを殴り飛ばしながら、ナハトが言った。

「言い合ってる場合じゃねえぞ！　地下にいちゃ不利だ、とにかく一度外に……」

　そこまで言った、瞬間。

　ぞわり、とナハトの背筋に悪寒が走り、咄とつ嗟さに頭を下げる。

　そのすぐ上を鋭い一撃が走り、ナハトの髪の毛を何本か斬り払っていった。

「なにっ……！」

　そのまま前に転がり、跳ね起きて、構えを取るナハト。

　すると、その視線の先には……剣を手にした、ストリアが立っていた。

「……何の真ま似ねだ、先生」

　混乱の最中、拳を構えたまま静かな声で尋ねるナハト。

　するとストリアは薄い笑みを浮かべたまま、いつものように明るい声で答えた。

「惜しいわ、完璧なタイミングだからやれたと思ったのに。あなた、私のことを怪しんでいたのね。そうじゃなきゃ、今のを躱かわせるわけないもの」

　それを驚いた顔で見ていたアリアが、呆ぼう然ぜんとした声を上げる。

「せ、先生、なにをしてるんです……？　ナハトは生徒ですよ、どうして、そんな……」

「驚かせてしまってごめんなさいね、アリアさん。でも、しょうがないの。だって」

　言いながら、ストリアがゆっくりと歩き出す。そして、部屋の中央で、嬉うれしそうに、歌うように告げた。

「こいつが、一番邪魔だったんですもの」

　そしてその瞬間、その背中から何かが膨れ上がり一斉に広がった。それは部屋の床や壁に突き立ち、僅かな時間の後に建物が揺れ動き始め、アリアが悲鳴を上げる。

「きゃあっ!?」

　轟ごう音おんが響き渡り、部屋が軋きしみを上げ、そして壁や床を突き破って無数の何かが飛び出してきた。

　黒い枯れ木のようなそれ……蠢うごめく枯れ木のような触手たちはムチのように素早くしなり、呆ぼう然ぜんと立っていたアリアを捉えてしまう。

「きゃああっ！」

「なっ……アリアになにをっ……うあっ!?」

　アリアに気を取られたシャーロットの足にも、その黒い触手が絡みつく。慌てたシャーロットが触手を断ち切るべく剣を振るおうとするが、それより早く別の触手がその手に絡まり、その自由を奪ってしまった。

「なによ、こんなもの……！　魔剣解放！」

　呻うめいたシャーロットが魔剣アワリティアの力を解放し、フロート・セイバーを打ち出そうとする。だが、それより早く巻き付いた触手たちがどくりと震え、体におぞましい感触が走りシャーロットが絶叫を上げた。

「きゃあああああー！」

　その体からガクリと力が抜け、膝をつく。一つだけ生み出されたフロート・セイバーがろくに魔力も籠こめられず、カツンと音を立てて地面に転がった。

「なに、これっ……。力が……魔力が、吸い上げられるっ……！」

「シャーロット！」

　うなだれながら、呻くように呟つぶやくシャーロット。アリアも同様にその場にへたり込んでいる。ナハトは救援に入ろうとしたが、その前方を触手たちが遮った。

「このっ……邪魔すんじゃねえ！」

　ナハトが怒りに任せて触手を殴り飛ばすが、次から次へと生えてきてきりがない。

　そしてその向こうで、ストリア……いいや、背中からいくつもの触手を生やし、部屋のあちこちから生えたそれらと接続された〝それ〟が嬉うれしそうに呟いた。

「手に入れたわ……動力を。本当に、ここまで来てくれてありがとう。あなたたちのおかげで、目的が達成できそうよ」

　そして次の瞬間、床を触手たちが破壊して大穴が空き、ストリアがそこに飛び込む。触手に全身を絡め取られたアリアとシャーロットもそこに引きずり込まれていった。

「いやあっ……ナハト！」

「シャーロットー!!」

　シャーロットの悲鳴が上がり、ナハトは手を伸ばしたが、それは虚むなしく空を掴つかんだ。

　慌てて覗のぞき込むと、その真っ暗な穴は底さえ見えず深く続いている。

「まだ下があったのか……。流石さすがに飛び込むとどうなるかわからねえが……」

　ためらいは、一瞬。ナハトは自分の顔を両手のひらで叩たたき、気持ちを切り替えて呟つぶやいた。

「いくしかねえな。待ってろよ、二人共」

　そして、おもむろに穴に飛び込もうとするナハト。

　しかしその背後から引き止める声がかかった。

「待って、ナハトくん！　無む茶ちやですよ、一人でそんな所に飛び込んでいくなんて!!」

　ワフリナであった。ワフリナが、ペルチェを守りながらナハトに声を掛けたのである。

　周囲ではアリア様親衛隊の団員たちが魔物や襲いかかってくる触手と必死に戦っているが、どうにも形勢が悪い。

「一度、後退して態勢を立て直すべきです！　それから皆でっ……」

　だが、ナハトはワフリナにちらりと視線を向けた後すぐに戻し、静かに告げた。

「わりい、先生。それはできねえ」

「ナハトくん、でもっ……」

「あいつは何をするかわからねえ。シャーロットたちをすぐに助けに行かねえと。先生は、ペルチェたちを連れて脱出してくれ。あいつらは……俺に任せろ」

　言葉と共に、ナハトが大穴へと身を躍らせた。

「ナハトくん！」

　叫ぶワフリナの声を背に、真っ暗な穴の中を落ちていく。

　穴は底なしであるかのようにどこまでも続いていたが、その途中に生い茂った黒い触手たちが捉えようと襲いかかってきて、ナハトが手甲を掲げた。

「起きろ、魔[image: ]手甲アバドン！」

　瞬間、手甲が輝き、ナハトの指先までを覆う。

　力を現したそれを、ナハトが勢いよく触手目掛けて叩きつけた。

「おおッ!!」

　その衝撃に触手たちは砕くだけ散り、道を開ける。

　だが、その感触にナハトは違和感を感じた。

「なんだこいつら、魔力が吸えねえ……！」

　その感触は、枯れ木を殴ったかのようであった。ではこの触手は魔物ではないということか。

　そう訝いぶかしんでいる間にも地面が近いことを感じ取り、ナハトが下目掛けてブーストの能力を発射し勢いを殺す。そしてすたりと着地したその先は、真っ暗な空間だった。

「……シャーロット、アリア、どこだ！　返事しろ！」

　音の広がりから相当広い空間であることはわかるが、とにかく視界が悪い。周囲を見回しながらシャーロットたちを呼ぶが、その時、気配を感じそちらに向けて構えを取る。

　するとその視線の先には、魔力の光に照らされたストリアの姿があった。

「ようこそ、ナハトくん。追ってくると思ったわ、あなたはそういう子ですものね」

「ストリア！」

　ナハトが叫び、ストリアが己の頬ほおに手を当てて言う。

「あら、悲しいわね。もう先生とは呼んでくれないのかしら？」

「ふざけてんじゃねえ！　てめえ……やっぱり、人間じゃなかったんだな！」

　ナハトのその言葉に、薄ら笑いを浮かべストリアが小さく頷うなずいた。

「気づいていたのね、うまく化けたつもりだったのに。もしかして、その手甲の力かしら？　そのとおり、私、人間じゃないの。学園に潜り込むため、人間のふりをしていたのよ」

　言葉をかわしながら、ナハトがジリジリと距離を詰める。まだ、拳を打ち込める距離には程遠い。どうにか間合いを詰めねば。

「人間に化ける魔物……聞いたこともねえが、おまえがそれってわけか」

「あら、魔物呼ばわりは心外だわ。私は、あんな下等な奴やつらとは違う……まあいいわ。そう、あの忌々しい学園に紛れ込むためには、お前たちの中での経歴とガワが必要だったの。お前たちの中で生活するなんて最悪の気分だったけど、しょうがないわ。あの学園は、あまりにも邪魔すぎるもの」

　言いつつ、ストリアがゆっくりと歩き出す。するとその先には、触手に捉えられぐったりとしたシャーロットとアリアの姿があった。

「シャーロット……アリア！」

「安心しなさい、まだ殺したりはしてないわ。だって、この子達たちとその魔剣は、この飛島フラクタルを飛ばす大事な燃料だもの。丁重に扱わせてもらうわよ」

「燃料、だと？」

　ナハトが怪け訝げんな顔で尋ねると、ストリアはすっと両手を広げ、恍こう惚こつの表情で続けた。

「そうよ。魔剣とはね、持ち主の魔力を吸い上げて蓄えるための集積装置なの。それは、持ち主を乗り換えながら魔力を吸い上げ続け、莫ばく大だいな力を蓄え続ける古代人の秘宝。だから学園は、危険を承知で生徒たちに代替わりで持たせているのよ……いざという時のために力を蓄え続けるために、ね」

「なんだと……」

　その言葉に、ナハトが思わず絶句する。だがそうであるならば納得がいく。

「魔剣に蓄えられた莫大な魔力は、魔力結晶のそれすら軽く凌りよう駕がするわ。そしてその力により……今、この飛島は我が支配下となる！」

　瞬間、アリアたちに絡まる触手が再び蠢うごめき、二人と、そして魔剣から魔力を吸い上げた。

「うあああああ！」

　二人の口から絶叫が上がり、バチバチと火花が飛び散る。そして触手をエネルギーが流れていき、続いてバチン、と音がして周囲に明かりが灯ともった。

「……なんだ、これは……！」

　そうして明らかになった周囲を見て、ナハトが驚愕の声を上げる。

　ナハトたちが降り立ったそこには、巨大な歯車やクランクなど、飛空船の機関室にも似た、巨大な機械たちが立ち並んでいたのである。

「この飛島フラクタルの動力部よ。この島を自由に飛ばし、移動させるための装置。飛島はただ浮いているだけのものばかりではない、針路や速度を操作できる装置がついているものもあるのよ。おまえたちの作った、飛空船のようにね」

　そして一旦言葉を区切ると、ストリアは光り輝く宝石のようなものを取り出して見せた。

「一度はこの魔力結晶で試してみたけど、今の時代に残ってる劣化した魔力結晶ではとても力が足りなかった。だから、今度は愚かな魔ま剣けん姫ひめ共をエネルギーにすることにしたのよ。おかげで、これを目的地に向けて進ませることが出来るわ」

「……目的地だと？　こんなもんをどこに進ませるつもり……」

　そこまで言ったところで、ハッとなにかに気づいたナハトが顔を歪ゆがませる。

「……まさか、てめえ……！」

「フフ、そのまさかよ。この飛島をね……ぶつけてやるの。あの、忌々しい学園に」

　ストリアが、心底嬉うれしそうな顔で答える。そしてその瞬間、がくんと飛島が揺れた。

「島は、学園まであと僅かな所まで来ていた。そこで急激に針路と速度を変えて突っ込めば、やつらは為なす術すべもないでしょう。学園は跡形もなく吹き飛び、そして……その地下にある遺跡から魔物たちが這はい出してきて、今度こそお前達たちを滅ぼすのよ」

　その時、周囲をなにかの気配が包み、ナハトが視線を巡らす。

「魔物か！」

　そう、それは魔物たちであった。ガルム、バイコーン、そしてトロル。危険な魔物たちがどこからともなく大量に湧き出してきている！

「さあ、お話はおしまい。これ以上お前に教えてやってもしょうがないしね。本当に、あんたは計画の邪魔ばかりしてくれたけど、それももうおしまいよ。魔物共、その忌々しい坊やを食いちぎってしまいなさいな。骨も残さずね！」

　瞬間、魔物たちが咆ほう哮こうを上げて一斉に襲いかかってくる。

　ナハトが拳を固め、それを迎え撃った。

「このっ！」

　魔物たちと戦い始めたナハト。それを尻目に、ストリアはぐったりとしているアリアに歩み寄り、その髪を掴つかんで顔を引き上げた。

「あうっ！」

「フフ、本当にありがとうね、お馬鹿さん。あなたが私の思うがままに動いてくれたおかげで、すべて順調にいったわ」

「……私のしたこと全部、あんたの思惑通りだっていうの。なにもかも……！」

「ええそうよ。あなたは実に御しやすかったわ、愚かなアリア。本当にありがとう」

　いつものような優しい声で、ストリアが囁ささやく。

「他の魔ま剣けん姫ひめたちはあまりに強力で、頭も回りすぎるから近づくのは危険だった。でも、あなたは別だったわ。甘やかされて育った、おバカなお嬢様。あなたが魔剣の持ち主に選ばれた時は歓喜したわ……だって、あなたになら簡単に取り入ることができるもの！」

　ストリアが哄こう笑しようし、アリアは唇を噛かみ締めた。

「あなたを操作できれば、そっちのシャーロットを操るのも簡単だと思っていたわ。一本では、力が足りないことも考えられたからね。……前にこの島に来た時に、私は体の一部を分離させてこの島に置いておいたのよ。何年もかけてそれは島に根を張り、魔物を増やし、島のシステムを掌握した。大変だったけれど、ようやく計画が実りそうよ」

「どうして……どうしてこんなこと……！　信じていたのに……！」

「どうして？　どうして、ね。教えてあげるわ、それはね……」

　涙を流すアリア。それをじっと見つめながら、醜悪に顔を歪ゆがませたストリアが告げた。

「お前たちが、醜い化け物だからだよ！　毒を食らって毒を吐き出す、汚らわしい化け物！　魔物だと？　ふざけるな！　お前たちこそが本当の魔物だ！」

「きゃあっ!!」

　言葉と共にストリアの足がアリアの腹を蹴り、苦く悶もんの声が上がる。

「アリア！」

「がはっ……。うっ……」

　シャーロットが叫び、アリアが苦痛に喘あえぐ。それを嬉うれしそうに見つめながら、ストリアが続けた。

「どうして古代人がいなくなったのか、と話していたな。いいだろう、最後に教えてやる。それはな、お前たちが魔素と呼ぶ、大気中の〝猛毒〟。これにやられたのよ」

「なんですってっ……？」

　睨にらみつけるシャーロット。その前までやってきて、憎々しげな表情でストリアが続けた。

「かつて世界にこんなものはなかった。だがある日それが生まれ、古代人はそれを歓迎した。なぜなら、それを利用すれば莫ばく大だいなエネルギーを得られると気づいたからだ。そして、魔力結晶を生み出した彼らは大いに沸いた……それが、自分たちに牙を剥むくまでは」

　戦うナハトの拳が魔物の頭部を砕くだき、胴体を吹き飛ばす。

　だがその間にも次が攻めかかってくる。

「魔素はどんどん濃度を増し、やがて世界を覆い尽くし、それに冒された古代人たちは徐々に体を蝕むしばまれ死んでいった。そしてようやくその危険性に気づいた時には、もう魔素は地表に充満しきって手遅れになっていた。だから古代人たちは、逃げることにしたのさ……魔素が薄い、空にね」

　トロルの一撃がナハトに襲いかかり、ガルムの牙が足に突き立つ。

「そうして作り上げた飛島フラクタルで、古代人は魔素をどうにかすべく研究を続けたが、全ては手遅れだった。もう滅亡は避けられない所まで来ていたのだ。更に、地上には魔素を食らう不気味な化け物たちが現れ、跋ばつ扈こしだした。だから、彼らはせめてこの星を救うべく、最後の希望を残したのさ。それが……」

　そこで、ハッとなにかに気づいたシャーロットが声を上げた。

「魔素を無くす……。まさか……。まさか、それが魔物だっていうの……!?」

「そのとおり。私達たちこそが、世界から魔素を消し尽くし、貴様ら化け物たちをこの星から駆逐する、古代人の希望！　そしてその意思を継ぐ者！　我らこそが、〝星の再生者リターナー〟！」

　ストリアが両手を掲げ、高らかに宣言した。

「そして、私こそがその管理者として生み出された者！　〝七つの福音ゴスペル〟が一人、〝勤勉のインダストリア〟！　貴様らを滅ぼす、正当なる星の後継者だ！」

　その言葉と共に、床から無数の触手が這はい出し、魔物に気を取られていたナハトの体に絡みついた。

「しまった……！」

　ナハトは慌てて振り払おうとしたが、触手は恐ろしい力で絡みついてきて離してくれない。それを見ながら、ストリアが満足げな顔で告げた。

「無駄だ。我が魔手は、一度絡みつけば貴様らの体内の魔力を吸い上げ、自由を奪う。貴様ら化け物共には決して抵抗できない……決してな。所詮、我らと比べれば貴様らなど下等で愚かで醜悪な化け物に過ぎない！」

　勝ち誇るストリア。

　だが、そこでナハトが鼻を鳴らして馬鹿にしたように言った。

「へっ。そのわりにゃあ、随分と手の込んだことするじゃねえか。そんなにてめえがつええなら、学園を正面からぶっ潰せばよかっただろ」

「む……」

「それをしなかった理由。それは、てめえが学園を恐れたからだろ。蒼そう穹きゆうの騎士団のおかげで、おまえら魔物は今や押されっぱなしだ。だから焦あせってこんなこと始めやがったんだ。違うか！」

　ナハトの言葉に、ストリアが顔を歪ゆがませギリリと歯を鳴らす。

「黙れ！　化け物の、さらに出来損ないの赤毛が！　バラバラに引き裂いて、魔物共の餌にしてくれる！」

「ぐううっ！」

　ナハトに纏まとわりついた触手たちが、一斉に体を引きちぎろうと力を込める。それに必死に対抗しながら、ナハトが呻うめく。

「くそっ、なんて力してやがる……！」

「あはは！　お前のその手甲、魔力を吸い取る魔ギ具アは私の力に近しい危険なもの。その存在を知った時はゾッとしたよ。お前を殺した後、それも入念に打ち砕くだいてくれる！」

　勝ち誇るストリア。

　だが、その瞬間、ナハトの上空から声が響いた。

「私の生徒たちに……なにしてるんですかあああ！」

「なにっ！」

　落ちてくる小柄な影。翻ひるがえる耳。

　空から颯さつ爽そうと舞い降りるそれは、ワフリナであった。

　そして落ちながら、ワフリナが両手を振るう。するとその先から幾条もの光が放たれ、それがナハトを捉える触手たちを容易たやすく引き裂いた。

　それにより拘束から解き放たれたナハトが、上を向いた瞬間。

「ワフリナ先生、ナイス……うおっ!?」

「きゃああっ、ナハトくん拾ってぇ!!」

　その上に半泣きのワフリナが落ちてきて、慌てて両手で受け止める。

　そしてナハトの手の中に収まったワフリナが、涙を浮かべながら怒鳴った。

「もうっ、本当にあなたは無む茶ちやするんですから！　先生、心配で来ちゃいましたよ！」

「いや、どう考えても着地のこと考えてなかった先生のほうが無茶だと思うが……」

　それでも心配で飛び込んできてくれたのか。いい先生だな、と思わず考える。

　しかしその間にも魔物たちが二人めがけて押し寄せてきた。

「おのれワフリナ、目め障ざわりな……両方とも殺してしまえ！」

　ストリアの叫びと共に襲いかかってくる魔物たち。だがそこでナハトの手の中のワフリナが素早く両手を振るった。

「私を甘く見ないでください……！　〝魔ま糸し・鋼こう斬ざん組くみ紐ひも〟！」

　瞬間、ワフリナが両手にはめたグローブ状の魔具から光が、否、輝く糸が放たれて空間を走った。それは群がる魔物たちをまるでバターのように容易く両断し、その体をあちこちにばらまいていく。

「すげえっ。先生、あんた強かったんだな！」

「当たり前です、こう見えても現役の頃は殺さつ戮りくドッ……もとい、ラブリードッグの異名で呼ばれていたんですから！　さあ、魔物は私が引き受けます！」

　ナハトの手から飛び降りながら、ワフリナが吠ほえる。そしてさらに魔物や周囲の触手を切り刻みながら告げた。

「ナハトくんは、二人を助けに行って！　さあ、早く！」

「ああ、サンキュー先生！　無理すんなよ！」

　言葉を残し、ナハトが駆け出す。そうはさせじと飛びかかろうとしたトロルの体に、ワフリナの糸が絡みついた。

「丁度いい、あなたには働いてもらいます……そらっ！」

「グオオオオオンッ！」

　トロルの体に糸が食い込み、悲鳴が上がる。そして、次に驚くべきことにその体が意思とは裏腹に動き出し、仲間である魔物を襲い始めた。

　ワフリナの魔ギ具ア〝魔ま糸し・鋼こう斬ざん組くみ紐ひも〟。それは、鋼鉄すら断ち切り、更に絡め取った相手を意のままに操る恐るべき魔具であった。

　そして激戦の音を背に、ストリアの目の前までたどり着いたナハトが告げる。

「ここまでだ、ストリア。二人を解放しろ。今なら、半殺しで許してやる」

「フン、なんだ、犬一匹援護に来ただけでもう勝ったつもりか？　貴様、状況がわかっているのか」

　言いつつ、ストリアが手にした剣をシャーロットの喉元に添えた。

「ぐうっ……」

「月並みだけど、人質ってやつよ。それ以上動くと、可愛かわいい彼女が先に死ぬことになるわよ。もう島は十分に加速を得た。魔剣もあるし、こいつらは殺しても問題ないわ。……さあ、どうする？」
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　シャーロットが呻うめき、ストリアがほくそ笑む。ナハトはその姿を見て、僅かに瞳を閉じたが、やがて覚悟を決めるように開き、そして告げた。

「やれよ」

「なにっ？」

「どうせ、俺が降参したってお前はシャーロットたちを放したりしないだろ。お前はそういうやつだよ。それに、シャーロットは俺のお荷物じゃねえ。対等な、相棒だ。だから降参するってのはなしだ。そして……」

　そして、ナハトが拳を構えた。

「──てめえがその剣を振る前に、俺が全力でてめえをぶん殴って倒すから問題ねえ。てめえは構えもせずに、最後の時間を無駄に使いな」

「なっ……」

　ストリアが驚愕の声を上げる。

　ハッタリかと思ったが、ナハトの瞳には一切のゆらぎがない。

　こいつ、本気か──そう思った瞬間、足元から声が上がった。

「ふふっ……。そうよ、ナハト。それでいいの。そうでなきゃ。あんたのお荷物になるなんて、私は死んでもごめんだわ」

「貴様……。黙れ、余計なことを！」

　シャーロットのその言葉に、苛いら立だたしげにストリアが吠ほえる。だがシャーロットは怯ひるみもせず、むしろ勝ち気に微笑ほほえんで続けた。

「でもね、一つだけ言っておくわ。私はね、助けられるのを待ってるだけの……か弱い女なんかじゃあ、ないわよ！」

　瞬間、その胸元から刃やいばが飛び上がり、ストリアを襲った。

　それが胸に深々と突き刺さり、ストリアが悲鳴を上げる。

「があっ！」

　それは、シャーロットが捕まりながらも唯一生み出したフロート・セイバーであった。シャーロットはそれを拾い、魔力を吸い上げられつつもそれ以上の速度で魔力を生み出し、僅かずつそれに籠こめていたのである。

　そして、僅かにできた空白。瞬間、ナハトの体が弾丸のように突き進み、ストリアの顔面に渾こん身しんの力をこめた拳がめり込んだ。

「オオオオオオオラアアアアアアアッ!!」

「ゲバア──ッッ!!」

　血と唾液を撒まき散らし、頭蓋を大きく歪ゆがませながら、ストリアが吹き飛んでいく。

　ナハトの怒りの一撃は凄すさまじく、ストリアの体は幾つもの鋼鉄製の柱をへし折りながら飛んでいき、壁を直撃し大穴を開けて轟ごう音おんと共に消えていった。

「シャーロット！」

「ナハト！」

　二人を拘束する触手を薙なぎ払い、自由になったシャーロットの手を取ってナハトが起き上がらせる。そして向き合い、言葉を掛け合った。

「わりい、賭けに出るしかなかった。もっと格好良く助けられりゃ良かったんだが」

「いいの。相棒だって言ってくれて嬉うれしかったわ」

　そして笑い合う。そんな二人を、まだ座り込んだままのアリアが死んだ魚のような目で見つめていた。

　だがその時、ストリアが開けた穴から大きな音が響き渡り、巨大な何かがそこから這はい出てくる。

「貴様ら……よくもお!!」

　それは人の何十倍もある、巨大な球根のような、黒いなにかであった。そのあちこちから触手が伸びており、その頂点にはひしゃげた顔のストリアが憎しみの表情で下半身を埋うずめている。

「うわっ、醜い……。あれがあいつの本体ってわけ」

「ああ。俺達たちのことを醜いとか言ってやがったが、どうやら鏡を見たことがないらしい」

　その姿を見た二人が口々に言うと、ストリアはさらに顔を歪ゆがませて吠ほえた。

「よくも……よくも、この私に対して……！　死ねえ！」

　ストリアの全身から触手が走り、二人を襲う。矢のように襲いくるそれを、だがソード・ウィップの形状となったシャーロットの魔剣が迎え撃った。

「はっ！」

　シャーロットの体が宙を舞い、剣けん閃せんが跳ね回る。触手が次から次へと両断され、同時に飛びかかったナハトの拳によって砕くだかれた。襲いくる触手を迎撃する二人。息の合ったコンビネーションであった。

「生意気なっ、このっ……ハッ!?」

　なおも触手を繰り出そうとするストリア。だがその時、その体に、どこからともなく飛来した巨大な火球が直撃した。

「アアアアアッ！　アヅイイイイイ！」

　巨体をうねらせてストリアが悲鳴を上げる。そして、その火球を打ち込んだ者……つまりアリアが、一人で立ち上がり涙目で言う。

「よくも、騙だましてくれたわね……。傷ついた……すごく、傷ついた。でも……でも……！」

　魔剣スペルビアを構えるアリア。その周囲に、巨大な火球が十、二十と現れ、そして。

「一番傷ついたのは……目の前であいつらがいちゃついてるのを見せつけられたことよ！　私も、いるんですけどおおおおお!!」

　その全てがデタラメに飛んで着弾し、あちこちで大爆発を起こした。

「ウオオオオオオッ！」

　爆発の中で、ストリアが悲鳴を上げる。更にあちこちの機械が爆発に飲まれ、崩れ落ちていく。それに、ナハトとシャーロットが合わせた。

「いけっ、フロート・セイバー！」

「光を放て……魔[image: ]手甲アバドン！」

　無数の刃やいばと破壊の光がストリアの巨体を直撃する。さらに、一際大きな火球を生み出したアリアが全力の一撃を放った。

「吹っ飛べええええええ!!」

「アアアアアーっ！」

　ストリアの絶叫が上がり、その体が爆炎の向こうに消える。そしてひとしきり破壊の嵐を巻き起こしたアリアが、ぜえぜえと肩で息をしながら吠ほえた。

「ざまあみなさい……！　流石さすがに、これで……！」

　だが。それを言い切る前に、燃え上がる炎の中からストリアの巨体が飛び出てきた。

「オノレエエッ！」

「ええっ、嘘うそっ!?　しぶとすぎる……！」

　驚きながらも三人が慌てて飛び退のいた瞬間、ストリアの巨体が着地し、轟ごう音おんが響いて地面が揺れる。そしてはっきりと姿を現したその体は、あちこち焼けて崩れ落ちていたが、驚くべきことにその端から再生を始めていた。

「嘘でしょ、まさかこいつ、不死身なの!?」

「ソウダ……我ハ、勤勉ノインダストリア……！　長キ時ヲ経テ蓄エタ我ガ肉体ハ、決シテ尽キナイ……！」

　顔中が焼けただれたストリアが、壮絶な笑みで言葉を発する。

　だが、そこでそれを見つめていたナハトが叫んだ。

「いいや、不死身なんかじゃねえ。あいつは、てめえの周囲をとてつもなくでかい外皮のようなもので包んでるだけだ！　核を叩たたけば……倒せる！」

　言葉と共に、ナハトがストリア目掛けて駆け出す。

　だがそれを迎撃すべく、無数の触手が襲いかかってくる。ナハトは素早い動きでそれらを回避しようとしたが、しかし避よけきれなかった触手の一本がその足に絡みついた。

「くっ……！」

「捕マエタ……！　貴様ノ魔力ヲ吸イ上ゲ、粉々ニシテクレル！」

　赤毛と言えども、魔力を一切持っていないわけではない。人類種である以上、生きるためには魔素が必要で、赤毛はそれを魔力に変換できる量が極端に少ないだけだ。

　それを吸い上げることは容易たやすい。赤毛ゆえの弱点、ストリアは勝利を確信した。だが。

「ッ……！　馬鹿ナ、吸イ取レナイ……！　ドウシテ……！」

　ストリアが驚愕の声を上げる。

　人類種である以上、自分の魔力吸収からは逃れられないはずなのに！

「うおおおっ！」

　ストリアが驚いている間にナハトは渾こん身しんの力で触手を振り払い、そして勢いよく飛び上がりながら叫んだ。

「シャーロット！　アリア！　お前らの魔力を貸してくれ！」

「……！　わかったわ！　ナハト！」

「そいつをぶっ飛ばせるなら、なんでもいい……！　全部あげるわよ！」

　呼応した二人が、自分のありったけの魔力を籠こめて巨大なフロート・セイバーと火球を飛ばす。

　自分目掛けて飛んできたそれを、ナハトはぐるりと回転しながら両手でつかみ取り、その全てを魔力として手甲に取り込む。

　そして、強烈な輝きに満たされた両手を振りかぶりながら、ナハトが叫んだ。

「終わりだ、ストリア！　魔拳三式・改……」

「オオオオオオッ！」
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　ストリアが迎撃すべく繰り出した触手は手甲の輝きに打ち払われ、そして、そのまま勢いよく放たれた両の拳がストリアの体に炸さく裂れつする。

　それは、三式〝鎧よろい貫ぬき〟を応用した技であった。

　自身の力ではなく、手甲が蓄えた魔力を相手の内側へと打ち込む、ナハトだけの技。

　魔ま剣けん姫ひめ二人分の異常なまでの魔力が、圧倒的な破壊の力としてストリアの外皮をすり抜け内側へと到達し、そして──

「〝城塞砕くだき〟！」

　閃せん光こうが、爆発した。

「ウアアアアアアアアアアアア────!!」

　体中から光を放ちながら、ストリアだったものが絶叫をあげる。

　轟ごう音おんがとどろき、そして、その巨体が内部から弾はじけ飛んだ。

「きゃあっ！」

　熱風と破片が派手に飛び散り、シャーロットが悲鳴を上げながら体を庇かばう。

　そして爆発が収まり、そっと顔を上げると……そこには、両の拳から煙を放ちながら残骸の上に立つ、ナハトの姿があった。

「ナハト！」

「おう。……サンキュー。お前の魔力のおかげで、勝てたぜ」

　ナハトが笑って言うと、駆け寄ったシャーロットがその体に大きな怪け我ががないのをしっかりと確認し、それから「エヘヘ」照れくさそうに笑った。

「おまえもな。サンキュー、アリア」

「えっ、あっ……」

　少し離れた所で二人を呆ぼう然ぜんと見つめていたアリアにそう声をかけると、アリアはすぐに赤い顔をしてそっぽを向いてしまう。

「べ、別にあんたのためじゃないわよ！　私を騙だましたあいつに、復ふく讐しゆうしただけ！」

「そっか。まあ、とりあえずは……」

　そしてナハトが何かを言おうとした瞬間。がくり、と飛島フラクタルが揺れた。

「うおっ、今度はなんだ!?」

　咄とつ嗟さに態勢を保ちながらナハトが焦あせった声を上げると、その足元から声が響いた。

「ふ、ふふふ……馬鹿ね……。やりすぎたのよ、あんた、たちは」

「……ストリア。てめえ、まだ生きてやがるのか」

　それは、体を失いほとんど崩れた頭部だけになったストリアだった。

　顔を歪ゆがませながら、彼女が続ける。

「あはは、心配、しなくても、もう死ぬわ……。でも、あん、たたちも、道連れよ……。この、機関部を滅め茶ちや苦く茶ちやにした上に、私の体、は、この島中に根を張っていた……。それを倒したの、よ。島は、落ちル。ざマア、みロ……。あんたたちは、タスから、ナイ……」

　言いながら、ストリアの頭はずるりと崩れて砂になった。

「ちっ、最後まで悪趣味な奴やつだ。さて、どうするか」

　渋面を作りながら、ナハトが呟つぶやく。今から出口を探して地表まで行けるだろうか。そう考えていると、一同が完全に存在を忘れていたワフリナが駆けてきた。

「ナハトくん！　先生、通信機を持っています！　これで事情を連絡したので、固まって……キャアッ！」

　瞬間、バキバキと強烈な音がして、床に亀裂が走った。それはどんどん広がっていき、ついにはばくりと開き……その向こうに、空が現れた。

　ナハトたちがいた場所は島の最下層で、その下にはなにもなかったのだ。

「うっ、嘘うそでしょ……!?　キャアッ！」

「きゃああああーっ！」

　その亀裂にアリアとシャーロットが飲み込まれ、その体が空へと投げ出される。

　それを見ていたナハトが、驚くべきことに自分自身も空へと飛び出した。

「っ……シャーロットー!!」

「あっ、ちょっとナハトくん！」

　飛び出した空は、未いまだ飛島フラクタルが生み出すエネルギーが荒れ狂っていて、体が引きちぎられそうになる。だが、痛みもなにも無視してその中を強引に進んでいく。

　手甲に残された魔力を使い、ブーストを放ちながら無理やり軌道を変え、どうやら衝撃で気を失っているらしいシャーロットとアリアに手を伸ばす。

「もうちょいっ……！　このっ……。……捕まえた！」

　そして、ついにその体を捕まえ、自分の方に抱き寄せる。

　落ちていく空はひどく冷たかったが、二人の体はちゃんと温かみを発していた。

「おい、しっかりしろ、おい！　二人共！」

「……えっ、あっ……。ナハ、ト……？」

　呼びかけに反応して、シャーロットがゆっくりと目を開ける。

　そして自分たちが置かれている状況を思い出し、呟いた。

「……流石さすがに……助かりそうも、ない、わね……。ごめん……」

「何を謝ってんだ。お前らの魔力を使って、着地前に最大出力でブーストを吹かせば可能性はある。だから、諦めんな」

「……うん。そうだね。ありがとう……ナハト」

　弱々しい笑顔で呟いて、シャーロットがナハトの胸に顔を埋うずめる。

　そしてその横で、いつのまにか目を覚ましていたアリアがそれを見、少しばかりの逡しゆん巡じゆんの後、自分も同様にナハトの胸に顔を埋めた。

（……いいよね、最後ぐらい。私だって……）

　そうして空から落ちながら、寄り添う二人をナハトは強く抱きしめた。

「……悪くねえな、こういうのも。人生の最後がこういうのってのも、決して悪くねえ」

　空を見つめながら、ナハトが呟つぶやく。どこまでも青い空、その視線の先では飛島フラクタルが幾つにも割れ、崩れ落ちていくところだった。

「あれなら、学園に突っ込む心配もないか。なら……」

　だが、その瞬間、視界の端に何かが光り、それがぐんぐんと近づいてくる。

「おーい！　ナハト、シャーロット──!!」

　それはリベルタス号であった。未いまだエネルギーが荒れ狂う中を、機体を揺らしながら突っ切ってくる。そして、その操そう舵だ室しつから顔を覗のぞかせたペルチェが叫んでいるのが聞こえた。

「おいおい、無む茶ちやしやがる……そっか、先生が通信で指示を出しててくれたんだな」

　そして、ゆっくりとそちらに左手を差し出しソード・アンカーを放つ態勢に入りながら、ナハトが呟いた。

「そうだな。まだ、終わっちまうには早い。まだまだ……俺たちは、これからだ」




　──そして。そのナハトたちの上空をまっすぐに落ちていきながら、ワフリナが叫んだ。

「ねえ、先生のこと忘れてませんかああああ!?　やだああ、拾ってえええええ！」





エピローグ




「……なるほどな。飛島墜落の事情は理解した、シャーロット」

　キールモール魔術学園の最奥に位置する、元老院議事堂。

　中央にある証言台に立ったシャーロットに対し、それを取り囲むように並んだ円形のテーブルに座すエレミアがそう声を掛けた。

「にわかには信じがたく、また追調査も必要だろうが、ひとまず君たちが故意に飛島を崩壊させたわけではないことはわかった」

「そ、そうですか、よかったです……」

　その言葉に、シャーロットがほっと胸を撫なで下ろす。その横で、ナハトが面白くもなさそうに両手を頭の後ろで組んでいた。

　あの飛島での事件から一週間。ようやく怪け我がなどが完治したところで、ナハトたちはエレミアら元老院の招集を受けたのだ。

　そして、それと同時にシャーロットたちを取り囲む、ローブを纏まとった老人たち──キールモール魔術学園を運営する元老院のお歴々たちが囁ささやくように言葉を交わし合った。

「だがそれはそれとして、落ちた飛島の事後処理が大変ですな。街や道路に落ちなかったのは不幸中の幸いだが、人々が不安がっている。どうにかせねば」

「また金が要りますぞ。ただでさえ資金繰りが大変なのに、なんと頭の痛い。もう少しうまくやってくれれば、自在に航路を選択できる飛島フラクタルが手に入ったものを」

「いえいえ、生徒たちが無事だっただけでも喜ばねば。探訪アクセス中の飛島の墜落などという大惨事が起きて、死者が０はほぼ奇跡ですぞ」

　あれこれと言い合う元老院たち。だがそれをエレミアが遮った。

「どちらにしろ、ストリアが魔物の一味であったことを見抜けなかったのは学園側の不手際だ。故に、飛島の探訪に関わった全員を罪になど問うまい。むしろ、危険な目に合わせて済まなかった」

「あ、いえいえ、私だって見抜けませんでしたし！　そんな、別に……その、損害賠償とか請求されないのなら！」

　頭を下げたエレミアに、慌ててシャーロットが言う。もしかしてもしかしたらだけど、弁償しろとか言われるのではと心配していたシャーロットは安あん堵どした。

　そして、そこでそっぽを向いていたナハトがつまらなさそうに言う。

「んじゃ、そろそろ行っていいか？　退屈すぎて死にそうだぜ」

「……いいだろう。行っていい」

「そりゃどうも。んじゃな」

「あっ、ちょっとナハト！」

　そのまま外に向かって歩き出したナハトをシャーロットが追いかけ、小さく会釈して扉を閉じる。そして廊下に出ると、シャーロットが盛大に溜ため息いきをついた。

「はー、緊張した。私たちのせいにされなくてよかったわよ、ほんと」

「そのあたりは心配ないっつったろ。お前は王女様なんだ、悪くてもせいぜい放校だろ」

「それが嫌だから緊張したんでしょ！　それに、あんたはそうはいかないでしょうに！」

　平然としているナハトに、シャーロットが吠ほえる。

　だがやがてすっと視線を落とすと、考え込むような顔で呟つぶやいた。

「……ねえ。ストリア先生……じゃなくて、あいつが言ったこと、本当だと思う？」

「言ったこと？　俺たちこそが世界の害だとか言うやつか？」

「うん……」

　あの時、ストリアという偽名で学園に忍び込んでいたあれは確かに言ったのだ。

　魔素を吸って生きる、人類種こそが悪であると。

「さあてな。あいつの言うことを真に受けることはないと思うが、そうだとして、だからなんだって話だと思うけどな」

「えっ？」

　その言葉にシャーロットが驚いた声を上げると、ナハトは窓から空を見上げて続けた。

「古代人や魔物たちから見たら、今の環境で栄えてる俺たちは面白くない存在かもしれない。だからって、あっちの都合で滅びてやる必要はねえさ。だって、俺達たちは今こうして生きてるんだぜ。それは誰にも否定できない」

　そしてすっと視線をシャーロットに向け、小さく微笑ほほえんで続けた。

「あいつらが滅ぼしたいってなら、俺達は精一杯、戦って、あがいて、生きるだけだ。そういうもんだろ……世の中ってもんはさ」

「……うん。そうだね。そのとおりだわ」

　シャーロットが元気を取り戻した表情で答える。そうだ、なんと言われようが、正しくなかろうが、今を必死に生きる。きっとそれでいいのだ。

　そしてそれを見ながら、ナハトがポケットから何かを差し出してみせた。

「ところで見ろよ、シャーロット。これ、何だと思う？」

「え？　なにって……えっ!?」

　ナハトが掲げたものをシャーロットはしばらくボケっと見つめていたが、それがなにか気づいた途端、声を上げた。

「うそっ、魔力結晶!?　あんた、これをどこでっ……！」

「ストリアが持ってたやつだよ。ドサクサに紛れて、頂いといた。どうだ、嬉うれしいか？」

「ナハト、あんたってやつは……！」

　徐々に実感が湧いてきて、シャーロットが満面の笑みを浮かべる。

　サイズは小さいが魔力結晶だ。売り払えば、船の修理費用を支払って、部屋を借りたり設備を整えたり、それに団員を募集する費用にも使えるだろう。

「嬉しい、メッチャクチャ嬉しいわ！　さっすが団長、抜け目がないっ！　偉い、偉い！」

「お褒めに預かり光栄だ。ま、色々やる元手にはなるだろ。ほら、管理は任せるぜ副団長」

　その石をシャーロットに握らせて、歩きだしながらナハトが告げた。

「うん、任せてよ！　それで、これからはどうする!?」

「そうだな、とりあえず団員を集めようぜ。いつまでもワフリナちゃんを頼ってるわけにもいかねえし。操そう舵だ手しゆに航海士、あと機関員に甲板長。人手はいくらでも欲しい」

「うん、そうね！　あと、騎士団を運営管理するメンバーも欲しいわ！　あとあと……」

　大事そうに石を握りしめ、楽しい未来を笑顔で言い合いながら廊下を歩いていく。

　そうしてまた、学園での日常が戻ろうとしていた。




　──そして、ナハトたちが退室した議事堂。そこで、元老院の一人が呟つぶやいた。

「……まさか、我らが長き仇きゆう敵てき、〝大いなる福音〟どもの一匹があのような若造に敗れるとは。危険、ですな。あの者は」

　それに、別の者が呼応する。

「左様。あの力がよそに向いているうちはいいが……いつ、我らの敵となるか」

　そして、ナハトを不安視する声はどんどんと広がっていった。

「魔術を否定する力。あんなものがこの世にあるなど、本当に恐ろしい」

「あれは、我らの存在意義すら怪しいものにするかもしれぬ」

「なにより、あの男の不遜なことよ。あれは、権力などなんとも思っておらん」

「あれは、我らの中に放り込まれた火薬。〝あの男〟による、我らへの攻撃に他ならぬ」

「ただでさえ魔物共の軍勢が勢いを増し、再び大陸統一への野心を燃やす国が増え、大陸中の情勢が不安定な折。我らの力が削られるなど、決してあってはならぬ」

「故に、学園長代理──」

　そして、元老院を構成する老人たち、その十二人全員の視線が注がれ、机の上に両手を組んだエレミアが静かな声で告げた。

「──承知しています。あの男の存在は、やはり看過できない。そして、それは他の魔ま剣けん姫ひめたちも同じでしょう。必ず、あの男を潰しにかかる。そして……この私も」

　バチリ、と漏れ出した魔力がその周囲に電流を走らせ、エレミアは虚空を睨にらみつけるようにして続けた。

「奴やつを、必ず排除してみせましょう。この学園の、あらゆるものを使って──」

　学園最強と呼ばれる、七人目の魔剣姫、エレミア・キールモール。

　彼女の腰で、魔剣が陽炎かげろうのごとき魔力を放ち、揺れていた。
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「なあ、ナハト。お前は誰派だ？」

　クラスメイトの男子がそう声をかけてきたのは、休み時間の教室でのことであった。

「誰派？　何の話だよ」

「おいおい、とぼけんなよ。女子だよ、女子。どの女が好きかってことだよ」

　不思議そうな顔で答えるナハトに、いやらしい笑みを浮かべたその男子が答える。

「この学園には、大陸中の美女が集まってきてる。まさによりどりみどりだぜ。まあ中には筋肉モリモリのおっかねー女もいるけど、目の保養には事欠かないよなー」

「見るだけかよ。彼女にしようとかは思わねえのか？」

「う、うっせー！　そのあたりはなんていうか、こう、結構難しいんだよ！」

　ナハトのつっこみに、男子が赤い顔をしてキレる。

　するとその話を聞きつけた他の男子たちがわらわらと集まってきた。

「なんだ、好みの女の話か？　俺はやっぱりアイドル魔剣姫のスピカ様だなー。一度ライブに行ってみろ、二度と忘れられなくなるぞ」

「俺は風紀委員長魔剣姫のフルカタ先輩だ。あの凛とした佇まい、意志の強そうな瞳、見ているだけでゾクゾクする。ああ、俺の曲がった性根を拳で修正されたい……」

「俺はラナンシャ先輩だなー。あの人、いつもニコニコしててほんと癒やされるぜ。それに、あのふくよかな感じがたまんねーんだよなあ。あー一緒に部屋でゴロゴロしてえー！」

　口々に勝手なことを言い始めるクラスメイトたち。

　それに、最初にナハトに話しかけてきた男子が気を良くして笑顔で応じる。

「おーいいねえいいねえ！　そういうのを聞きたかったんだよ、そういうのを！　んで、おまえは!?」

　そして、集まってきていたが好みは口にしなかった一人にそう話を振ると、巨漢の彼は少し悩んだ後、こう答えた。

「俺は……吸血鬼魔剣姫のミルティたんだ」

「えっ！」

　予想外の答えに、クラスメイトたちが一斉に驚きの声を上げる。

「おま、ミルティ先輩って……。めっちゃちっこいじゃねーか！　しかも、たん、って！　お前、ロリコンかよぉ！」

「違う！　俺はロリコンじゃない！　ちっちゃい女子が好みなだけだ!!　ミニ専ってやつだ、ミニ専!!　わかるか!!」

「うおっ！」

　クラスメイトの一人がそれを口にした途端、巨漢の彼はブチギレて相手の肩を掴みながら両手でガクンガクンと揺らしはじめた。

「あの小さな体から感じる圧と、強者の気配！　そして自分に逆らう者を許さない冷酷さ！　それは幼い女では発揮できない魅力なんだ！　だから決して俺はロリコンじゃない！　ロリコンじゃないんだ、わかるか！　なあ、わかるよなあああああ!?」

「わ、わかった……。そのとおりだ、お前は正しい……。だから、許して……殺さないで……！」

　鬼のような顔で否定する巨漢の男子と、青い顔で揺さぶられている男子。

　それを見ながら、呆れた顔でナハトが言った。

「なんだお前ら、聞いてりゃ有名な奴ばっかじゃねえか。もっと身近で好きな女はいねーのかよ」

「うっ……」

　ナハトのツッコミに、クラスメイトたちが一斉に黙り込む。

　そしてちらりと教室内を見渡し、幾人かの女子に視線を向けた。

「ま、まあそうだな……。なんつーか、そのあたりは微妙な問題っつーか……なあ？」

「ま、まあな、難しい問題だよな。ほら、うちのクラスってクセが強い女が多いし、なかなか難しいっつーかなんつーか」

「ああ、まあ、あれだよなー。ガサツっつーか、異性として見れねえっつーか。なんかなー。いや、まあ一緒に遊びに行きたいってあっちから言ってくるなら、まあ考えないこともないけども。いやあ、まーなー」

（なんだ、こいつらちゃんと好きな女がいるんじゃねえか。ムッツリスケベどもめ）

　挙動不審になる男子たちを見ながらナハトが思う。ちなみに巨漢の彼がチラチラしていたのはクラスで一番ちんまいドワーフの女子だったが、気づかないふりをしておく。

「そういや、身近っつーならクラスに美人で魔剣姫のシャーロットがいるだろ。あいつは駄目なのか？」

　ナハトが何気なく尋ねると、男子たちは顔を見合わせたあと意地悪そうな笑顔で答えた。

「いやあ、あれはねえわ。確かに顔は綺麗だけど口を開けば金々うるさいし」

「ああ、最初は美人でドキッとするんだけど、性格がわかるとサバサバしすぎでどうもなー。男とか女とか超えて、シャーロット！って感じ？　キャラが強すぎて駄目だわー」

「胸とか大きいのは良いんだけどな。遠くで見てる分にはいいだけど、彼女としては考えられない感じ？　無理だわー」

　またもや好き勝手なことを言い始める男子。ナハトはそれを黙って聞いていたが、そこであることに気づいて声を上げた。

「あっ」

「あん？　なんだよナハト、変な声あげて。なんだ、俺らの後ろになにか……はっ!?」

　ナハトの視線が自分たちの後ろに向いていることに気づいた男子が、ゆっくりと振り返る。

　すると……そこには、満面の笑みを浮かべたシャーロットが立っていた。

「へええー。あんたら、面白そうな話してんじゃない。私も混ぜてよ」

「げえっ、シャーロット!?」

　笑ってはいるが、シャーロットの額には青筋が浮かんでいる。

　しかもそれだけではなく、その背後ではクラスの女子達までもが彼らを睨みつけていた。

「男子、サイテー……。そんな目で私達のこと見てたんだ」

「お前らなんか誘うかっつーの！　鏡見ろ、ボケナスども！」

「面白いじゃん。あんたらが私より強いなら付き合ってやってもいいわよ。まあその前に、あんたらは八つ裂きになるでしょうけどね！」

　言いつつ、ジリジリとにじり寄ってくる女子たち。好き勝手に言っていたクラスメイトたちは青い顔をして後ずさることしか出来ない。

「ま、待て、話し合おう！　今のは言葉の綾っつーかなんつーか……あっ、待って！　嫌ああああああ！」

　その瞬間、女子たちが肉食獣のように飛びかかりクラスメイトたちを蹂躙し始める。

　それを見ながら、苦々しい表情のシャーロットが呟いた。

「ふん、いい気味よ。なによ、どうせ私は可愛くないわよ。馬鹿」

　だがそこで制服の肘が引っ張られ、何事かとシャーロットが振り返ると、ナハトがニッコリと微笑んで告げた。

「俺は、お前が一番可愛いと思ってるぜ。シャーロット」

「っ……馬鹿じゃないの！」

　ナハトの言葉に、シャーロットは驚き赤い顔でそっぽを向いたが、やがてそっと向き直り、にっと微笑んで言った。

「……ありがと」
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